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第一章　忍び寄る変異







「海かい賊ぞく、ですか。それは大変ですね」

「まったくです。商売というのは時機があります。その時を逃のがすと大きな損害となるのですよ。本当に忌いま々いましいことで」

　商人のオルバさんが頭の上の狐きつね耳みみをピクピクさせながら愚ぐ痴ちを零こぼす。

　ブリュンヒルドのストランド商会に立ち寄った僕ぼくは、たまたま居合わせたオルバさんに誘さそわれるがまま、奥おくの部屋でお茶をしていた。

　オルバさんのストランド商会はかなり手広く商売をしているが、本店はミスミドの王都、ベルジュにある。

　オルバさんはミスミドお抱かかえの商人というわけではないので、様々な国との貿易をしているのだが、基本的に商品の輸送は船らしい。

　ベルファスト、レグルス、ラミッシュ、ロードメア、ライル、フェルゼン、レスティアといった、ガウの大河に面している国は河に沿って船を走らせるが、リーフリース、リーニエ、パルーフ、エルフラウなどは海路を進むんだそうだ。

　その海路上に最近海賊が出るようになり、商人たちの船が何なん隻せきか被ひ害がいにあっているという。確かに迷めい惑わくな話だな。

「リーフリース近海の島に拠点アジトがあると思われるのですが、なかなか用心深い奴やつらで尻尾しつぽを掴つかませないのですよ」

「リーフリースはなにか対策をとっているのですか？」

「海軍が監かん視しの目を強くしてますけどね……。まさか我々商人の船をずっと護衛するわけにもいきませんし」

　僕は懐ふところからスマホを取り出し、ミスミドからリーフリースとリーニエ辺りの海域の地図を表示する。

「検けん索さく。海賊のアジト」

『検索中……検索終しゆう了りよう。表示しまス』

　ストトトトトトッ、とピンが幾いくつかの島に落ちる。六つか。これは一つの海賊団の拠点が六つあるのか、それとも複数の海賊団がいるのか。

「これは……」

「全部海賊団のアジトですよ。まさか防護結界を張っているとも考えにくいので、たぶんこれで全部だと思うんですけどね」

　カメラ機能でそのマップを撮さつ影えいし、そのままリーフリース皇王陛下に電話をかける。

「あ、もしもし。皇王陛下ですか。海賊団のことでお話が。はい……はい、そうです。で、ですね。幾つかのアジトがわかりましたので、メールに添てん付ぷして送りますから。……いえいえ、お気になさらず。そうですか？　じゃあ今度いただきますので。はい。では、失礼します」

　はい、終了と。

「すぐさまリーフリースの海軍を全すべてのアジトへ向かわせるそうです。これで少しは安全になるんじゃないですかね」

「いや……参りましたな。私たちが頭を抱えていた問題をわずか数分で解決してしまうとは……。いやはや、相変わらずでいらっしゃる」

　少し呆あきれた顔でオルバさんがため息をつく。僕もこういう反応に慣れてきたので、素知らぬ顔で紅茶を飲んだ。

「ところでオルバさんに耳寄りな話があるんですが……」

「ほうほう。陛下のお話には外れがないですからね。喜んで聞かせていただきますが」

　スマホの動画を再生し、先日のドヴェルグの映像を見せる。もちろんあのあと、きちんとロゼッタたちが修復したやつだ。

　ロゼッタが乗るドヴェルグがガッチャガッチャと歩き、大きな岩を持ち上げて運ぶ。

「これはなんですか？　フレームギア……ではないようですが？」

「ドワーフたちが作り出した『ドヴェルグ』という魔工機械です。フレームギアには劣おとりますが、土木工事用の乗り物として使えると思いまして。まだまだ試作段階なのですが、実はオルバさんに出資者になってもらえないかという話が」

「出資……といいますと、開発にかかる資金を出せ、と？」

「その代わり、完成品を各国へ売り出だすのはストランド商会に一任するそうですよ。悪い話ではないと思いますが」

　ドワーフたちにもそこらへんの話はついている。国に売り込めばいいのでは、と言ったのだが、彼かれらの目的は金ではなく、この技術が世界へ広まり、それがドワーフの誇ほこりとして知られることにあるようだ。

　国にドワーフ技術を渡わたし、一国で独どく占せんされるのを嫌きらったのだろうか。

　条件として、どこの国にも誰だれにでも同じように同じ値段で売ること、とあったしな。

　まあ、原材料だけでも結構な値段になるとは思うし、僕みたいに『工こう房ぼう』があるわけじゃないから、そんなに量産はできないと思うけど。

　ひょっとして『ドヴェルグ』を世界に広め、他の国に住むドワーフたちにも同じようなものを作ってもらおうとしてるのかもしれない。

「ううむ……確かにこれを一手に任されれば大きな利益になりましょうな」

　椅い子すから身を乗り出したオルバさんは、ドヴェルグの映像を真しん剣けんな眼まな差ざしで眺ながめる。

「……わかりました。前向きに検討いたしましょう。しかしどれほどの開発費がかかるのか、それが気になるところです」

「それは先方と話し合っていただければ。まだドワーフたちは『銀月』二号店の方に宿しゆく泊はくしているはずですから。オルバさんのことは伝えておきましたから、名乗れば会ってくれるはずです」

　僕の言葉に少し驚おどろいたような顔を見せたオルバさんだったが、すぐに笑えみを浮うかべて口を開いた。

「これはまた手回しのいいことで。私が断るとは思わなかったのですか？」

「まさか。オルバさんがこんな儲もうけ話を断るはずはないでしょう？」

「なるほど。違ちがいありません」

　そう言ってオルバさんが目を細めて笑う。僕はドワーフとオルバさんとの橋はし渡わたしをしたに過ぎない。僕にとっての儲けはないのだが、『ドヴェルグ』はやがて土魔ま法ほうを使えない者にも扱あつかえる便利な重機として発展していくことだろう。世の中の役に立つのなら、それが一番いいんじゃないかな。

　明日にでもドワーフたちに会いにいくというオルバさんにお礼を言って商会を出る。

　そのままバビロンの『庭園』に【ゲート】で転移すると、博士とロゼッタが次元門の調整を終えたところらしかった。

　凱がい旋せん門もんのような門の上部に、糸巻き車のようなパーツが左右に二つ取り付けられている。

「終わったのか？」

「一応は、だね。前よりもかなり少ない魔ま力りよくで起動できるし、もう体重制限もないから誰でも渡ることができる。時間をかければもっと強化できるけど、今はこれで問題ないだろう」

　博士が道具をツールボックスに片付けながらそう答える。

　さっそく試ためしにと門に触ふれて魔力を流すと、確かに前よりもかなり少ない量でほぼ満タンになってしまった。上部の糸巻き車が電気メーターのようにゆっくりと回っている。

「あっち側に取り付ける魔力タンクももうあるんだっけ？」

「そっちも完成しているよ。問題ない。ここと向こうの二つは時空魔法でリンクしてあるから、あっちの門も同じように魔力は少なくてすむはずだけどね」

　なら向こうに渡ってみるか。みんなを連れてくって約束してたし。

　その前に翻ほん訳やく魔ま法ほうの【トランスレーション】をみんなにかけとかないとな。

　一度吸収した言語なら他人に分わけ与あたえることができるのがこの魔法のいいところだ。

　これで下級竜とかの言葉もわかればなあ。あれって言語というよりは念話に近いんだろうな、たぶん。

　まあ、動物や魔獣の言葉までわかるようになると、逆に面めん倒どうかもしれない。鶏にわとりとかシメられなくなりそうだ。

　ま、いいや。とりあえずみんなに電話しよう。










　みんなが集まるまで『研究所』に行き、魔力タンクを回収して、エトワールの三体を再起動する。いつの間にか三体とも子供用のメイド服を着せられていたが、ティカの仕し業わざだな？　まあ、似合っているからいいけど。

　再起動したメイド姿のエトワールたちを引き連れて『庭園』に戻もどってくると、すでにみんなが揃そろっていた。

　スゥもベルファストからやって来ている。これに博士を足して、計十人（エトワールやポーラもいるが）連れてぞろぞろと行くのもどうなんだろう。

　一応、高坂さんにみんな揃って出かけると伝えておこう。夕方には帰りたいが、次元のズレがあるから明日の朝になるかもしれないな。

　確か博士によれば、そのズレも改造によって修正されつつはあるみたいだけど、何時間短縮されたかまでは行ってみないとわからないしな。

　魔力を流し、完全に満タン状態にすると、次元の門がいつものように開いた。

「じゃあ行くよ……ってあのね、君ら……」

　博士以外のみんなが僕のコートを握にぎり締しめている。不安はわかるけど。

「冬とう夜や殿どのと離はなれたら、どっか別のところに飛ばされたりしないかと……」

「つ、つかまってるくらいはいいでしょ!?」

　それを皮切りに、右みぎ腕うでにエルゼとリンゼがしがみつき、右手をルーとつないで、左ひだり腕うでにはヒルダと八や重え、左手はユミナとつなぎ、腰こしの左右にリーンと桜、背中にスゥ、頭にポーラと、信じられない重装備になってしまった。

　あのなあ……まあ、門をくぐるだけだからいいけど。

　みんなを連れて、ぎゅうぎゅうになりながら次元門をくぐる。いつものようにゴム膜まくをくぐるような感覚があるが、前よりも抵てい抗こうが少ない気がする。改良したおかげかね？

　次元門をくぐり抜ぬけると、ドラクリフ島の屋や敷しきの庭だった。が、その庭を見て、僕は思わず目をぱちぱちと瞬まばたきしてしまう。

　花か壇だんには花が咲さき乱みだれ、美しい芝しば生ふの絨じゆう毯たんと屋敷に向かう石いし畳だたみ。こないだの殺風景な庭とは大おお違ちがいだ。かなり手入れされた庭に生まれ変わっている。

「素す敵てきな庭じゃのう！」

　僕の背中からスゥが飛び降りて花壇に走っていく。それにユミナとルーも続き、ポーラも僕の頭から飛び降りた。

　えーっと、とりあえず全員無事だな。次元門に問題はなさそうだ。

「八重さん、ドラゴンがあんなに……」

「確かに竜の島のようでござるな……」

　ヒルダと八重たちが展望する島の上空には、飛竜ワイバーンたちが多く飛び回っている。

　間ま違ちがいなくここはドラクリフ島だし、この屋敷も僕が設置したものだが、この庭はどうしたんだろう。あ、ひょっとして銀竜……白しろ銀がねが？

「皆みな様さま、ようこそおいで下さいました」

　それに答えるかのように、屋敷とは反対側の庭の入口から白銀が現れた。

　こないだまでの姿と違い、腰までの長い銀ぎん髪ぱつを紐ひもで一つにまとめ、黒い執しつ事じ服に白しろ手て袋ぶくろを身にまとっている。うぬぬ男前め！　カッコいいなあ、こんちくしょう！

　白銀は僕らの前にやってくると深々と頭を下げた。その姿も様になっている。内心のちょっとした嫉しつ妬とを押おし殺ころしながら、みんなに彼を紹しよう介かいする。

「みんな、彼は白しろ銀がね。この屋敷を管理してもらっている。竜人族に見えるけど、銀竜が人間の姿になってるんだ」

「白銀と申します。どうぞよろしくお願いいたします」

　白銀が挨あい拶さつするとみんなは顔を見合わせて、戸と惑まどった表情を浮かべる。あ、そうか。まだ翻訳魔法をかけてなかった。こっちの言葉が通じないんだな。

「【トランスレーション】」

　翻訳魔法をみんなにかけると白銀の言葉がちゃんとわかるようになったようだ。

　それぞれ挨拶をして、博士以外は僕の婚こん約やく者しやだと説明する。博士も自分は愛人だと強弁していたが、認めてないぞ、それ。

「それでこの庭はどうしたの？」

「はい。自由に手を加えてもよろしいとのことでしたので、少々彩いろどりを」

　やっぱり白銀がしたのか。器用な竜だな。ガーデニングができる竜なんて変わってる。瑠る璃りの言った通り、銀竜種はかなりの変わり者らしい。

「では屋敷の方へご案内します。どうぞ奥おく様さま方がたもこちらへ」

　まだ奥さんじゃないんだが、言われた方もまんざらでもない顔をして白銀についていく。なかなかの執事っぷりだな。

　最低限の物しかなかったはずの屋敷の中には、いろんな調度品が買かい揃えてあった。豪ごう奢しやな絨毯に魔光石のシャンデリア、食しよつ器き棚だなに食器類、観葉植物に絵画、ベッドには布ふ団とん、窓にはカーテン。センスのいい物がそこら中にちりばめられている。

「こりゃまた気合を入れたねえ……」

「人間の町で買い物をするのが楽しくて、つい……。やはり質のいい物を揃えた方がいいと思いまして」

　確かにまあそうだけど。や、文句はないんだけどね。

「冬夜さん、書庫までありますよ！」

　リンゼが本で埋うまった部屋を見つけ、テンションを上げている。リーンも一冊抜き出してパラパラと面おも白しろそうに眺めていた。博士も興味津々のようだ。

「これも買ってきたの？」

「はい。ここ二百年ほど人間の世界とは触れ合あってなかったもので、いろいろと知るために購こう入にゆうしました」

　なるほど。確かにいろいろなジャンルを網もう羅らしているみたいだ。歴史書から専門書、軍記物に学術書、料理本まであるぞ。竜も料理するのかね？

　書庫を出てリビングへ向かうと、大きなソファとテーブルが置いてあり、高そうなチェストボードの上には花か瓶びんに入れた花が飾かざられていた。壁かべ際ぎわには立派な柱時計まである。

　なにげなくソファに座すわるとなかなか座り心ごこ地ちがいい。これもいい物なんだろうな。

「どうぞ自由にお寛くつろぎ下さい。ただいまお茶を淹いれてきますので」

　一礼して白銀が部屋を出て行く。

「なかなか優ゆう秀しゆうな執事じゃのう。まあ、我わが家やの爺には負けるがの」

　スゥが僕の横にボスッと座り、そんなことをのたまう。そりゃ、あのレイムさんに比べたら付つけ焼やき刃ばだろうよ。うちのライムさんも負けてないけどな。

「で、これからどうする？　向こうとの時差がわからないから夕方には帰ろうかと思うけど」

「そうですね。こちらの都を見てみたいとは思いますけれど」

　ルーがそう言いながらスゥの反対側のソファに座る。

　こっちの都っていうと、いま行けるのは聖王国アレントの王都アレンか、その隣となり、ストレイン王国のカジノシティ、ゴルドスぐらいだな。というか、その二つしかまだ行ってません。

　遊びという点なら間違いなくゴルドスなんだが、例の闇市場ブラツクマーケツトの事件もあったし、厄やつ介かい事に巻き込まれる可能性も少なくない。となるとアレン一択たくなのだが。

　『紅あか猫ねこ』のニアとかに会わないといいなあ……。あの森の砦とりでから王都のアジトの方へ来てたりしないだろうな。

　パンツを目もく撃げきしたこととかみんなにバラされたらなにを言われるか……。

「どうしたでござる？　冬夜殿？」

「あ、いや、なんでもない」

　怪け訝げんそうな八重にそう返して笑って誤ご魔ま化かす。

　とりあえず王都アレンに行くことにしようか。王都に行っても知り合いがサンチョさんと『紅猫』たちくらいしかいないってのがなんだけど、ただ町をぶらつくってだけでも面白いだろうし。

　紅茶を持ってきた白銀にその旨むねを伝えると、博士だけは次元門の魔力タンクの取り付けと最終調整をするとかでここに残ると言い出した。なんとか夕方までには終わらせたいとか。

　それとエトワールたちはとりあえず白銀に預けることにした。メイドとしてってわけじゃないが、彼なら変なことを吹ふき込んだりはしまい。

　別にゴレムたちは主人以外の命令をきかないというわけではないので、白銀の言うことをよく聞くようにと言い聞かせておいた。

「じゃあちょっと出かけてくるよ。夕方には戻るから」

「いってらっしゃいませ」

『ピ』

『ポ』

『パ』

　深々と頭を下げる白銀の真ま似ねをして、エトワールたちも同じように頭を下げる。うん、やはり彼に任せるのがいいようだ。

【ゲート】を開き、屋敷の庭から聖王都アレンの人ひと気けのない裏路地へと転移した。

　みんなを連れて大通りへ出ると、通行人に交じってゴレムたちもちらほらと見える。

　ドヴェルグに似た（向こうのと比べるとかなりコンパクトだが）ゴレムに乗った人が、荷物の乗った台車のような物を引っ張っていく。と思えば、向こうから二メートル半はある重装そう甲こうのゴレムが、主人と思われる騎き士しに付き従いながら、僕らの目の前を通り過ぎていった。

「ふわあ……。本当に別世界に来たんだって実感します……」

「……びっくり」

　ヒルダと桜が街行く人々とゴレムたちを眺めながら、そんな感想を述べた。

　他のみんなもキョロキョロとお上りさん状態で僕のあとをついてくる。

　そんな僕らと一いつ緒しよにポーラもとてとてとついてくるのだが、町の人たちの反応はちょっと目を引くくらいで、大たい概がいスルーされていた。こいつもゴレム扱いされている可能性が高いな。ま、変に目立つよりいいけどさ。

「まずはサンチョさんのところに行くか。お金がちょっと心もとないからなあ」

「冬夜さんがお世話になったという商人の方ですね？」

「うん。また金とか銀とか買い取ってもらおう」

『紅猫』から神金オリハルコンの代金にもらった金は『エトワール』を買う時にほとんど使っちゃったしな。それでも食事代くらいはあるんだけど、どうせこのあとみんなお土産みやげを買いまくるに決まってるからさ。軍資金は多い方がいいに決まってる。

『サンチョ商会』の店てん舗ぽ前まで来ると、店先でサンチョさんと商人風の男たちが難しい顔でなにやら話し合っていた。

「おや、トーヤさんじゃないですか！　なにかご入用で？」

「こんにちはサンチョさん。また買い取ってほしい物があって来たんですが……なにかあったんですか？」

「いえ、ほら例のジオレ村の事件で。運良く逃にげ出せた人の話を彼らが聞いたって言うんでね……」

「事件？」

　なにかあったのだろうか？　僕がキョトンとしていると、サンチョさんが少し驚いたように目を開いた。

「ご存じない？　聖王都じゃその噂うわさで持ちきりなんですけどね。新聞にも出てましたけど……」

「すみません。最近王都には来てなかったもので……」

　っていうか、こっちの世界には新聞なんてあるのか。そういえば『紅猫』の拠点アジトには通信機があったし、情報伝達技術がそこそこ発達しているのかもしれない。表世界じゃ早馬、良くて魔道具アーテイフアクトの通信アイテムなのにな。

　まあ、毎日読める日刊の新聞みたいなのはなくても、大きな臨時ニュースを伝える瓦かわら版ばん的なものは表世界にもあるけど。

「聖王都にいなかったのなら、知らないのも無理はないですね。ほら、コレですよ」

　サンチョさんが手にしていた折りたたんだ紙束を見せてくれる。お、これが新聞なのか。ゴワゴワしてあまりいい紙じゃないし、大きさは僕が知ってる新聞の半分くらいしかないが、ちゃんと文字が印刷されている。

　その中でも大きく印刷されている見出しを見て、僕は思わず息を呑んだ。

『黄金ノ魔マ怪カイ物ブツ現ル』

　そしてその見出しの下に描えがかれたリアルなイラストから僕は目を離すことができなかった。テントウムシのような丸いフォルムのそれは初めて見る種だが、僕らがそれを見み間ま違ちがうはずはない。

「変異種……！」

　黄金の怪物。それは間違いなく邪じや神しんが生み出したフレイズの変異種だった。







◇　◇　◇







　サンチョさんから見せてもらった新聞によると、ジオレ村の事件とは次のような内容だった。

　聖王都からほど近い場所にあるジオレ村でその黄金の怪物は突とつ然ぜん現れたという。その怪物は村人を次々と襲おそい、情け容よう赦しや無なく惨ざん殺さつしていった。

　命からがら村から逃げ出した数名が、聖王都の騎き士し団だんに助けを求め、これに応じた騎士団のゴレム騎士隊が村へと向かった。

　村へと到とう着ちやくしたそのゴレム騎士隊が見たものは、村を徘はい徊かいする水すい晶しようの骸がい骨こつと、黄金の怪物だった。すぐさま騎士団はこの怪物を討とう伐ばつしようとしたが、尋じん常じようならざる硬かたさと、『能力持ち』のゴレムの攻こう撃げきがまったく効かない事態に、防戦一方だったという。

　そこへたまたま王城を訪おとずれていたパナシェス王国の王子が応おう援えんに駆かけつけ、王子は『王おう冠かん』である自らのゴレムを用いてその黄金の怪物をなんとか仕留めたという。

　しかしその怪物の亡なき骸がらはドロドロに溶よう解かいしてしまい、いったいあの怪物はなんだったのかという謎なぞは残ったまま。このような事件が再びどこかで起こるのではないかと聖王国では対策を急いでいる……とのこと。

「尚ナオ、専門家ハ此コノ怪物ヲ悪魔ノ一種デハ無イカト推察シテ居オリ……」

　サンチョさんに金のインゴットを買い取ってもらい、近くのカフェでみんなと食事をしながらも、僕はもらった新聞を何度も読み直していた。

「気持ちはわかるけど読みながら食事するのはやめなさいな。行ぎよう儀ぎ悪いわよ？」

「え？　あ、ああ、ごめん……」

　リーンに窘たしなめられて、左手に新聞、右手にサンドイッチという状態だった僕は、とりあえず新聞から手を離した。どうやらその状態で固まっていたらしく、みんなはほとんど食事を終えている。

　僕の手放した新聞を、今度は食事を終えたユミナが手に取り、目を走らせる。

「これってやっぱりフレイズの変異種……ですよね？」

「十中八九、間違い無ないと思う。しかも新聞の内容だと『魂たましい喰ぐい』もしている」

「なぜ普ふ通つうのフレイズではなく、変異種がこちらの世界に現れたのでしょう？」

　ルーが小さく首を傾かしげる。それについてある程度は想像がつく。

「フレイズの目的は自らの『王』を探し出すこと。そしてその『王』は僕らの世界の誰かの体内に宿っている。だからフレイズたちは僕らの世界に現れ、人々を無差別に殺す。だけど変異種は違う」

　僕はあの変異種がフレイズの頂点に立つ支配種に攻撃するところを見た。アレはフレイズという軛くびきを外れた別の存在なのだ。

「こちらの世界にはフレイズは出現しない。出現する理由がないんだ。だけど変異種にはそんな目的はない。いや、なにか目的はあるのかもしれないが……」

　もしもなにか目的があったとしたら。おそらくそれをさせているのはその上に君臨するあいつ……神（ニート神だが）をも取り込んだ邪神に違いない。

　変異種はその邪神の思おも惑わくでこちらの世界に現れたのかもしれないが、一つ疑問点がある。

　僕らの世界――表世界は、世界と世界を隔へだてる大結界がボロボロで、その綻ほころびた間からフレイズが侵しん入にゆうしてくる。それに比べてこの裏世界は、大結界がきちんと機能していると思っていたんだが、どうやらそうでもないらしい。

　事実、変異種がこうして現れている。僕たちの世界に現れ、こちらの世界にも現れた。世界の間……次元の狭はざ間までなにが起きているのだろうか。

　邪神、あるいはあのユラという支配種が、なにかとんでもないことを企たくらんでいるような気がして、なんともモヤモヤする。

　二つの世界で暗あん躍やくし、いったい何を……。

「……冬夜さん、冬夜さん」

「え？　ああ、なに？」

　いかんいかん、また考え込んでしまった。心配そうなユミナに謝あやまりながら、とりあえず今はどうしようもないと自分に言い聞かせる。

　テーブルの皿の上に残ったサンドイッチを口の中に放ほうり込み、すっかり冷めてしまった紅茶で流し込む。

　そういや変異種を仕留めたのって『王冠』らしいけど、『赤』のニアや『紫むらさき』のルナではないよな。『王子』って書いてあるし。

　この王子も『王冠』になにか代だい償しようを払はらっているのだろうか……。フレイズを倒たおしたってことは、よほど強力な能力なのか、それとも直接的な能力ではなく特とく殊しゆな能力なのか。

　どちらにしろ、それ相応の代償を払っているはずだ。ニアの言葉を信じるのならば、『紫』以外は注意していれば命には関かかわらないという話だけど。

　命に関わらなくても、例えば『能力を使うたび足が臭くさくなっていく』とかだったら泣くな、僕なら。

　ちなみにマップ検索で見てみると、パナシェス王国というのはパルーフとリーニエのあるパルニエ島に存在していた。こっちじゃ完全に一国の島国なのか。

　ついでに変異種を含ふくめたフレイズを検索してみたが、反応は無かった。

　モヤモヤするけど今はどうしようもない。さっさと気持ちを切きり替かえよう！

「とりあえずせっかくこっちに来たんだから、いろんな店を見て回ろう！　なにか珍めずらしい物が売ってるかもしれないしね。軍資金もできたし、荷物持ちは任せといてくれ！」

　いろんな不安を払ふつ拭しよくするように、ことさら明るい声でみんなに話しかける。まあ、荷物持ちといっても【ストレージ】に放り込むだけですけどね！

「そうじゃな！　わらわも父上や母上、それに爺にお土産を買いたい！」

　スゥが笑顔でそう言うが、一応、どこで買ったとかは伏ふせてもらわないといけないから、後で言いい含めておこう。

「そうですね。じゃあみんなでいろんなお店を回りましょうか」

「拙せつ者しやは新しい湯ゆ呑のみが欲ほしいでござるなー」

「私は、本屋さんに行ってみたい、です」

「こちらの鎧よろいとか気になりますわ」

　みんながそれぞれ行きたい場所をわいわいと言い始め、僕のスマホのマップでいくつかの店にあたりをつけてから、みんなでカフェを出た。










　舐なめてた……。女の子たちの買い物を舐めてた。

　荷物持ち自体は【ストレージ】があるため苦ではないが、ひたすら商品を選ぶのに待たされる。そして意見を聞かれる。適当に答えるわけにもいかないので、その都度頭を捻ひねって無難な、そしてなるべく相手の喜ぶような答えを口にしていく。それが掛かける９だよ、てやんでい。

　さらに別の店に入るたびにリセットだ。全部が全部意見を求められるわけではないが、待たされるのは間違いない。特に身に付ける物系は長い。

　えーっと、確か靴くつ屋や、帽ぼう子し屋や、小物屋、武器屋、本屋、家具屋、雑貨屋、楽器店、青果店、貴金属店、衣料品店、化け粧しよう品ひん店てん、菓か子し店てん……あとどこ回ったっけ……覚えてない……。

　そして今は女性用下着専門店へ来てるわけですが、さすがに一緒に選ぶわけにも、意見を述べるわけにもいかないので、おとなしく外で待っているわけでして。

　っていうか、店の前で待っていると通行人の方々に変質者みたいな目で見られるので、通りの角にあった鍛冶かじ屋やの軒のき先さきで待っているわけですが。

　この鍛冶屋、どうやらゴレムの簡単な修復もやっているようで、さっき運び込まれたゴレムの歪ゆがんだ装甲板を取り外して打ち直している。

　運び込まれたゴレムは上半身がミノタウロスのようで、下半身が戦車のようだった。ミノタンクとでも言うのだろうか。無限軌き道どうの下半身とがっしりとした上半身はパワー型の印象を受ける。装備品に巨きよ大だいな両りよう刃ば斧おのもあったしな。

　僕は鍛冶屋の親方に見学の許可をもらって、そのゴレムが直されていくのを眺めていた。

「ここってどれぐらいまで直せるんですか？」

「ワシらはゴレム技師じゃあねえからなあ。せいぜい第一装甲までだな。それでも工場フアクトリー製……安いゴレムの腕うでとか足とかなら、なんとか直せんこともない。もちろんゴレム用の武器や装甲の装そう飾しよくなんかもやるがね」

　ふうん、こっちの鍛冶屋はそんなことまでやるのか。大変だな。

　そんなことを思いながら視線をゴレムから外すと、工こう場ばの隅すみに置かれていた物体に目が留とまる。

　見た目は機械の塊かたまり。幅はばも高さも四十センチほどのそれは、あるものを僕に思い起こさせる。これって魔ま煌こう炉ろに似てるな。

「これ……」

「ん？　ああ、魔動機か。解体したゴレム馬車の補助用に使われていたやつだよ。うちじゃ必要ないし古いんで安値で売りに出そうかと思ってたやつだ」

【アナライズ】で確かめる。うん、ドヴェルグに積んであったやつに似てる。あれよりコンパクトで魔石も使ってない単純な作りだから馬力はなさそうだが、これならドワーフじゃなくても作れるんじゃないかな？　ゴレムの動力となるＧキューブの代わりに、小さな魔石とエーテルリキッドを使って魔力を供給できれば……。

　試しにほんのちょっぴりだけ（ドヴェルグの時みたいに壊こわれないか心配だったが）魔力を流すとちゃんと動いた。

「親方、この魔動機っての僕に売ってくれませんか」

「これをか？　まあ、構わんが……」

　もともと安値で売るつもりだったらしいので、かなり安く売ってもらえた……らしい。相場がわからないのでなんとも言えないが高くはないと思う。

　この魔動機でドヴェルグは無理でも数人が乗れる車ぐらいは作れるかもしれない。

　正直に言うと『格納庫』にとんでもない速さで走れる装そう甲こう車しやがあるのだが、あれを量産して売りに出すのはさすがに憚はばかられる。『工房』でしか作れないしな。

　でもこれなら他の国でも作ることができる。まあ、この魔動機じゃ一人乗りか二人乗りの車がせいぜいかもしれないけど。

　ふと、通りを見ると、向こうからみんながこっちへやってくるのが見えた。

「お待たせしたでござる。申し訳ない」

「いや、こっちも収しゆう穫かくがあったから問題ないよ」

　八重にそう返して【ストレージ】に魔動機を入れる。ついでにみんなの荷物も入れようとしたら拒きよ否ひられた。下着類だからだろうか……？　僕ぼくが見るとでも？

「あそこの店、品しな揃ぞろえが多くてさ、リンゼが大だい胆たんなのと清せい楚そなので悩なやんでて、結局両ほ……むぐッ!?」

「お姉ちゃん!?　なにをバラしているのかな!?　いるのかな!?」

　軽口を叩たたくエルゼの口を真っ赤になって慌あわてたリンゼが手で塞ふさぐ。

「そう言うエルゼ殿も悩んでいたではござらぬか。あの１カップ盛れるブ……ふぐっ!?」

「わァ――――――ッ!?」

　何かを口走ろうとした八重の口を今度はエルゼが押さえつける。なにしてんの、君たち……。

　なんとなく内容はわかるが、何を言っても藪やぶ蛇へびになりそうだったので敢あえてスルーする。こういう時は石だ。石になるのだ。

「王様、見たい……？」

　石になってスルーしたかったのに、そんな質問をしないで下さい、桜さん。見たくないと言えばみんなに対して失礼になるし、見たいと言えば助すけ平べえ扱あつかいされるしで、詰つんでるじゃないですか！

「なんじゃ冬夜。わらわたちの下着姿が見たいのか？　それぐらいいつでも見せてやるのにのう。なあ、ルー？」

「わっ、私わたくしに振ふらないで下さいまし！　いえっ、冬夜様に見せるのが嫌いやだと言ってるわけではなくて、そのっ、そのっ！　あうううう、わっ、私わたくしなんかよりヒルダさんの方がっ！」

「ふえっ!?　なんでこっちにぃ!?　あっ、あの、私は地味な縞しま々しまのを買ったので……って、ああっ!?　いっ、今の忘れて下さい！」

　スゥにとんでもない爆ばく弾だんを投げられ、顔を真っ赤にしながら慌てふためくルーとヒルダ。

　スゥはいい意味で言うと無む邪じや気きだが、悪く言うと恥はじらいに欠けるところがあると思うぞ。お母さんであるエレンさんの教育はどうなってんだ……と思ったが、エレンさんは長い間目が見えなかったし、そこらへんは疎おろそかになっちゃったのかもしれない。

「はいはい、そこまで。こんな往来で話すことじゃないでしょう。少しは自重なさいな」

　収しゆう拾しゆうがつかなくなりそうだったのを、リーンが手を打って止めてくれた。見た目はユミナやルーと変わらないけど、さすが最年長。頼たよりになる。

　周りの目を気にしてか、窘たしなめられたみんなは恥ずかしそうに早足でその場を離れ始める。僕も安あん堵どの息をひとつ吐いて、リーンに短くお礼を言った。

「みんな少しはしゃいでいるだけよ。旦だん那な様さまはでんと構えてなさいな。下着姿なんて将来いくらでも見れるんだし」

「あのなあ……」

　なんと答えたらいいのか言葉を失っていると、リーンが僕に腕を絡からめて歩き出した。

「ちなみに私は黒のレースで高級なやつだけど、見たい？」

「いや、だから……」

　そのスタイルにその下着って一いつ般ぱん的てきにどうなのかと思ったが、言ったら殴なぐられる。けれどどんなのを着たって僕にはご褒ほう美びだ。一般的にはセクシーでは無いかもしれないが、そんなのは関係ない。

「見たい？」

「……見たくないと言えば嘘うそになるくらいには興味が無くもないが、それを肯こう定ていするにはいささかの逡しゆん巡じゆんを伴ともない、見せてくれるというのなら受け入れることもやむなしという心の有り様を、認めることも自分としてはやぶさかではない」

「……まったく私たちの旦那様は難なん儀ぎだこと」

　うっさいやい。こちとら聖人君子でもなんでもないっての。好きな子のそんな姿見て平常で居られる自信なんか無いね！　これっぽっちも！

　あまり誘ゆう惑わくしないでいただきたい。リーンのことだから、そのへん知っててからかっているだけなんだろうけど。

「ふふ。でもそんなところが貴方あなたらしいわね」

　リーンが僕の腕にぎゅっとしがみつく。前を歩いていた桜がそれに気付き、たたた、と駆け戻ってきて反対側の腕にぴとっ、としがみついた。

「リーンばかりずるい。私も」

　む、むう。嬉うれしいけど照れくさいし、恥ずかしい……。おいコラ、ポーラ。その『やれやれだぜ……』ってポーズすんのやめい。

　ぬいぐるみのくせにホント表現豊かすぎるぞ、お前。どんな【プログラム】されてんだか一度見てみたいわ。

　裏路地で【ゲート】を開き、ドラクリフ島の屋敷、そのリビングへと僕らは転移する。

「お帰りなさいませ」

「お帰り～」

　白しろ銀がねが恭うやうやしく、ソファに腰こし掛かけた博士が読んでいた本から顔を上げて迎むかえてくれた。







◇　◇　◇
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「これが魔動乗用車エーテルビークルです」

「ほほう」

「確かに小さい馬車だな」

　僕はブリュンヒルド城の北にある公用の広場で、各国の王様たちに製作した新商品のお披ひ露ろ目めをしていた。まあ、造ったのは僕ではないが。

　屋根のないオープンなボディに細めな四つの車輪。革かわ張ばりの二人乗りシートと車体前面に取り付けられた二つのヘッドライト。

　シンプルなハンドルとクラクション、そして足あし下もとにはアクセルペダルとブレーキペダル。座席後部には雨や直射日光を避さけるための折おり畳たたみ式しきの幌ほろもついている。

　この魔動乗用車エーテルビークルはフィアット３・５（３ [image: ]）ＨＰという車を参考にしている。一八九九年、イタリアが誇ほこる自動車メーカー、『フィアット』が初めて製作した、四輪ガソリン自動車だ。

　このコンパクトな魔動乗用車エーテルビークルは、僕が裏世界から持ち帰った魔動機をこちらの鍛冶屋に持ち込み、ロゼッタの指導のもと、町の鍛冶師たちが一から完成させたものである。

　つまり、本体自体はバビロンの技術や古代王国の技術を使っていない。どこの国でもお金はかなりかかるが生産可能というわけだ。ま、燃料だけはエーテルリキッドなんで、うちから買ってもらいますが。フレームギアも新型になったから、うちではそれほど必要じゃないし。

　座席後部のところに、五〇〇mlのペットボトルのような容器に入ったエーテルリキッドをセットする。相変わらず見た目はメロンソーダみたいだ。

　座席に乗り込み、ハンドルから慎しん重ちように（僕の魔ま力りよく量だと暴走しかねないので）魔力を流し、魔動機を発動させる。

　低い駆く動どう音おんがしてから、ゆっくりとアクセルを踏ふみ込むと、同じようにゆっくりと魔動乗用車エーテルビークルが前進し始めた。

「おおっ！」

「動いた……！」

　エーテルリキッドと魔石による魔ま力りよく増ぞう幅ふくで魔動機を動かしているため、静かだし、疲つかれもしない。そりゃ一日魔力を流しっぱなしならヘトヘトになるだろうけど。

　排はい気きガスも出ださないからエコロジーだ。代わりに魔力とエーテルリキッドの残ざん滓し、キラキラとした蒸気のような魔ま素そ粒りゆう子しを排はい出しゆつしているが、これは無害だ。

　速度は通常走行の馬車より少し速いくらい。全力で馬車と競争したらたぶん負ける。改造次し第だいではもっとパワーも出せるのだが、今はこれくらいが安全だろう。

　ハンドルを切ってＵターンさせる。再び王様たちの元へ戻もどり、ブレーキをかけて停車した。

「馬車と同じくらいの速さだが、自在に操あやつれるところがいいな。馬の餌えさや世話もいらなくなるか」

「定期的に整備は必要ですけどね。慣れれば誰だれでも乗れます。それでも危険なんで、あまり小さすぎる子供には運転させない方がいいですよ」

　一応、魔力パターンを記き憶おくした者以外、魔動機を動かせないようにするつもりだけど。五歳さい児とかが動かしたらまずいからな。

「フレームギアに比べると地味な感じがしますけど、便利は便利ですね」

　リーニエ国王がそんなことを言ってるが、あれと比べられてもなあ。巨大ロボットの次にクラシックカーを見せられても、確かにインパクトはないか。

「で、冬夜殿どの。これ、乗ってもいいのかい？」

「どうぞ。各国みなさんに売ろうと思っているんですから、乗り心地をみてもらわないと」

　ミスミド獣王の言葉に僕は頷うなずいて、他に四台の魔動乗用車エーテルビークルを【ストレージ】から取り出す。

　一台目にはベルファスト国王とレグルス皇こう帝てい、二台目にはミスミド獣王とゼノアスの魔ま王おう、三台目にはリーニエ国王とレスティア騎士王、四台目にはロードメア全州総そう督とくとラミッシュ教皇、そして五台目にフェルゼン国王とパルーフ少年王が乗り込んだ。

　というか最後の五台目は、フェルゼン国王の体格が大きすぎて、シートの隣にパルーフ少年王しか乗れなかったのだが。

　それぞれがおっかなびっくりに車を走らせ始める。一応フレームギアと同じく安全転移装置をつけておいたから、危険はないはずだ。

　皆が楽しんでいる中、残った僕とリーフリース皇王は世間話を始めた。

「そういや冬夜殿、こないだ教えてくれた海かい賊ぞくの件、助かったぞ。おかげで商人たちも喜んでいるわい」

「一いち網もう打だ尽じんにしたんですか？」

「おうさ。ただな……海賊退治に出港した船のうち、一隻せきだけ行方ゆくえ不明になってな。捜そう索さくしてはいるんだが……冬夜殿なら調べられないか？」

「できないことはないと思いますけど……船の特とく徴ちようとかわかります？」

　細かい船の特徴を皇王陛下から聞いて、リーフリース周辺の海域マップに検けん索さくをかけたが反応はなかった。こうなると沈ちん没ぼつしたとしか……。バラバラになって海の底に沈しずんでしまったら、さすがに僕でも【サーチ】はできない。

「ううむ……。やはり海の魔ま物ものに沈められてしまったのか……。すまんな、手間をかけて。残念だが捜索は打ち切るしかあるまい」

　船を引きずり込むほどの海の魔物というと、クラーケンとかシーサーペントとかか。

　地上の魔獣は冒ぼう険けん者しやとかが討伐できるが、海の魔物は冒険者だけでは簡単に手が出せないからなあ……。

　ちなみに行方不明になった船の名前はマクレーン号。なんかの悪ふざけかと某ぼうハリウッド俳優に似ているスキンヘッドの皇王をちら見したが、どうやら偶ぐう然ぜんのようだ。そりゃそうか。

　しかし映画とはいえ世界一ツイてない刑けい事じと同じ名前の船がこんな災難に遭あうっていうのも、なにか運命を感じるな。あの刑事のようにしぶとく生き残ってくれればよかったのだが。

　魔動乗用車エーテルビークルを試乗した王様たちは皆満足げに数台買うと言ってくれた。お買い上げありがとうござい。

　エーテルリキッドは一本で半年以上も持つけれど、予備にもう一本サービスしといた。あとスペアタイヤと、悪路用のオフロードタイヤもつける。ミスミドやゼノアスだとまだ道が荒あれているところもあるしな。

　買った魔動乗用車エーテルビークルを分解すれば、自国で生産、改良ができるだろ。もともと金かね儲もうけのために作ったわけじゃないから、数年後に国によってどんな進化をした車が出てくるか楽しみではある。

　お金はエーテルリキッドの分で稼かせげばいいや。他国で研究が進めばそれさえもいつかは作られてしまうとは思うけどさ。

「これらが街かい道どうを行き来するようになってくると考えると、もっと道の舗ほ装そうをしなきゃならんかもな」

「そちらの方は土木作業用の新しい魔工機械をドワーフたちが完成しつつあるみたいですよ。魔ま法ほう使つかいじゃなくてもかなり楽に作業できるようになると思います」

　ドヴェルグの開発も順調のようだし、そちらもそのうち売り込もう。こっちは僕の一存では値段や販はん売ばい数すうは決められないから、オルバさん任せになるかな。僕に儲もうけはほとんどないが。

　そのあとも魔動乗用車エーテルビークルの試乗という名にかこつけた遊びを、王様たちはしばらく続けていた。レースとか始めちゃったし。

　ちなみにこれに関してはパルーフ少年王がぶっちぎりで速かった。ドライビングテクニックとかそんなものじゃなく、単なる体重差な気がする。










　次の日、各国に頼たのまれた台数の（一応、上限は五台と決めさせてもらったが）魔動乗用車エーテルビークルを代金と引ひき換かえに納車して、お金を高坂さんに渡わたしておいた。

　バルコニーに出て、城の中庭を見下ろすと、魔動乗用車エーテルビークルに乗って運転の練習をしようとしているラピスさんとメイドさんたちの姿が見えた。

　中庭には魔動乗用車エーテルビークルの練習用に、簡単なコースを作っておいたのだ。レースゲームとかの『ステージ１』的なやつを。

　メイド長自ら乗り込むとは気合いが入ってるけど、魔動乗用車エーテルビークルは自転車みたいにあそこまで練習が必要なものじゃない。

　操縦方法もシンプルだし、ゴーカートみたいなもんだ。慣れれば子供でも乗れる。もうちょっと複雑にしてもよかったかもしれない。でも教習所とかないしなあ。

　ラピスさんが一人で乗り込み、ゆっくりと車を走らせ始めた。動きを確かめるように中庭を一周している。なかなかの安全運転だ。あれに乗れるようになったら、町中への買い物なんかも楽になるだろう。まあ、メイド長自らが買い物に行くこともないだろうが。

　そんな感じで中庭を眺ながめていたら、不意に懐ふところのスマホが着信を知らせた。ん？　あれ、ゼノアスの魔王からだ。納品した車になんか不備でもあったかな？

「はい、もしもし」

『おお、ブリュンヒルド公王か？』

「どうかしましたか？　桜絡むすめがらみの泣き言なら切りますよ？」

『ちょっと待て！　それはそれでなんとかしてほし……いや、今は関係ないな、うん……』

「それで？　なんかあったんですか？」

『ついさっき入った情報なんだが、公王が言っていたフレイズとやらの変異種な、ウチの国に出た』

「なッ……!?」

　変異種がゼノアスに？

『場所はラドムという町だ。確かにこの町は盗とう賊ぞくや荒あらくれ者ものが多く、犯罪が日にち常じよう茶さ飯はん事じに行われるような町であった。公王の言っていた負の感情が多く溜たまる場所というのに当てはまる』

「町の住人は？」

『ほぼ全員が水晶骨のゾンビと化した。現れた変異種は一体。これ自体は派は遣けんしたオウガ部隊がなんとか倒した。犠ぎ牲せい者しやも何人か出たがな』

　オウガ部隊か。確かにオウガ数十人の力をもってすれば、下級種なら変異種でも倒すことは可能だろう。とはいえそんな簡単なことではないだろうが……。

　水すい晶しよう骸がい骨こつが出ているということは『魂喰い』をされたということだ。邪神は力をつけるため、サンドラやレスティアで『魂喰い』をしていた。まさかこれも……？

　ここに来て表裏、両世界に変異種が現れてきている。やはり邪神の暗躍があるようだな。

　この後も同じようなことが起こりうる可能性は高い。冒険者ギルドにある感知板タブレツトは、通常のフレイズしか反応しない。変異種を生いけ捕どりにでもして研究すれば、新たな感知板タブレツトを作れるのだろうか。

『倒した変異種はやはりドロドロに溶とけてしまったそうだ。水晶骸骨は核かくを砕くだいたら、本体もコナゴナに砕けてしまったが、一応回収しておいたらしい。これはフレイズの晶材と同じなのか？』

「基本はそうです。魔力を込めれば硬こう質しつ化かし、魔石よりも高純度の効果を持っています。結合はできないので小さいものばかりでしょうから、フレイズよりも使い方は狭せばまりますが」

『それでもひと財産だな……。しかしそれが犠牲になった者の遺骨というのがまたやりきれんが。犠牲者も浮うかばれまい』

　魔王陛下の言うとおり、魂たましいを食われた者はもう救われることはない。あの世にも行くことはないのだ。輪りん廻ね転生の輪を外れ、消しよう滅めつするだけだ。確かにやりきれない。

　邪神はその魂のエネルギーを変異種に集めさせているのだろうか。じわじわと力を蓄たくわえているようで、不気味な感じがする。

　ともかく倒したのはゼノアスなのだから、その晶材はもちろん魔王国で好きに使えばいい。金に換えて犠牲者の家族・親族に報むくいてもいいし、次に備え、魔ま法ほう具の改良や軍備に使うのもありだろう。小さいカケラでも鱗鎧スケイルメイルのように加工してから魔力を込めれば、素す晴ばらしい防具になる。

　魔王陛下との電話を切ったあと、僕はこういったことが続くようなら、裏世界でもそれなりの協力者が必要なのかもしれないと思い始めていた。

　さて、どうしたもんか……。

　ふと、中庭を見るとラピスさんが猛もうスピードでコーナー目め掛がけて車を走らせていた。うぉい！　速すぎるだろ！　あれじゃコーナーを曲がり切れ……えええっ!?

　ラピスさんは意図的にタイヤを滑すべらせて、車体を方向転てん換かんし、身を乗り出すほど内側に体重を傾かたむかせ、スピードを殺さずにコーナーを曲がり切った。

　ドリフト走行……いやバイクのハングオンか？　あ、ハングオンじゃなくてハングオフって言うんだっけ、日本以外は。いや、それはどうでもいいけど。

　自転車の時もあっさりと乗りこなしてたけど、ウチのメイドさんにあんなドライビングテクニックいるか？　っていうか、タイヤが傷いたむだろ……。あっという間に丸まる坊ぼう主ずになるぞ。

　そう思いながらも、モナコ公国のように公道レースとかできないもんかと考えている自分がいたりする。

　メイドの技術、恐おそるべし。







第二章　神々を継ぐもの







『場所はサンドラ王国……いえ、サンドラ地方の中央部、パリン砂さ漠ばく。出現数は一万以上としか。かつてユーロンでおきた大だい襲しゆう来らいと同じくらいのフレイズが出現するかと思われます』

「出現するまでの時間は？」

『一日もないかと』

　ギルドマスターのレリシャさんからの電話に、僕は心の中で舌打ちをする。ここに来てフレイズの大襲来とは。

　出現地帯が砂漠のど真ん中ということだけが救いか。一番近くのドラガの町でさえ数百キロ離はなれている。

　サンドラは僕の奴ど隷れい解放以来、混乱を続けている。基本的に奴隷を持たない普通の農民、職人たちにはあまり影えい響きようはなかった。解放され、サンドラに残った奴隷たちも、きちんとした賃金で真っ当な商人に雇やとわれている者も多いという。

　問題は奴隷を虐ぎやく待たいし、過か酷こくな労働を強しいてきた貴族や大商人たちだ。

　彼かれらは解放された奴隷たちの報復を恐れ、サンドラを出しゆつ奔ぽん、財産を持って姿を消した。身を守る衛兵でさえ奴隷だったので、そういった貴族たちを守る者より、恨うらみを晴らそうとする者の方が遥はるかに多かったのだ。

　結果、都や町を統治していた者がいなくなり、それぞれが自治体のようになっている。中には元奴隷たちで村を開かい拓たくしているところもあるそうだ。

　もちろんそんな貴族ばかりではなく、地方の領主などにはもともと奴隷たちに優やさしい者たちも多かったようだ。これは金のない辺境では、奴隷たちをそうそう使い潰つぶすわけにもいかなかったという面もあったのだろうが、結果、それが身を救ったのだから皮肉なものである。

　サンドラ王国は良くも悪くも独裁王国だったため、もともと鎖さ国こくに近く、食しよく糧りよう自給率自体はそんなに悪くはなかった。今もそれほど悪くなってはいないとか。奴隷たちがごそっといなくなったし、復ふく讐しゆうを恐れる貴族たちも逃にげたしね。

　サンドラは国の大半が砂漠だが、残りは豊かな農業地帯という矛む盾じゆんした地域である。これも精せい霊れいの恩おん恵けいが成せる業なんだろうが、そのおかげで食べ物にはそれほど困っていないのはありがたいのかな。

　そんなサンドラでの僕の評価は見事に真っ二つだ。奴隷を解放した英えい雄ゆうという扱あつかいと、サンドラを滅ほろぼした悪あく魔まという評価。

　こういった話には尾おひれがつくのはいつものことで、邪じや神しんに魂を食い散らかされたアスタルの都を滅ぼしたのも僕ということになっていた。

　いや、確かに僕が燃やしましたけれども。だけどあれは火か葬そうとして燃やしたわけで。

　まあ、それでもユーロンよりはまだマシな方だ。あっちじゃ未だにフレイズは僕の自作自演だと疑っているからなあ。なんでそんな手間のかかることを何回も何回もせにゃならんのか。

　なんにしろ非常事態だ。さっそく世界同盟の王様たちに協力を仰あおがねば。僕は急いでスマホの連れん絡らく先さきアプリを開いた。










　砂漠にずらりと並ぶフレームギア四一二機。その内訳は、




　ベルファスト王国

　リーフリース皇国

　ミスミド王国

　レグルス帝てい国こく

　ラミッシュ教国

　ロードメア連れん邦ぽう

　リーニエ王国

　パルーフ王国

　レスティア騎き士し王国

　魔王国ゼノアス

　フェルゼン魔法王国




　の、それぞれ各国に黒騎士ナイトバロン三機、重騎士シユバリエ二七機の計三〇機。

　そして我わがブリュンヒルド公国が、専用機ヴアルキユリア九機、白騎士シヤインカウント、黒騎士ナイトバロン、青騎士ブルームーンの指揮官機三機と重騎士シユバリエ七〇機である。

　フレイズが一万体現れたとして、一人頭二四体ほど倒たおす計算になる。出現してみないとわからないが、下級種ならばさほど手こずることなく倒すことができるだろう。孤こ立りつして囲まれてしまうと危険だが。

「問題はこの暑さですね。専用機を除いてフレームギアの操縦席には冷れい却きやく機能がありません。今はまだハッチを開けっ放しにしておけるからまだマシな方ですが、戦せん闘とうが始まったらそうもいかないでしょうし」

「となると、夜に出現してくれると助かるな……」

「それはそれで今度は視界が悪くなりますよ」

　僕の言葉にレスティア騎士王とリーニエ国王が反応する。確かに前回、夜間戦闘になった際はかなり面めん倒どうだったようだ。ようだってのは、あの時は支配種のギラと戦ってぶっ倒れてしまったので、よく覚えてないのである。

　フレームギアは特とく殊しゆなコーティングをしているので、目玉焼きが焼けるほどの熱を持つことはないが、それでもかなりの暑さになるだろう。

「一応水と塩はたっぷり用意してあるんで、脱だつ水すい症しよう状じようには気をつけて下さい。それと不慣れな砂漠戦です。足を取られる可能性があるので、戦闘前にある程度動いて、慣れておいた方がいいと思いますね」

　転倒したところをやられる可能性もある。フレームギアは大きな機体損傷を受けると、【プログラム】された転移魔法が操縦者を脱出させるので安全性は高い。

　とはいえ、コクピットを狙ねらわれたら一巻の終わりだ。即そく死ししてしまっては助けようがない。

　フレイズは人間の心臓を止めるために殺しにかかってくるからな。操縦者を狙ってくることは充じゆう分ぶんにありえる。

　砂漠の上に建てられた臨時の作戦司令室コンテナハウスの中で、大きな机に広げられた地図を見ながら、各国の王がそれぞれの配置を決めた。

　このコンテナハウスの中は熱気を遮しや断だんし、魔法で生み出した簡易的な冷気で満たされているが、外に出れば地じ獄ごくの暑さである。

「上級種は出現するんでしょうか？」

「ユーロンの都を消したやつか。できれば出てきてほしくないな」

　コンテナハウスの中に設置された分ぶん割かつモニターに映る砂漠の映像を眺めながら、ロードメア全州総督とゼノアスの魔王が口を開く。

「今回は出現しないはずです。なので基本は下級、中級種が相手になると思われます。それと変異種のことですが……」

「あの金色のフレイズのことだな？」

「はい。あれの強さはフレイズより少し強いぐらいですが、フレイズを捕ほ食しよくし、その力を取り込んで強くなります。見つけたら真っ先に潰すのが一番でしょうね」

　変異種が現れると決まったわけじゃないが、用心しとくに越こしたことはない。それよりもまたギラのような支配種が出ないかそっちの方が心配だ。

　それはそうと……このコンテナハウスは前線基地であると同時に、奥おくの扉とびらはブリュンヒルドへとつながっていて、いざという時の王様たちの脱だつ出しゆつ路ろとしても機能する。

　その扉を通ってメイド長のラピスさんを先頭に、うちのメイドさんたちがみんなの食事を持ってきた。昼食だ。

　各国の操縦者たちには食べやすいようにおにぎりやサンドイッチなどと冷たい水の入った水すい筒とう、王様たちには冷やしラーメンである。

　この冷やしラーメン、元は東北のご当地料理である。冷えると固まる動物性油ゆ脂しを使わず、見た目はそのままのラーメンだが、スープも麺めんも冷たい。

　冷やし中華のような酸味はなく、一度食べると妙みように病やみ付つきになるところはラーメンと一いつ緒しよだ。僕も山形の親しん戚せきの家へ遊びに行った時に食べて、見事にハマった。

　スープは醤しよう油ゆ味あじ。弾だん力りよくのある麺と、鶏ハム、煮に玉たま子ご、メンマ、ネギ、ナルトなどがトッピングとして乗っている。胡こ椒しようはお好みで、だ。

「ほほう。初めて食べたがスッキリしていて美味うまいな」

「この肉……ずいぶん柔やわらかいですね。美味おいしいです」

　王様たちにも好評だ。まったくうちのコック長、クレアさんには頭が下がる。

　王様たちも毎月の会議の後、うちで食事を取ることが多いので、箸はしの使い方が慣れてきているな。フェルゼンやゼノアス、パルーフといった新加入の方たちはフォークを使っているけど。

「それはそうと、ブリュンヒルド公王。今回の戦いで倒したフレイズのかけらはワシらにも回してもらえるのか？」

　ラーメンをすすりながらフェルゼン国王が尋たずねてくる。魔石よりもはるかに高純度で使い道のある晶材は、魔法王国としては見み逃のがせない逸いつ品ぴんなのだろう。今後の魔導列車の開発に使用するのかもしれない。

「一応、フレームギアのレンタル料として何割かはうちがもらいますが、残りはそちらで山分けということで」

　もちろんフレームギアを大破させたらその分修理費は別に払はらってもらうけどね。直すのにも鋼材費はかかるし。人件費は『工こう房ぼう』で作るため、ほとんどかからないんだが、それは内ない緒しよだ。

　ユミナたちも交代でテントにラーメンを食べに来た。みんなにも概おおむね好評だった。王様たちには自分のところでも食べられるように、冷やしラーメンのレシピを渡しといた。

　外の暑さはいよいよ厳しくなってきている。さらに砂漠に巣くう魔獣たちもちらほら現れているらしい。もちろんフレームギアの相手ではないし、（サンドクローラーだけはでかくて面倒だったが）こっちに襲おそいかかってこない限りは無視するように指示してある。

　こうなってくると、とっとと出現してくれ、と妙な祈いのりにも似た感情が芽生えてくるな。

　テントから出て砂漠の向こうにまで目を凝こらす。……揺ゆらめく陽炎かげろうが見えるだけで特に何も変化はない。出てほしくない時は出てくるくせに、こういう時に限って出てきやしない。

　待機しているみんなのところへ向かおうと、砂漠に一歩踏み出した時、視界の隅すみでなにかが動いたような気がした。

「……？」

　三メートルほど先の砂漠になにかいるような気がする。殺意とか敵意とかは感じられないけど、『なにか』がいる。

　念のため、『神眼』でその辺りを探さぐると、砂と同じ色をしたスライムのようなものが動いていた。そのスライムにはひとつの大きな目があって、僕ぼくが見ているのに気付くと、こちらを見てピタリと動きが止まった。

「なんだこりゃ……？　魔獣……なのか？」

　相変わらず敵意はない。魔獣だとしても無害なものを倒そうとは思わないが、こいつはなんだ？　前に倒したステルスリザードみたいに保護色になる魔獣かな？　でも『神眼』でしか見えないってのは……。

　じ――――っ、と『神眼』で見続けていると、微び動どうだにしなかったその砂スライムが小刻みに震ふるえだした。んん？

『そのへんで許してあげて下さいませ』

　不意に女の人の声がして、スライムから視線を外す。

　スライムの横の砂が巻き上がり、その場に褐かつ色しよくの肌はだと簡素な布をまとっただけの、黒髪ロングの女性が現れた。ぼんやりと彼かの女じよの周囲が光って見える。この感じは……。

「精霊……か？」

『はい。私はこの砂漠に住む砂の精霊です。その者は我が眷けん属ぞく。決して貴方あなた様さまに害を与あたえる存在ではございません。どうかご容よう赦しやのほどを』

「え？　ご容赦って、何もしてないけど？」

『それほどの神力で視線を向けられたら、動けなくもなります。神の力は精霊の眷属にとって、絶対的なものですから』

　……そう言えば神様がこないだうちの祭りに来たとき話してたっけ。精霊は神に従い、共にこの世界を作ったとか。

　神力を弱めると、砂スライムは怯おびえるように砂の精霊の後ろへとゆっくりと下がっていった。ごめんよー。

『望もち月づき冬とう夜や様、ですね。お噂うわさはかねがね伺うかがっております』

「え？　誰から？」

『風の精霊の眷属たちから。彼女たちはとても話好きなので、このようなところまで伝えにきます』

　彼女たちってことは女性なのか。いや、精霊に男女の区別は無いのかもしれないが。

　それにしても風の精霊の眷属はかなりの噂好きらしい。『風聞』とか言うけど、まさにそれだな。

『ところでこの物々しさはなんなのでしょうか？』

　砂の精霊が遠くに立ち並ぶフレームギアを眺めながら首を傾かしげた。

　とりあえずこれから起こることを説明しておく。砂の精霊ってことは砂漠では土地神みたいなものだろうし、自分の領域で騒さわがれるのは嫌いやかもしれないしな。

『そこまで気を遣って下さらなくても結構です。ちょっと気になっただけですので』

「助かるよ。迷めい惑わくをかけてごめんね」

『いえ。この世界はすでに地上に生きる者たちのもの。我々精霊はそれを見守り、気が向けば手助けをするだけの存在です。もちろん人と積極的に干かん渉しようしようという精霊もいれば、まったく人に無関心な精霊もいますけど』

　砂の精霊もどちらかといえば後者らしい。あまり人間のすることに興味がないタイプっぽい。逆に風の精霊なんかは興味がありすぎるくらいだとか。

　以前出会った大樹の精霊は見守るってタイプだよなあ。

『ではご武運を。いずれまたお会いいたしましょう』

　そう言い残すと砂の精霊はスウッと消えていった。砂スライムも僕に黙もく礼れいして（したような気がした）砂の中へと消えていく。なんか、ずいぶんとあっさりしてるな。ドライというかなんというか……砂の精霊だけに渇かわいているってか？

　しかし『神眼』を使えば精霊の姿を捉とらえることもできるんだな。風の精霊とやらもこれを使えば見えるかもしれない。

　おもむろに空に向けて目を凝らすと、うっすらと半はん透とう明めいの妖よう精せいのようなものが何体か空を舞まっていた。あれ……は、精霊じゃないな。風の精霊の眷属か？

　ものすごい上空にいてこちらに気付いているのかいないのか、ずっと踊おどっているが。ま、別にいいか。

『神眼』を解除する。あー、眼がしぱしぱする……。まるでドライアイになったみたいだ。今度フローラに目薬でも作ってもらうか……。

「ああ、いたいた、冬夜君」

　声をかけられて後ろを振ふり向むくと、諸もろ刃は姉さんと狩奈姉さんが立っていた。いつの間に……って、ブリュンヒルドにつながってるテント内の扉から来たのか。

　何の用……あ、まさか。……いや、絶対にこれはそうだな。

「……ひょっとして、参戦する気？」

「もちろん」

「当たり前さね」

「ですか……」

　聞くだけ無む駄だだった。うちの剣神と狩しゆ猟りよう神はやる気満々だ。神の力さえ使わなければ大だい丈じよう夫ぶとはいえ、生身、しかも一いち撃げきでフレイズを倒されるとフレームギアの存在意義が失われるんだけど。まあ、僕にも言えることだけどさ……。

「っていうか、諸刃姉さんはまだいいとして、狩奈姉さんはフレイズに弓矢で戦うの？」

「甘あまく見みてもらっちゃ困るね。あたしは弓だけじゃない。投なげ槍やりや鉈なた、短たん剣けんから銃じゆうまで、狩かりに使うような武器はひと通り使えるよ。ま、剣神みたいに特化している奴やつには敵かなわないけどね」

　そうなのか。そう言えば前に銛もりで魚を仕留めていたっけ。

「てなわけで、なんか武器をお寄越しよ」

「ド直球だなあ……」

　逆らっても無駄なので【ストレージ】から晶材を取り出し、注文通りにドでかい槍を作った。刃は渡わたりだけで普ふ通つうの剣ほどもあり、大剣に長なが柄えを付けたようなものだ。

　軽量化の魔法で重さを軽減しようとしたが、ある程度の重さがなければ扱いにくいと言われたので、ほとんどそのままだ。

　ブンブンとあっさり振り回まわすのを見てると重くても軽くても関係ないんじゃないかと思えてくる。そりゃあ叩たたき潰す分には重い方がいいんだろうけどさ。

「神力ちからを封ふう印いんして戦うのもなかなかオツなものさね。神界じゃああまり大っぴらには戦えないからねえ」

「全然封印しているようには見えないけど」

「この世界の人間だって極きわめればこれくらいの芸当はできるんだよ？　人間という生物はまだまだ本来の力を使いこなせていないんだ」

「極めれば、ね……」

　感心するべきか呆あきれかえるべきか悩なやむところだな。姉さんたちの言う『極める』ってのは人間辞やめるってことじゃなかろうか。

　この人たちを見てると、まだ僕はまともなんじゃないかと錯さつ覚かくしてしまいそうになる。勘かん違ちがいも甚はなはだしいのだろうが。

　そんなことを心の中で自じ虐ぎやく的てきに考えていると、本ほん陣じんテントの横に立てられたスピーカーからサイレンが鳴なり響ひびいた。

「来た！」

【ロングセンス】を使い、視界のみを前方の砂漠へと飛ばす。

　砂漠の熱気に揺れる空間に亀き裂れつが走り、空が割れ始めていた。砕けた空間の隙すき間まからたくさんのフレイズたちがゾロゾロと砂漠に溢あふれていく。やはり下級種と中級種だ。

「前方にフレイズ出現！　総員フレームギアに搭とう乗じよう！　戦闘態勢に入れ！」

　スマホを通して全軍に伝える。【ストレージ】から晶材の大剣を二本取り出し、諸刃姉さんに渡した。そのまま僕は上空から状じよう況きようを把は握あくしようと、【フライ】で飛び上がる。

「あれは……！」

　フレイズたちが現れたのとは別の方向、その空間が同じように砕けていく。そしてそこから今度は暗金色のフレイズたちが、同じようにゾロゾロと砂漠に這はい出だしてきた。変異種だ。

　フレイズたちより数ははるかに少ないが、それでもかなりの数である。やはり現れたか。

「マズいな……。あいつらが向こうのフレイズたちを喰くって強くなったら面倒だぞ……」

　変異種はフレイズを取り込み、その体を強化していく。ただの下級種が中級種に、もっと取り込んでいけば上級種並みの変異種になるのかもしれない。それを黙だまって見過ごすわけにはいかないわけで。

「変異種確かく認にん。専用機ヴアルキユリアたちはそちらの方に当たってほしい。できればフレイズの方に近づけさせないでくれ」

　変異種が出てきたせいで、フレイズたちの行動予測が狂くるった。

　僕らはフレイズの出現予測地点と、そこから一番近い町との直線上に陣じん取どっていた。フレイズは人間を襲う。その侵しん攻こう方向に立たち塞ふさがるようにしたわけだ。

　しかし、変異種が現れたことで、フレイズたちはてんでバラバラに動き始めた。これでは迎むかえ撃うつことができない。

　一応こうなった時のために作戦を立てておいてよかったな。

「陣じん形けいを変えます。各員転送に備えて下さい」

　それぞれの国のフレームギアを、フレイズを中心とした八方向に転移させて囲んでしまう。とにかく逃がさないようにして、迎げい撃げきに当たるのだ。

　ただこれだと、フレイズの動きによっては戦闘が激しいところとそうでないところに分かれてしまう可能性がある。そこは僕が状況を見て指示するしかない。

　すでに包ほう囲い陣じんの一角では戦闘が始まっている。エルゼたちも変異種の方へ向かい始めた。

『フレイズ出現数、下級種一〇九五四、中級種二三五二、変異種三六二一、計一六九二七体でス』

　スマホから本陣にいる通信係、シェスカの声が聞こえてくる。

　くっ、予想より多いな。ユーロンの時でさえ確か一三〇〇〇くらいだった。まあ、上級種がいないだけまだマシ……。

『マスター。本陣正面二キロ先に巨きよ大だいな空間振しん動どうを確認。上級種でス』

「なにっ!?」

　上級種の反応はなかったはずだぞ!?　この数の多さに加え、上級種はキツい！

　またしても空間に亀裂が走って砕け散ちり、その間から巨大なフレイズが姿を現した。

　鋭えい利りな嘴くちばし、長い首、力強い二本の足と異様に長い尾羽。全身が水すい晶しようのように結けつ晶しよう化かしているが、その姿はどうみても鳥のフォルムだ。デカすぎるが。

　その這い出でてきた上級種が、長い鎖くさりのような尾羽をジャラッ！　と、扇おうぎのように開き、上級種の背後に幾いくつもの長い尾羽が立ち並んだ。灼しやく熱ねつの日差しに照らされて、それがキラキラと光ひかり輝かがやく。

「孔く雀じやくかよ……！」

　孔雀だったとしたら、正確にはあれは尾羽じゃないんだっけか？　この際どうでもいいが。

　しかしこいつは面倒なことになったな……。変異種の方へ向かっているエルゼたち専用機ヴアルキユリアを半分こちらへ回して……。

『マスター。再び巨大な空間振動を確認。また上級種でス』

「な……ッ！」

　シェスカからの通信に絶句した僕は、孔雀の向こうへと視線を向けた。

　同じように空間を突つき破やぶり、二体目の上級種が現れようとしている。

　飛び出して来たその姿は異形。形としてはオウムガイに近い。硬かたそうな殻からを背せ負おい、無数の長い触しよく手しゆのようなものが伸のびている。

　背負ったゴツゴツとした水晶の殻からは細かい突とつ起き物ぶつが生えていた。

「二匹ひき目……！」

　目の前に広がる光景に、僕はしばらく動くことができなかった。

　オウムガイの上級種はふよふよと砂漠の上、四メートルほどの高さで浮いていた。確かオウムガイは殻の中にガスを溜めたり排はい出しゆつしたりして、浮き沈しずみするってじいちゃんに聞いたことがあるな。

　潜せん水すい艇ていと似たその性質から、作家ジュール・ヴェルヌは自分の小説に登場する潜せん水すい艦かんにこのオウムガイの英名を付けた。『ノーチラス』と。

　オウムガイは素す早ばやい動きはできないというが、それがこの上級種にも当てはまるかどうか……。

「どうする……。二体も上級種が出るなんて予想外だ。まとめて倒す……なんてのは無理だよな……」

　とっておきの切り札としては、ドリル弾だんを撃ち出す巨きよ大だい魔ま砲ほう『ブリューナク』がある。あれなら上級種もうまくいけば一発で倒せる。

　しかしあれは一発撃つのに時間がかかるので、連射はできない。さらに二発目を撃つにはバビロンで一度分解して調整しなければ、狂った照準を戻もどせないのだ。

　おまけにあれを撃つには莫ばく大だいな魔ま力りよくと、火と風属性の魔法が必要になる。

　魔力は僕が注ぎ込んでもいいのだが、注入量を間ま違ちがえるとドヴェルグの時みたいに暴発する可能性もある。下手したら『ブリューナク』を扱う、リンゼとリーンを危険に晒さらしかねない。なのでそれは却きやつ下かだ。

　砂上だと【スリップ】をかけても対象となった砂がすぐ風で散らばるだろうから効果はないしな……。

「どっちにしろ……まずはくらえ、【流星雨メテオレイン】！」

　二匹の上級種がいる上空に、晶材で作られたソフトボール大の『星』が次々と転移して現れる。あらかじめ【グラビティ】を施ほどこしたそれは流星の雨となって地上へと降り注いだ。

　空より飛来する星に気がついたのか、孔雀の上級種が首を上げる。




　キイィィィィィィィィィィィィン!!




　甲かん高だかい共鳴音を響かせて、孔雀が広げた尾羽を空に向ける。よく見ると孔雀でいうところの、尾羽の丸い模様のところがまるでレンズのように丸みを帯びていて、そこに小さな光が集まり始めていた。まさかあれって……！

　キュバッ！　と、尾羽のレンズから拡散された無数のレーザーのようなものが放たれる。それは落ちてくる星をことごとく撃ち落おとした。いや、撃ち落としたというか、消滅させた。

　拡散粒りゆう子し砲ほうモドキかよ！　あんなのどうやって防ぐんだ!?

　僕が焦あせっていると、孔雀フレイズは尾羽を折りたたみ、まっすぐに寝ねかせ、元の状態に戻った。まるで武器をしまうかのように。たたんだ尾羽からはうっすらと白はく煙えんが立ち昇のぼっているようだ。

　なんだ？　ひょっとして向こうも『ブリューナク』と同じように連続では放てないのか？

　わからないが……あの孔雀の拡散レーザーはまずい！　今のうちに孔雀から叩く！

「モニカ！　大至急『格納庫』から『ブリューナク』を転送してくれ！　リンゼ、リーン、射しや撃げき準備！」

　バビロンにいる『格納庫』のモニカにスマホで指示を送る。

【ストレージ】の中に【グラビティ】を施した星はまだある。が、物量的にあと一発が限度だ。今、奴に落としたところで、多少のダメージは与えられるが仕留めるまでにはいかないだろう。

　なら『ブリューナク』を撃つ前に【流星雨メテオレイン】をかまして、奴がそれに拡散レーザーを使わせた方がいい。そのチャージ中を狙って『ブリューナク』で核を撃ち砕く。

　問題はそれまで、この状況が持つかだが……。

『ブリューナク』がバビロンから転送され、それをリンゼのヘルムヴィーゲと、リーンのグリムゲルデがしっかりと挟はさみ込むようにして受け止めた。

　ブリューナクから伸びるコードをそれぞれ腰こしの位置にあるコネクタに接続する。ブリューナクにある鉤かぎ爪づめのようなアンカーが砂漠に打ち込まれた。

『ブリューナク接続。チャージ開始、します！』

　リンゼの声と同時に、ブリューナクの側面にあるゲージがゆっくりと伸びていく。それを横目で見ながら、僕は他の専用機ヴアルキユリアたちに指示を送った。

「エルゼ、八や重え、ヒルダは孔雀フレイズを牽けん制せい、リンゼたちから注意を逸そらしてくれ！　ルーとユミナはオウムガイのフレイズを孔雀から引ひき離せ！　桜とスゥはリンゼたちの護衛を！　しばらく変異種は放置でいい！　フレイズの方は各国騎き士し団だんと諸刃姉さんたちに任せる！」

　オウムガイの方にもあんな拡散レーザーがないとも限らない。せっかくの【流星雨メテオレイン】を、あっちに撃ち落とされたんじゃなんにもならない。

　変異種も厄やつ介かいだが、重騎士シユバリエでも倒せないことはない。それにあいつらは僕らより先に、フレイズに襲いかかるだろうからな。

『くっ……！　この長い尻尾しつぽ、邪じや魔まね！』

　孔雀フレイズが向きを変えるたびに振り回されるたたまれた尾羽を躱かわしながら、エルゼのゲルヒルデがじわじわと接近していく。

　同じように八重のシュヴェルトライテと、ヒルダのジークルーネも孔雀フレイズの元へと砂漠の上を駆かけていった。

　やがて三人の機体は砂漠に立つ孔雀の右みぎ脚あしへと辿たどり着つき、それぞれがその脚あしへと渾こん身しんの一撃を放つ。

『粉ッ、砕！』

『九ここの重え真しん鳴めい流りゆう奥おう義ぎ、鳳ほう雛すう飛ひ廉れん！』

『レスティア流剣けん術じゆつ、三式・斬鉄！』

　ゲルヒルデのパイルバンカーと、シュヴェルトライテの刀、ジークルーネの剣が、同時に孔雀フレイズの右脚に放たれる。

　以前出現したワニやゴリラ、リクガメといった上級種に比べて、今回の孔雀フレイズは足が細い。三機もの同時攻こう撃げきに耐たえられず、孔雀の右脚は見事に砕くだけ散った。

「よしッ！」

　足を砕かれ、孔雀フレイズがバランスを崩くずす。倒れてくる体に巻まき添ぞえを食わないように、三機とも素早くその場から離り脱だつしていた。

　上級種が倒れた衝しよう撃げきで砂漠の空に砂さ塵じんが高々と舞い上あがる。砕けた右脚はどうせすぐに再生されるだろうが、これで少しは時間を稼かせげるな。

　倒れた孔雀フレイズの向こうでは、背中に装備された『Ｂブースターユニット』の多方向バーニアを使い、素早い移動と加速を繰くり返かえして、ルーの乗るヴァルトラウテがオウムガイを引き寄せていた。

　オウムガイはふよふよと浮うかびながら、無数の触手をヴァルトラウテへ、槍のように突き出してくる。しかし、Ｂユニットを装備したヴァルトラウテは、右に左に素早く躱しながら、砂漠を後退していく。

　やはりオウムガイはそれほど素早くはないようだ。飛んでいるというよりも、浮いている、というだけで、高速移動はできないのだろう。

　それでも油断はできない。本体のスピードは素早くなくても、触手を放つスピードはかなり速い。ヴァルトラウテもＢユニットでなければ、これほど余よ裕ゆうを持って回かい避ひはできなかったと思う。

　不意にガキャッ！　という破は壊かい音と共に、オウムガイの触手の一本が砕け散る。後方にいるユミナのブリュンヒルデによる狙そ撃げきだろう。

　ブリュンヒルデは周囲に溶とけ込むステルス機能があるので、ここからだと確認できない。ステルスを解除すると銀のボディが太陽を反射して、キラキラと目立ちすぎるしな……。

『充じゆう填てん完かん了りよう！　いつでも撃てるわよ！』

　リーンからの通信に孔雀の方へと視線を戻す。

　孔雀の右脚はすでにほぼ再生していて、自力で再び立ち上がり始めていた。

　自分を狙う『ブリューナク』の魔力に気がついたのか、孔雀フレイズはその翼つばさを広げ、そこからサーフボードのような形をしたものをリンゼたちへと一いつ斉せいに撃ち出してきた。

　無数の水すい晶しよう羽がリンゼとリーンに迫せまる。しかしその前に立ち塞がったのは、すでにサポートメカとの完全合体をしていたスゥの乗る巨大フレームギア、オルトリンデ・オーバーロードだ。

『スターダストシェル！』

　翳かざされた左手から放たれた無数の星型の光が、瞬またたく間まに並んで光の防ぼう御ぎよ壁へきを形成する。飛来した水晶羽は全すべて星の盾たてに防がれ、弾はじき飛とばされた。

　防御に関してはオルトリンデの右に出る機体はない。最年少のスゥを戦場に出す以上、安全に安全を重ねたからな。

　羽根を撃ち出した孔雀フレイズの翼が再生していく。やるなら今か。

「もう一度くらえ、【流星雨メテオレイン】！」

　今度は孔雀フレイズ単体目め掛がけて『星』を落としていく。それに反応し、先ほどと同じように尾羽を広げて迎撃体勢に入る孔雀フレイズ。

　拡散レーザーが再び放たれ、襲いかからんとしていた頭上の流星が、先ほどと同じように次々に消しよう滅めつさせられていく。狙い通りだ。

「今だ！」

　正面のオルトリンデが横に離脱し、奥から現れたリンゼのヘルムヴィーゲとリーンのグリムゲルデが構える『ブリューナク』から、轟ごう音おんを響かせてドリル弾が発射された。

　ドリル弾が砂さ漠ばくの砂を巻き上げて、一直線に孔雀フレイズの胸部に突き刺ささる。

　刺さった弾は凄すさまじい破壊音を砂漠に轟とどろかせ、孔雀フレイズの体の中を回転しながら突き進すすんだ。そのままドリル弾は一気に胸部奥にある大きなオレンジ色の核かくを貫つらぬき、背中へと突き抜ぬけていく。

　孔雀フレイズの動きが止まり、体中に無数の亀裂が走っていく。次の瞬しゆん間かん、轟音を響かせながら孔雀フレイズは粉々に砕け散り、ガラガラと水晶の残ざん骸がいとなってその場に瓦が礫れきの山を作った。

「まずは一匹……！」

　ブシューッ！　という音に振り向くと、『ブリューナク』とリンゼたち二体のフレームギアから、もうもうと蒸気の煙けむりが立ち上っていた。

「二人とも大丈夫か？」

『だい、じょうぶ、です。問題ありません』

『こっちもなんとか……。魔力はもうほとんどないけど』

　二人の魔力自体は、僕の渡わたした婚こん約やく指輪からある程度回復することができるだろう。

　しかしそれとは別に『ブリューナク』を使用した身体的疲ひ労ろうがあるはずだ。魔ま法ほうを使うのにもそれなりに体力がいる。一気に魔力をギリギリまで使い切ったわけだしな。二人は少し休ませないと。

　どうせヘルムヴィーゲとグリムゲルデもかなりの負ふ荷かがかかっただろうから、戦闘はしばらく無理だ。

「二人とも一回本陣に転移させるよ。フローラに診みてもらうといい」

　本陣には機体整備のために『工房』のロゼッタだけではなく、『錬金棟』のフローラも控ひかえている。戦闘で怪け我がをした騎士たちの治ち療りようにあたるためだ。

【ゲート】を地面に開き、『ブリューナク』ごと二人のフレームギアを本陣へと転移させる。

　よし、あとはオウムガイの方を……。

『冬夜さん！』

　ユミナの声にオウムガイの方に視線を向ける。そこに見えたものは、たくさんの変異種に取り付かれ、空中でもがいているオウムガイの姿だった。

　オウムガイに取り付いた変異種たちは、自らの体を融ゆう合ごうさせるようにオウムガイを侵しん食しよくしていた。

　オウムガイのフレイズはもがきながらも触手を伸ばし、取り付いた変異種たちを切り刻んでいる。

　しかし、いかんせん数が多過ぎる。オウムガイの体が暗金色の塗と料りようで塗ぬられていくように、少しずつ融合され、だんだんと変化していく。

　やがて砂漠の上にオウムガイがドズンと落ち、やたらめったらに何本もの触手を振り回し暴れ始めた。

　間違いなく変異種たちはあのオウムガイのフレイズを喰っている。いや、乗っ取ろうとしているのか。

『冬夜殿どの、あれを！』

　突とつ然ぜん、オウムガイの殻から禍まが々まがしい棘とげのようなものがいくつも伸びてきた。細い触手が融合していき、長く太めのイカのような触腕に変わっていく。

　金属のような光こう沢たくと、鋭えい角かく的てきなフォルムから、軟なん体たい動物みたいなぶよぶよとした気持ち悪さはないが、不気味なことに変わりはない。

　全身を暗金色に侵食されたオウムガイがずるりと動く。

　――――いや、もうあれをオウムガイとは呼べないだろう。イカやタコやカタツムリ、そういったものを混ぜ合わせた異形のなにかだ。

　全身も一回り大きくなったような気がする。取とり憑つかれた変異種の分だけ大きくなったのだろうか。

　なおも上級変異種の変態は続く。オウムガイの殻の部分であった箇か所しよがメキメキと左右に割れ、中から円えん錐すい状じようの長いものがたくさんせり出してきた。

　突然、それが四方八方にまるでロケット花火のごとく無む秩ちつ序じよに撃ち出される。その撃ち出された円錐状のものは空中で爆ばく発はつすると、さらに細かい矢となって、砂漠に水晶の雨を降ふらせた。

「【シールド】ッ！」

　降り注ぐ矢の雨を【シールド】で防ぐ。

　これはユーロンであのワニの上級種が使ったクラスター爆ばく弾だんモドキか。

　敵も味方も関係ない。フレイズやフレームギア全てに攻撃を仕し掛かけやがった。変異種と同化したあいつにとって、フレイズはすでに味方ではないのかもしれないが。

　そこかしこでフレイズが砕け、フレームギアが腕うでや足を破損している。フレイズは核さえ無事なら再生するだろうが、こっちはそうはいかない。

「ロゼッタ！　今の攻撃の被ひ害がい状じよう況きようは!?」

『中破二九、大破七。大破搭とう乗じよう者しやはいずれも転移脱だつ出しゆつ済みでありまス。ただ、うち二名は衝撃で重傷。死ぬようなことはないでありまスが、戦せん闘とうは不可能でありまスよ』

　コクピットに運悪く当たったのか、何発かまとめて受けたのか。なんにしろ死ななかっただけでもよかったが……。

『冬夜様！　また同じものが！』

「なにっ!?」

　飛び込んできたルーの声に顔を上げて上級変異種を見ると、いつの間にかさっきと同じミサイルがせり上がっていた。

　再び打ち出されるミサイル。そしてまた広こう範はん囲いに水晶の矢がバラ撒まかれる。くそっ！　いい加減にしろよ！

　中破一九、大破八。また三人ほど重傷者が出たようだ。こんなのを繰り返されたら……。

『冬夜君、聞こえるか？』

「博士か？」

　バビロンにいるはずの博士から通信が入る。なんかあったのか？

『まだ慣らし運転もしてない状態だが、この際構わないだろ。今から君の機体を送る』

「っ！　完成したのか!?」

『九割方、といったところだがね。いくつかの装備が使用できないが、それでも君なら充じゆう分ぶんに戦えるはずだ』

　砂漠に光の粒りゆう子しが集まり、次の瞬間、そこには一体のフレームギアが立っていた。

　全身に水晶の装そう甲こうをまとい、白地のボディにいくつかの金色のラインが走る。大きさは標準的なフレームギアと同じ。背中には折おり畳たたまれた翼のようなものがあるが、あれは装備であって翼ではない。

　両りよう腕うでには盾もなく剣もない。頭部にある二本の角も含ふくめ、全体的にスタイリッシュな趣おもむきがあるが、同時に力強さも感じる機体である。

　これが僕専用のフレームギア、多様戦万ばん能のう型がた『レギンレイヴ』。

『神々を継ぐものレギンレイヴ』の名を冠かんしたそのフレームギアは、砂漠の太陽を受けてキラキラと煌きらめいていた。

　やっと完成した専用機に感かん慨がい深ぶかいものを感じていた僕だったが、そんな暇はなかったことを思い出す。

　空を飛んでコクピットハッチを開けると、新品の匂においがするシートに腰こし掛かけ、ハッチを閉めた。目の前のコンソールにスマホをセットする。

　低い起動音がして、レギンレイヴの様々な計器類が柔らかな光を放ちながら目覚める。全周囲とまではいかないが、かなり視界の広いモニターが外の様子を映し出した。

　操そう縦じゆう桿かんを握にぎってゆっくりと魔力を流すと、僕の思い通りにレギンレイヴは頭を動かし、視界が変化する。思考同調制せい御ぎよも問題なく動いているな。

　上級種相手に生身ではやはり太刀たち打うちするのは厳しい。だが、レギンレイヴこいつがあれば……。

「よし、じゃあやってみるか。まずは……飛操剣フラガラツハ起動！」

『飛操剣フラガラツハ、起動しまス』

　スマホからの音声とともに、レギンレイヴの折り畳まれた背中の翼が開き、ズラリと並んだ羽根のような晶材の板が外れた。左右合わせて十二枚の長い水晶板が機体の周りに浮かぶ。

「形状変化モードチエンジ・球体スフイア」

『飛操剣フラガラツハ、球体スフイアモードに移行しまス』

　長い板状だったものが一いつ瞬しゆんで球体に変化し、水晶の球となって衛星のようにレギンレイヴの周りを回転し始める。これには【モデリング】の魔法も【プログラム】されている。要は僕の持つブリュンヒルドと同じってことだ。

　……よし、問題ない。大丈夫だな。

「いけっ！」

　弾だん丸がんのように十二個の水晶球が上級変異種へと飛んでいく。複数の触腕を剣状にして斬きりかかった上級変異種だったが、水晶球はその触腕をいともたやすく打うち砕き、暗い黄金の本体に炸さく裂れつする。

　球体となった飛操剣フラガラツハ一個一個の大きさは直径二メートル以上はある。加えて【グラビティ】の効果もつけてあるのだ。さすがに『ブリューナク』のドリル弾ほどの威い力りよくはないが、あの触腕程度ならぶち抜ける。

　ボクサーに打ち込まれるサンドバッグのように、空中に浮かぶ異形の変異種は十二個の水晶球に滅めつ多た打うちにされる。ボディがへこみ、事故った車のようにボコボコに歪ゆがみ始めた。

「形状変化モードチエンジ・晶剣ブレード」

『飛操剣フラガラツハ、晶剣ブレードモードに移行しまス』

　水晶球が瞬く間に剣の形に変化する。その水晶の剣が縦じゆう横おう無む尽じんに宙を飛び回り、触手や触腕を切り刻んだ。

　そのまま上級種に六本の剣を尽つき突き立てるが、核までには届いていないようだ。変異種になると不ふ透とう明めいになるので、核が見えなくなるのが厄介だな。

「なら！」

　全ての飛操剣フラガラツハを呼よび戻し、元の板状に戻して、右みぎ腕うでの周囲に円を描えがくように浮かべる。

「形状変化モードチエンジ・突撃槍ランス」

　十二枚の水晶板が次々と腕に重なっていき、やがて大きな水晶の突撃槍ランスを形作った。

　そのままレギンレイヴを空中へと躍おどらせ、上級種へ向けて飛ばしていく。リンゼのヘルムヴィーゲとは違ちがい、この機体には変形せずとも飛べる機能がある。【フライ】を扱あつかうように自由自在に飛ぶことが可能なのだ。

「【アクセル】！」

　さらに加速魔法で一気に爆ばく発はつ的てきな突とつ進しん力を生み出し、最高速での突撃槍ランスの一撃を上級種に見み舞まう。弾丸のようなレギンレイヴの突進力は衰おとろえることなく、黄金の上級種を砕きながら突き進み、大きな風穴を開けた。ひび割れた体がガラガラと崩れる。

　崩れた一部、金色の破は片へんの中に、むき出しになった濁にごった血のような核を見つけた。

「形状変化モードチエンジ・晶剣ブレード！」

　突撃槍ランスが一瞬にして十二本の剣へと再び変化し、誘ゆう導どう弾だんのように直径三メートルほどもある核に次々と突き刺さった。

　大きな亀裂が入り、核が木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散る。

　次の瞬間、粉ふん砕さいされていた金属のような上級種本体も、どろりと液状に融ゆう解かいしていった。

　上空から砂漠に広がっていく黄金の金属流体をモニターごしに眺ながめる。

　思った以上の出で来き映ばえだ。まるで手足のように動かせる。

『お見事。どうだい、レギンレイヴは？』

「なかなかだね。気に入った」

『それは重ちよう畳じよう。他の専用機ヴアルキユリアで培つちかったものをいろいろつぎ込んでいるからね。冬夜君がびっくりするような機能も備えているよ』

「……念のために聞くが、自じ爆ばく装置とかつけてないだろうな？」

『つけようとも思ったが、やめた。せっかく造ったのにもったいなくてね』

　オイ、乗ってる僕ぼくはどうでもいいのかよ。僕は任務のために自爆するとか、そんな真ま似ねをする気はないぞ。

　まあ、なんにしろ上級種は片付いた。あとは残った奴らの掃そう討とう戦だな。

　残存する敵の表示をモニター端に映し出す。北と東が多いな。姉さんたちは、っと……東に向かっているのか。じゃあ僕は北のやつらを片付けるか。

　飛操剣フラガラツハが再び晶板状に変化し、背中のスタビライザーも兼かねる部分へ次々とドッキングして、元の翼状態へと戻る。

「ユミナたちは残った変異種を頼たのむ。僕は北の集団を片付けてくるよ」

『わかりました。気をつけて下さいね』

「ああ」

　レギンレイヴの親指を立ててユミナたちに返事をすると、一気に砂漠の北に集まる集団の元へと空を駆けていく。

　北方面ではリーニエ王国とパルーフ王国の騎き士し達たちがフレイズたちと戦っていた。

　パルーフ王国の騎士達に比べ、リーニエ王国の騎士達の方が、やはり一日の長がある。うまい具合にリーニエがサポートしながら戦っているが、やはり数の多さで押おされているようだ。

　眼下に、倒たおれこんだパルーフのフレームギアに、カマキリのような中級種が両鎌の先せん端たんから、レーザーを放とうとしているのが見えた。

「形状変化モードチエンジ・反射板リフレクター」

　レギンレイヴから切きり離はなされた十二枚の晶板が、パルーフの騎き士しが乗るフレームギアの前に飛んでいき、整列し組み合って大きな壁かべとなった。

　中級種から撃ち出されたレーザーは壁に当たるとともに、僕の任意の角度で反射され、上空へと消える。相手がフレイズじゃなければ本体に反射するところだが。

　レーザーを放ったカマキリ中級種を、戻ってきた飛操剣フラガラツハで背後から一刀両断に切り裂さく。狙ねらいたがわず核をも真っ二つにし、ガラガラと中級種は砂漠に崩れ去さった。

「形状変化モードチエンジ・短剣ダガー」

　再び水晶板がさらに四つに分ぶん割かつされる。分かれたひとつひとつが今度は短剣の形に変形した。十二枚の板が四十八本の短剣に変化したのだ。

　四十八の水晶の短剣は、レギンレイヴの周りを衛星のように放射状に回る。よし、いくぞ！

「【流星剣群グラデイウス】」

　四十八の流星が、四方八方に軌き跡せきを描きながら宙を飛び、近くにいたフレイズたちの核を次々と貫いていく。貫いては次の獲え物ものを求めて、流星群のように剣が燦きらめく。

　大多数の飛操剣フラガラツハによる全方位・同時攻撃。それが【流星剣群グラデイウス】である。

　本来、飛操剣フラガラツハは全ての剣を自分で操あやつる。多少システムのサポートはあるとはいえ、通常なら四本から六本が限界だ。それ以上になると正確さが欠け、最悪、剣同士がぶつかりかねない。

　しかしレギンレイヴは【アクセル】の思考加速をも使っている。これにより、四十八本の剣を同時に目標物へ向けて操ることができるのだ。

　もちろん気を抜けば外すこともある。最初はスマホのターゲットロックを利用しようと思ったのだが、それだとどうしても、途と中ちゆうで一本だけコースを変えたり、フェイント攻撃をする時など臨機応変に活用できない。

　だからけっこう大変なのだが、正直四十八本もいらなかった気がする。それにこれを使用中は本体の操作がおろそかになりがちだしな。ま、状況に応じて本数は減らせばいいか。

　下級種は一本で、中級種は複数の剣が結合し、長ちよう剣けんとなって核を貫く。

　戦場を縦横無尽に流星が飛び交かい、気が付くと五百体ほどいた付近のフレイズは全て倒してしまっていた。

『星剣』が全て僕の周りに帰き還かんし、再び衛星のように回り始める。

「ふう……」

　うおおおおおおおおおおおおお！　という、周りの騎士達から発せられた勝利の歓かん声せいを聞きながら、シートにもたれて安あん堵どの息をひとつ吐く。

　けっこうしんどいなあ、これ……。

　しかしまだこれで終わりじゃない。戦闘はまだ続いている。今度は別のところをサポートしに行かないと……と思ったとき、ガキャンッ！ と、なにかが閉じるような音がした。なんだ？

　疑問に思っていると、目の前のレギンレイヴの計器類の光がだんだんと弱くなっていく。

　キュゥゥゥゥゥゥン……、とトーンダウンするような音と共に、レギンレイヴが降下し始めた。『星剣』が元の晶板に戻り、背中へと収納されていく。

「なんだなんだ!?　どうした!?」

『慌あわてないでいい。稼か動どう限界を超こえたんだよ』

「稼動限界ぃ!?」

　スマホから聞こえてくる博士の声に、思わず変な声で返してしまった。稼動限界ってなんだよ、初耳だぞ!?

　砂漠に片かた膝ひざをつき、動かなくなってしまったレギンレイヴから出るため、手動でハッチを開ける。むわっとした砂漠の熱気がコクピットに入り込んできた。

『レギンレイヴは他の機体と違って、直接君の魔力を吸収して稼動している。しかし、君の全力の魔力量にレギンレイヴの方がまだ耐えられないんだ。ドヴェルグのようになる前に強制的に停止するようになっているのさ。ま、ここらが改良の余地があるところでね』

「えぇー……」

　十分くらいしか動いてないぞ。いや、ドヴェルグみたいにエンジンがぶっ飛ぶよりは遥はるかにいいけど。僕自身が自爆装置とか笑えん。

　魔力をセーブして動かせば、ある程度は長持ちするのだろうか？

　まあ、残りのフレイズはみんなで倒せるとは思うけど、上級種が出る前に稼動限界がきてたらヤバかったかもしれない。

　投入のタイミングを考えないといけない機体だなあ。『上級種が出るかもしれないから温存！』なんてやってると、『出ませんでした！』なんてことにもなりかねないし。

　今回みたいに二体現れるにしても、二体目の出現にタイムラグがあったら面めん倒どうなことになるしな。

　コンソールからスマホを取り外し、コクピットから出て、レギンレイヴの肩かたに乗る。照りつける陽ひ射ざしが相変わらずキツい。

「なんにしろ……お疲つかれ、レギンレイヴ。これからよろしくな」

　相棒になる機体の横顔を眺める。おっと、手すきになったリーニエとパルーフの騎士が乗るフレームギアを、他のところへ回さないといけないな。

　僕はとりあえずレギンレイヴを【ストレージ】に収納し、みんなを次の戦場へと送ることにした。
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「どうだい？」

「響きよう命めい音おんが途と絶だえたわ。負けたみたいね」

「ちぇっ。さすがはギラを倒しただけの奴やつってことか」

　時空の狭はざ間ま。世界とは隔かく離りされた虚きよ無むの空間にその二人は立っていた。

　一人は少年。一人は少女。二人はとても似ていたが、姉弟とは少し違う。言ってみれば分身。片割れ。もう一人の自分。

　支配種には珍めずらしい双核児ふたごであった。

　支配種は核の状態で生まれる。長い時をかけて結けつ晶しよう進化を繰り返し、一つの個体として目覚めるのだ。故ゆえに子供時代というものはない。目覚めた時から一つの人格を持つ個体なのである。

　支配種の場合、二つの核を持って生まれることは珍しい。普ふ通つうは二つの核を宿したまま結晶進化を続け、二つの核を持つ一個体として覚かく醒せいする。

　それが成長途と中ちゆうで身体が二つに分かれ、別の人格になることは非常に稀まれであった。

　二人とも結晶化している髪かみが顔の半分を隠かくしていた。少女は右、少年は左の顔が隠れている。髪で隠れていない方の眼は二人とも金色であった。

　それ以外の顔のパーツはよく似ている。身体的には少女の方がやはり丸みを帯びた身体付きで、胸もそれなりに膨ふくらんでいた。

「次に結界が綻ほころんだら、いっそ僕らが出て行っちゃおうか、レト」

「ダメよルト。今はまだ私たちの出番じゃないの。それに勝手なことするとユラがうるさいわよ？」

　弟（互たがいに自分の方が兄だ姉だと主張しているため、彼かの女じよの認にん識しき下では、だが）の思いつきを却下する支配種の少女。

　少女の名はレト。少年の名はルト。支配種である彼かれらだが、他の支配種とは明らかに違っている部分があった。

　結けつ晶しよう化かした身体の部分が暗金色なのだ。それは支配種という生物から、一つ上のステージへと進化した証あかし。

「まったく……いつまでここでこうしていりゃいいんだ？」

　ルトは背後の暗くら闇やみの中に浮かぶ、巨きよ大だいな卵状の繭まゆを振ふり返った。時折り心臓の鼓こ動どうのように、甲高い響きよう命めい音おんが響ひびいてくる。

　ふと、二人はその中に僅わずかな空間の揺ゆらぎを感じた。

「あら？　珍しいお客様ね」

　レトが異次元の闇やみの中に声をかける。闇の中から一人の支配種が現れた。

　結晶化した長い髪に真しん紅くの双そう眸ぼう。背の高い女性型の支配種・ネイ。

　フレイズの『王』を取り戻す派は閥ばつ、『再興派』のトップとも言うべき存在だ。

　その赤き眼に怒りを滲にじませて、薄うすら笑わらいを浮かべる双核児ふたごを見み据すえる。

「貴様ら……また勝手なことをしたな？　なぜ『金色』をあの場へ送った！」

「あら、あなたたちに断る必要はあるのかしら。もうすでに袂たもとは分かったはずよ？」

　レトがくすくすと馬ば鹿かにするかのように笑う。その横でルトもニヤニヤと笑っていた。

「あんたらと違って、僕らはもう『王』の核なんてどうでもいいんだ。そんなものを手に入れないでも強くなれるからさ」

「私は『王』の力が目的なのではないと何度も言っているだろう！」

「じゃあなぜ新たな『王』に仕えずに世界を渡ったのかしら？　力は弱くとも『王』は『王』。結晶界フレイジアに留とどまり、それを支えることもできたはずなのに」

「それは……っ！」

　ネイが言葉に詰つまる。自分にとっての『王』は『彼女』しかいない。新たな『王』を認めることは、『彼女』を捨てるということだ。それだけはできなかった。

　だからユラの甘かん言げんに乗り、奴の編み出した方法で世界を渡って来た。支配種数人の力がなければ世界を渡ることはできない。だから奴らも自分も目的のため、お互いに不ふ干かん渉しようを貫いてきた。

　奴やギラたちの狙いが『王』の核であることは気が付いていたが、奴らの力を借りなければ『王』を追うこともできない。そのジレンマに何度も歯は噛がみしたこともある。

『王』を呼び戻もどそうとする者と、『王』になろうとする者。どのみち『王』の核が見つかったとき、自分たちが決けつ裂れつするのは目に見えていたのだ。

　しかし突然、ユラは不可解な行動に走った。どこからか謎なぞの力を手に入れ、新たなフレイズを生み出し始めたのだ。それはとても同どう胞ほうと呼べるモノではなかった。

　ユラの目的は『王』から外れたらしい。それ自体は喜ぶべきことだが、フレイズという種が侵食されていく今の状じよう況きようを黙だまって見み逃のがすわけにもいかなかった。

「まあ、あんたが『王』をどうしようと、もう僕らには関係ないけどね。ユラも興味ないようだし。あ、『王』の核を卵こいつに喰くわせたら早く孵かえるかな？」

「貴様ッ！」

　ネイの手がケラケラと笑うルトへと伸のびる。その手を手前にいたレトがガシッと掴つかんだ。

「前々からあんたの『王』至上主義にはウンザリしてたのよねえ。私たちって、もう仲間じゃないんだし、遠えん慮りよすることはないわよね？　……喰べてもいいかしら？」

　ネイの左手を掴むレトの手が相手を侵食していく。ネイの手首はすでにレトの手と融合をし始め、手首から先を動かすこともできず、感覚も無くなり始めていた。

　暗金色の輝かがやきが腕を這はい上がってくる。ネイはすぐさま右手の手刀で、自らの左ひだり腕うでを肘ひじから切り落とした。

　後方へ飛び退のき、二人との間に距きよ離りを取る。

「あら、喰べ損そこねたわね」

　切り落とされたネイの左手を融合したまま、レトはプラプラと振り回まわす。やがてじわじわと溶け込むように、ネイの肘から先の左手はレトの身体に吸収されていった。

「くっ……」

　ネイは切り落とした左手をすぐに再生させると、次元の闇の中へと身を躍おどらせた。

　あれがあの双核児ふたごにユラが与あたえた『侵食』の力。フレイズを取り込み、己おのれの力とする恐おそるべき異能。

　おそらくその能力は上級種はおろか、支配種も対象なのだろう。侵食されてしまったら、『核』が喰われる前に切り離すほかにない。

　今のは手からの侵食であったが、『核』付近からの侵食であったらと思うとネイは恐きよう怖ふを覚えた。

　闇の中へと消えたネイをルトが追おうとすると、レトがそれを制止する。

「ほっときなさいよ。どうせなにもできやしないんだし。私たちは言われた通りここでコレを見張ってりゃいいのよ」

「ちぇっ。あーあ。ここは退たい屈くつなんだよ。こないだのあいつみたいに、また誰だれか強い奴が来ないかなあ」

　ルトはそう言ってゴロンと横になる。

「あいつって、エンデミュオン？」

「ああ。結構退屈しのぎにはなったじゃん？　ま、散々痛めつけたから、まだ生きてるかどうかわからないけどさ」

　ニタリとした笑えみを浮かべ、ルトがそうつぶやく。わからないと言いつつ、半死半生になったあの男が生きていると、ルトが『確信』していることをレトは『確信』している。双核児ふたごである二人の間では隠し事ごとは無意味だ。

　ネイの出現は少しは楽しめたが、それだけだ。またしばらく退屈な時間が続くのだろう。

　次にフレイズたちが結界の綻びを見つけ、『向こう』に出現しようとするときに、今度は変わった『金色』を紛まぎれ込ませようと二人は話し合い、含み笑いを見せた。
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「うーむ……こりゃちょっとまずいかもしれんのう……」

　神界。相変わらずの四よ畳じよう半はんの部屋で、世界神は目の前の四脚テレビに映る映像を睨にらんで唸うなっていた。

「だからよう。もう無理なんじゃねえのか？　さっさと見切りをつけねえと、さらに別の世界にも影えい響きようが出ちまう。俺おれ様がガツンと一発かませば終わるだろ？」

　世界神の後ろで卓袱ちやぶ台だいに肘を乗せ、ボリボリと煎せん餅べいをかじっていた男が声を掛かける。

　歳は六十の手前に見えるが、その鍛きたえ上げた身体は鋼のように筋肉が盛り上がっていた。黒目黒髪髭ひげ面づらのその男は、ズズズーッ、と音を立てて湯ゆ呑のみのお茶を飲み、また煎餅をかじる。

「お前の『終わる』ってのは、この世界を『終わらせる』ということじゃろう？」

「そりゃあ、それが破壊神おれさまの仕事だからな」

　悪びれもせず破壊神が口を開く。

　神の管理する世界は様々な世界が存在する。稀にだが、中には保護の対象から外れた世界もあり、そういった世界を消滅させるのが破壊神の役目だった。

　地上の世界で神の力を行使することは、基本的にはあまり行われない。例外としては神の眷けん属ぞくか、それほど強い力を持たない新しん神じんとかだが、破壊神は世界を消滅させるのに神の力を使う、特別な存在だった。

　しかしよほどのことがなければ、世界は神の保護から外れることは無い。故に、破壊神の出番も限られてくる。

　その破壊神が世界神の下を訪おとずれているということは、『よほどのこと』があったわけで。

「このままいくと、最悪、その世界はあんたの手を離れることになる。別にそれはそれで構わねえが、その前に消滅させちまった方がいろいろと面倒がないだろ？」

「わかってはいるんじゃが……ここには冬夜君がおってな……ほれ、例の」

「冬夜？　ああ、爺じいさんが眷属にしたっていう、新しん神じんの。そいつに任せるってのか？　ちっと荷が重くねえか？」

　破壊神が眉まゆを顰ひそめる。不安定な世界はなにが起こるかわからない。それを任せるには新しん神じんには少し厳しいのでは、とも思う。ましてやなんの肩かた書がきもない神、いや神見習いには。

「たぶん大だい丈じよう夫ぶじゃろ。うまくいけば、この世界がワシの手を離れることも、お前さんが潰つぶす必要もなくなると思うぞ」

「随ずい分ぶんと買ってるんだな。ま、そう言うのなら構わねえけど。しかし、大丈夫なのかね、その二つの世界は」

　破は壊かい神が世界神の肩かた越ごしにテレビを見み遣やる。そこには二つの世界が鏡合わせのように並んでいたが、中央を隔へだてる部分が歪んでいるのが見て取れた。

「邪じや神しんが生まれてるんだよな？」

「従属神を取り込んだ、な。珍しいケースじゃが、ありえんことではない」

「『神喰らい』か」

　バリッと破壊神が煎餅を歯で砕くだく。

「本来なら神器なり天使なりを地上に遣つかわすところなんじゃがな、たまたまそこが冬夜君を送り込んだ先じゃったから、彼に任せることにしたんじゃよ」

　よっこらせ、と世界神が座ざ布ぶ団とんに座すわる。

「そのわりにはやたらとお目付役が降りているみたいだが」

「あやつらの数万年振ぶりの休きゆう暇かも含めてな。ワシも降りたが、なかなか楽しかったよ」

「なんだよー、楽しそうじゃねえか。俺様も降りるかな」

「やめとけ。お前さんが本体で地上に降りると世界が滅ほろぶ」

　比ひ喩ゆでもなんでもなく、事実その通りになるので、世界神は破壊神の思い付きを止めに入る。

「んで、なにかい？　無事にこの問題が片付いたら、その世界はその冬夜とかいう新しん神じんに任せるのかい？」

「追い追いな。むろん、本人が断ってきたら諦あきらめるがの。まだまだ神としては頼たよりなさ過ぎるが……なに、二、三千年もやればコツを覚えるじゃろうて」

「受け持つ前に俺様が壊こわすことにならなきゃいいけどな」

　二つの世界の間にある歪みは奇き妙みような変化を生み出している。これが作さく為い的てきに行われたものであり、神々の意図したものでもないのだから、破壊神としては一度全すべてを破壊し、リセットするのが一番の解決方法だと考えるのだが。

「とりあえず、壊すのは待つけどよ。それらの世界を隔離した上で、その冬夜ってのに説明はした方がいいと思うぞ」

「そうじゃな……。折を見て話すことにしよう。もう少しだけ推移を見てみたい。ひょっとしたら何事もなく歪みが治まるかもしれんし」

「どうだかなあ」

　その確率はかなり低いことを二神ふたりとも知っている。破壊神はダメならその世界を壊し、リセットすればいいと考えているため、特に反対もしない。

　よくよく考えてみれば人化してるとはいえ、神が六人も降りているのだ。それと見習いが一人。それだけ揃そろっていれば、なんとかするだろう。

　人化した神が邪神や邪竜、魔ま神じんを倒すなんてのはよくあることだ。

「しかし、人間から神になるなんてのは何万年ぶりだ？」

「さあのう、覚えとらん。神になるきっかけなんぞ、千せん差さ万ばん別べつ、十人十色じゃからの」

「神になった理由が、最高神によるうっかりミスってのは珍しいと思うがな」

「やかましいわ」

　ガハハと笑う破壊神に渋しぶい顔をする世界神。

　確かにあれは自分らしくないミスだったと思っている。しかしこうなってくると、あれもひとつの運命だったのかもしれないと思えてくるのだ。世界神は望月冬夜という、孫のような少年と出会えたことをよかったと思っている。

「ところで最近、武神の奴を見ねえけどどこ行ってんだ？」

「ああ、なんでも見どころのある弟で子しを見つけたとかでな……」

　卓袱台を挟はさんで神々の世間話を始める二神ふたり。その後ろのテレビ画面には、二つの世界の真ん中で、何かが出てくるかのように、歪みがゆっくりと渦うずを巻く様子が映されていた……。







幕間劇　オエド騒動記







「美味うまい！」

　一口食べて思わず叫さけんでしまう。ブリの旨うま味みが充分に染み込んだ大根を口に放ほうり込み、後追いさせるようにご飯をかっ込む。沁しみるなあ……。

　脂あぶらののったブリを噛かみ締しめると懐なつかしい味が口の中に迸ほとばしる。久しぶりにブリ大根を食べたが、こんなに美味いブリ大根は初めてであった。

「どうでござる、冬とう夜や殿。母上の料理は絶品でござろう？」

「いや、本当に。さすが八や重えが自じ慢まんするだけのことはある」

「あらあら。一国の王様にそう言っていただけるとは。ありがとうございます」

「はっはっは！　我わが家やの自慢の一品、お気きに召めしたようですな！」

　向かいに座る八重の母、七重さんが微笑ほほえむ。その隣となりでは父である重兵衛さんがカラカラと笑っていた。

　正確に言えばこれはブリではなく黄き帯おび魚というらしいが、味も見た目も僕の知るブリと同じだ。まあ、美味けりゃ名前なんてなんでもいいや。
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「本当に美味おいしゅうございますわ。この味……簡単には真似できそうにありません」

　僕の横でルーが、はう……と、幸せそうな溜ため息いきを漏もらした。そりゃ仕方がないさ、年季が違うよ。

　僕たちは久しぶりにイーシェンへとやって来ていた。ちょっとした八重の里帰りである。

　僕と八重の他に、同行者はルーとヒルダ、そしてスゥの三人、それに琥こ珀はく。みんな七重さんの手料理に舌した鼓つづみを打っていた。

「皆みなさんおかわりは？」

「あ、すみません。もらいます」

　九ここの重え家で女中として働く綾あや音ねさんに空になった茶ちや碗わんを渡わたす。おかずが美味いとご飯が進んでいかんな。

　ブリュンヒルドでも家泰さんからもらった米があるから、それ自体を食べることはできる。だけどこういった和風の家庭料理ってのはなかなか食べられないからさ。食べられる時に食べておこう。

　その米のお礼にと家泰さんのところへ挨あい拶さつに行こうと思ったのだが、今日はイーシェンを治める他の領主たちとの会合があるらしく、今回は遠慮した。

　重兵衛さんは運良く家にいたのだが、八重の兄である重じゆう太た郎ろうさんはその会合の警備のため、僕らと軽い挨拶をしただけで、すぐにお城へ行ってしまった。

　秀ひで義よし事件のあと、一番力を持った徳川家が表向きイーシェンを支配していると言っても過言ではない。一応イーシェンには領主たちの上に帝みかどって存在がいるらしいけど……。なにかと家泰さんも忙いそがしいのだろう。

　食事を終えると八重がヒルダを連れて道場の方へ行ってしまった。門下生たちにヒルダの剣けん術じゆつを見せたいんだとさ。

　食後の運動も兼ねてとか言っていたが、あれだけ食べた後だ。とてもじゃないが、僕はすぐ動く気にはなれない。元気だなぁ。

　剣術指南はご遠慮して、こっちは縁えん側がわで重兵衛さんと食後のお茶を飲むことにする。ずず……。はぁ、安らぐなぁ……。

　ルーとスゥは後片づけを手伝いながら、七重さんに今日の料理を教えてもらっているようだ。ブリュンヒルドへ帰っても食べられるかな……？　いや、ブリがないか。何なん匹びきか買って帰ろうかね？

「八重は向こうできちんとやっておりますかな？」

「ええ。騎き士し団だんとの訓練や、城下町の見回り、魔獣討とう伐ばつと、とても助かっていますよ」

「剣しか教えてこなかった娘むすめですが、その剣が人々のために役立っているのなら、親としてこれほど嬉うれしいことはありませんな」

『剣しか』ってことはない。八重は礼れい儀ぎ正ただしいし、面めん倒どう見みがよく、人の和を大事にする。それは間ま違ちがいなくご両親の教育の賜たま物ものであると思う。僕も娘を持ったら八重のように育てられるだろうか。

「あと数年もしたらワシもお役目を重太郎に譲ゆずることになるでしょう。隠いん居きよしたらブリュンヒルドで孫と遊んで暮らすのもいいかもしれませんなあ」

「それはまだ気が早いと……まあ、その時は歓かん迎げいしますよ」

　苦笑いで返したが、フレイズやニート神の問題が片づき、平和になれば意外とそれも遠くない未来かもしれない。

　重兵衛さんと世間話をしたあと、八重たちと同じに食後の運動をというわけではないが、僕は久しぶりにオエドの町をぶらりと歩いてみることにした。

「冬夜！　わらわも行くぞ！」

　琥珀をお供に屋や敷しきの外へ出ようとすると、後ろからスゥが駆かけ寄よってきた。ルーはまだ七重さんに手ほどきを受けているらしい。彼女は凝こり性しようだからなあ。

「じゃあ、一いつ緒しよに散歩しに行こうか」

「うむ！」

　スゥが僕の手を掴み、早く早くと引っ張っていく。出会った頃ころと比べたらだいぶ成長したなと思っていたが、こういうところは相変わらずだな。

　九重道場を出て、大通りに向かうとすぐにオエドの賑にぎわいが僕らに襲おそいかかってきた。

　通りを行き交う人々に交じり、野菜売りや、魚売り、変わったのだと金魚売りなどもいるようだ。

　どこからともなく鰻うなぎの焼ける匂においがして、食事をしたばかりだというのに、ついついそちらへと目がいってしまう。

「ブリュンヒルドよりも賑わっておるのう」

「まあ、そこらへんは仕方ないよ。だいたい人の多さが違うしね」

　オエドはイーシェンで一番繁はん栄えいしていると言われる徳川領の中心だ。様々な人々や物が集まるし、また、新たな文化がここから発信されていく。イーシェンで最先端をいく都なのだ。

　ではあるが、町を行き交う人々の中に外国人は少ない。

　海を隔てて面している国が、ほとんど鎖さ国こく状態のノキア、ホルンという両国と、壊かい滅めつ状態のユーロンである。あまり外国人がいないのは仕方のないことかもしれない。

　僕はイーシェン人ではないが、黒髪黒目なので服装が変わっていても、ほとんどイーシェン人と見られるだろう。しかし、手を繋つないでいるスゥは金きん髪ぱつ翠すい眼がん、どこからどう見てもよその国から来た少女だ。先さき程ほどからちらちらと目を向けられているのは物もの珍めずらしさからだろうなあ。

　おそらくスゥもそれを感じてはいるのだろうけど、特に気にはしていないようだ。さすがというかなんというか。

　ま、スゥは公こう爵しやく家令れい嬢じようであり、国王陛下の姪めいだ。どこへ行ってもそういう注目は浴びてきたのだろうから慣れもするか。

「冬夜、団子が売っておるぞ！　食べていこう！」

「え？　お昼食べたばかりなのに？」

　笑え顔がおでスゥが指し示す町の角に、小さな茶ちや店みせがあった。店外に数人が腰こし掛かけられる場所があり、お客の女性たちが団子とお茶を美味おいしそうに食べている。

　お品書きメニユーが店の壁に貼はられているが、ほとんどが甘あまいものであった。茶店というより甘味処どころなのかね？

　正直あまり気乗りはしなかったのだが、ぐいぐいと引っ張るスゥには勝てない。僕はお茶だけでもいいかと、とりあえず席に着いた。

「いらっしゃいませえ。ご注文は？」

「えーっと……。僕は焙ほうじ茶ちやで。スゥは団子でいいのか？」

「うむ！　みたらし、よもぎ、ゴマに……あとお汁しる粉こじゃ！　それとこの、ず、ずだ餅もち？　とかいうのもじゃ！」

　ずいぶんと食うなあ！　いや、いいけどさ！

　僕は茶店のお姉さんにそれぞれ団子は一本ずつと頼んでおいた。さすがに何本もは食えまい。

　先にお茶が出てきたので、さっそくいただく。うん。香こうばしくて美味い。

　スゥは少し猫ねこ舌じたなので、お茶が冷めるまで待つみたいだ。琥珀にも深皿で冷たい水をもらった。

「お待たせしました～」

「おお！　これは美味そうじゃ！」

　皿に茶みたらし、緑よもぎ、黒ゴマの団子が二本ずつと、お汁粉の入った小さな赤いお椀わん、それに鮮あざやかな緑色の餡あんをまぶした餅が二つ。『ずだ餅』って何かと思ったら『ずんだ餅』か。

　イーシェンにもずんだ餅があるとはねえ。死んだじいちゃんが好きで、僕も子供の頃はよく食べていたなあ。

　懐かしくなって僕も一皿追加で頼んでしまった。その間にすでにスゥは団子をパクついている。美味そうに食うなあ。口の周りが醤しよう油ゆだれだらけですよ、お嬢じよう様さま。

　そんなスゥの微笑ましい姿に和なごんでいると、僕の注文したずだ餅……まあ、ずんだ餅でいいや、も運ばれてきた。

　確かにこりゃ美味そうだ。

「いただきます、っと」

　箸はしで持ち上げ、そのままかぶりつくと、枝豆の風味と上品な甘さがもっちりとした餅の上で躍る。覚えている味と少し違ちがうが、これはこれで美味い。ブリと同じく呼び方は違っても、美味いものは美味いのだ。

「これはみんなにも食べてもらいたいな……」

「お土産みやげに持って帰るのじゃ！」

　そうだな。そうしよう。茶店のお姉さんにずんだ餅を箱はこ詰づめしてもらうように頼み、【ストレージ】に入っていた重箱を渡した。

　さてもうひとつ、と僕が残りのずんだ餅に箸を伸ばそうとした時、視界の隅すみに小さな影かげを捉とらえた。

「……………………」
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　じ――――――――っ……と、小さな子がこちらを凝ぎよう視ししている。スゥよりも小さな四つか五つくらいの女の子だ。

　口に指を咥くわえてヨダレを垂らしてたら、鈍にぶいと定評のある僕ぼくでもその子の考えていることがわかる。

　団子とお汁粉を食べ終え、僕と同じようにずんだ餅に箸をつけようとしていたスゥも女の子に気が付いた。

「…………食べるかの？」

「っ、うん！」

　スゥの問いかけに女の子はブンブンと首を振ると、子犬のようにこちらへと走ってきてスゥから皿ごとずんだ餅を受け取った。

　よほどお腹なかが空いていたのか、大きな口を開けてがぶりと一気に食くらいつく。

「美味いか？」

「うん！　オエドのもなかなかやるなの！　美味しいなの！」

　ずいぶんと変な喋しやべり方かたをする子だな。親とはぐれたのか？

　よく見ると不自然な点の多い子だった。まず着ている服の大きさがあっていない。草履ぞうりもだ。少し大きめなだけなので、これだけなら上の子からのお下がりという可能性もある。が、着物の着方がめちゃくちゃだった。襟えり合わせは逆だし、帯が固結びになっている。

　かと思えば、長い黒髪は艶つやがあり、白い肌はだには傷ひとつない。血色もよく、栄養は足りているようだ。

　中身と外見がちぐはぐなのだ。なんだこの子？

「えっと、僕は冬夜。こっちはスゥ。君の名前は？　どこからきたの？」

「いろははいろはなの。あっちからきたの」

　いや、あっちって。『いろは』と名乗った子の指差す方向に視線を向けると、そこには視界に広がるオエドの町並みと、そびえ立つオエド城があった。

　え？　まさか城から来たの？　この子まさか家泰さんとこの子供じゃないよな？

　一領主の姫ひめにしてはあまりにも身なりが悪すぎるし……城の方向から来たってことか？　確かく認にんのため一応聞いてみるか。

「お父さんの名前はわかるかな？」

「とーじろー」

　違った。家泰さんも側室がそれなりにいて、子供も多いからひょっとして、と思ったんだけど。

　いろはにずんだ餅をあげてしまったので、食べ損なってしまったスゥに、僕は残りのずんだ餅をあげることにした。

「ありがとうなのじゃ！」

「どういたしまして」

　喜びながらずんだ餅にスゥがかぶりつく。ああ、また口の周りが今度は緑の餡だらけに。そんなに急がなくても餅は逃にげないぞ。

　もぐもぐと餅を口に入れたまま、いろはがこちらを向く。

「二人はどこから来たの？」

「ブリュンヒルドっていって……ここからずっと西の国からだよ。友達の家に遊びに来たんだ」

　本当は婚こん約やく者しやの家だが、説明が面倒そうだったので友達としておいた。まあ、重太郎さんを『友達』とすれば、『友達の家』には違いあるまい。

　ずんだ餅を食べ終えたいろはがまだ食べたそうだったので、追加でさらに団子を頼たのんだ。いろはの顔がぱあっとわかりやすくほころぶ。

「冬夜はいいひとなの！」

「うむ。冬夜はいいひとじゃぞ。なにせこのわらわの旦だん那な様さまじゃからな！」

　ずんだだらけの顔でスゥがドヤ顔をする。まだ旦那様じゃないけど、気持ちは嬉しい。

　もぐもぐと微笑ましく食べる二人を見ながらお茶を飲んでいると、突とつ然ぜん通りの向こうから声が飛んできた。

「おい！　こっちだ！　見つけたぞ！」

「っ!?」

　その声を聞いたいろはが団子の載のっていた皿を置き、全力で反対方向へと逃げ出だした。なんだなんだ!?

「逃げたぞ！　追うんだ！」

「くっ！　今度は逃がすんじゃないぞ！」

　僕らの目の前を三人の男たちが通とおり抜ぬけていく。その男たちは覆ふく面めんに黒装束、黒くろ革かわの脛すね当てと、全身黒ずくめだった。というか、どっからどう見ても忍にん者じやだろ、あいつら。

　理由はよくわからないが、子供を追いかけまわすってのはいただけないね。

「【スリップ】」

「うがっ!?」

「どふっ!?」

「ぐえっ!?」

　突然、足を滑すべらせて転倒する三人。

　僕らは茶店のお姉さんにお代を払はらい、お土産入りの重箱を受け取って素知らぬ顔でその場を去った。

　重箱を【ストレージ】に突っ込んだあと、懐ふところからスマホを取り出して検けん索さくを始める。

「で、いろはの場所はどこじゃ？」

「ちょうど八重の道場の方に向かってるね」

　僕はスマホの検索結果をスゥに答える。いろはは無事に逃げ切きったようだ。逃げ足あしの速い子だな。もうこんな遠くまで逃げてら。

　マップを見ながら大通りを避さけ、裏道を進んでいろはの逃げた方へと向かっていると、不意に琥珀から念話が飛んできた。

《主、あれを》

「ん？」

　琥珀が目を留めた先、裏通りの一角に、煌きらびやかな着物を着た場ば違ちがいな女の子がいた。先程のいろはとはまったく逆で、中身の子は日焼けして髪の毛けもボサボサ、いかにも庶しよ民みんの子といった雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　ひょっとして、いろははあの子と着物を交こう換かんしたのか？

　女の子は着物を取られるんじゃないかと僕を警けい戒かいしていたが、スゥが尋たずねるとすんなりと教えてくれた。やはり僕が予想した通りで、いろはの方から交換を申し出たようだ。

「やはりいろはは貴族の娘かの？」

「貴族っていうか……まあ、いいとこの子であるのは間違いないと思う。そんな子が忍者に追われているってのが気になるな……」

　こりゃ早いとこ確保した方が良さそうだ。そう判断した僕は【テレポート】で一気にいろはの下へ跳とぶことに決めた。この距離なら変な失敗はすまい。

　隣にいるスゥの手をしっかりと握にぎる。

「【テレポート】」

「わっ!?」

　突然目の前に現れた僕らにいろはが驚おどろいて尻しり餅もちをつく。いろはがいたのは大通りからちょっと外れた裏道の通りで、幸い他に人もおらず、騒さわがれることはなかった。

「どっ、どこから現れたなの!?　びっくりしたなの！」

「冬夜の魔ま法ほうじゃ。びっくりしたじゃろ？」

　またドヤ顔で自慢するスゥにいろはがこくこくと頷うなずく。なんでスゥが自慢げなのかわからないが、可愛かわいいからよしとしとこう。

「いろは……お主、なんで追われているのじゃ？」

「その、あ、あいつらは悪いやつなの！　いろはの邪じや魔まするの！」

　うーむ、話がわからんなあ。こっちとしては追われる理由を知りたいんだが……ワケありかね？　こんな小さな子供に詳くわしく説明しろって言うのもな。となれば……向こうに聞くしかないか。

「スゥ、いろはを連れて八重たちのところへ行ってもらえるかい？」

「うむ。わかった。八重たちにはわらわから話しとくぞ」

　力強く頷くスゥと、キョトンとしているいろはを【ゲート】で九重道場へと送る。あそこなら八重たちもいるし安全だろう。

『主、あいつらがやって来ましたが、いかが致いたしますか？』

「そうだなぁ、とりあえず話を聞いてみようか」

　裏路地を曲がって、先程の忍者たちが六人ほど僕らの方へとやってきた。数が増えてるよ、おい。

「おい、そこの！　こっちに小さな女の子が来なかったか！」

「いろはなら僕が預かっている。お前たちは誰に――」

　僕を取り囲んだ忍者たちが、弾かれたように一いつ斉せいに斬きりかかってきた。問答無用かよ！　怖っ！

「【シールド】」

「がっ!?」

「ぐはっ!?」

　不可視の壁かべに激げき突とつした先頭の二人を見て、他の四人が足を止める。忍者が懐から取り出し投げつけた手しゆ裏り剣けんが、再び【シールド】にぶつかって跳はね返かえった。

「貴様！　魔ま法ほう使つかいか！」

　イーシェンにはなぜか魔法を使える人が少ない。適性を持つ人自体が少ないのだ。

　その代わり忍にん術じゆつや符ふ術じゆつといったものがある。厳しい修しゆ行ぎようと手順を踏ふめば、ほとんどの人が使えるようになる『術』だ。

　目の前の忍者も忍術を使えるんじゃないかな。いや、忍者なんだから当たり前か。

　そんなことを考えていると、四人の中で一番太った忍者が突然口から盛大に炎ほのおを吹ふき出した。えっ、それって忍術か!?

『小こ賢ざかしい！』

　忍者が大道芸人のように吐はいた炎を、子こ虎とら状態の琥珀が同じように衝しよう撃げき波はを吐いて跳ね返す。

「あちゃちゃちゃ!?」

　モロに自分の吐いた炎の直ちよく撃げきを受けた小太り忍者は、火を消そうとゴロゴロと地面を転がり回った。

　焼しよう死しされても面めん倒どうなので水魔法を食らわせて消火しとく。

「くっ……！」

　ボボボンッ！　と、突とつ然ぜん忍にん者じやたちが地面へ投げつけた玉から視界を奪うばうほどの煙けむりが立ち昇のぼる。あ、コレあれだ、煙玉ってやつ。昔の映画で観みたことがある。

　煙に紛れて逃とう走そうを……あ。

　気がついた時には忍者たちは倒れていた者も含ふくめて全ていなくなっていた。感心している場合じゃなかった。逃げられたか。

「ま、逃がさないけどさ」

　スマホを取り出して『忍者』と検索を入力する……んお!?

　オエド中に対象を示すピンが立ちまくる。え、なんでこんなに忍者が多いの!?　なんだよ、忍者サミットかなんかあるのか!?

　オエド城の中や近くにいるのは徳川家の忍者か？　いや、町中にいるのも家泰さんのとこの忍者である可能性もある。

　というか、これ引っかかった全員見た目で忍者とわかる奴やつらってことだろ？　忍しのべよ。なにが起きてるんだよ。

　どっちにしろ、これじゃどれがさっきの忍者かわからんぞ……。

　……あれ、まさかさっきの忍者も徳川家お抱かかえの忍者じゃないよね？　だとしたら面倒なことになるんだが。

　って、九重道場の近くにも何人か集まっているな。一いつ旦たん僕ぼくも戻もどろう。

【ゲート】を通り抜け、九重道場へと帰る。玄げん関かんから入り、廊ろう下かを渡って居間の方を覗のぞくと食しよく卓たくの上のブリ大根をいろはが貪むさぼっていた。また食ってるのか……。

　隣に座っていたスゥがこちらに気が付いて話しかけてくる。

「冬夜。追っ手は片付けてきたのか？」

「いや、それがさ……」

　忍者だらけの状じよう況きようを説明すると、さすがのスゥも目を丸くして驚いていた。そんなスゥをスルーして、いろはがルーが持ってきたおかわりのブリ大根に箸を伸のばす。まだ食うの？

「これ、いろは。お主、いったい何者じゃ？」

「いろははいろはなの」

　ううむ、話が通じんな。どうしたもんかと腕うでを組み悩なやんでいると、玄関の方で勢いよく誰かが駆け込んでくる音がした。なんだ？

「冬夜ど……公王陛下！　八重、公王、陛下は、おられるか!?」

　あれ、重太郎さんだ。お城へ行ったんじゃなかったっけ？

　なにか慌あわてているようなので急いで玄関へと向かうと、息を切らせた汗あせだくの重太郎さんがその場にしゃがみ込んでいた。どうやらここまで全力疾しつ走そうしてきたらしい。

「おお、よかった、ま、まだおられましたか！　た、大変なことが、起こり、まして……！　なにとぞ、お力を……！」

「わかりましたから、とりあえず落ち着いて。【リフレッシュ】」

　息が荒あらい重太郎さんに体力回復魔法をかける。こんなに慌てて、なにがあったんだろう？

「ほ、本日、オエド城にて領主同士の会合が行われていたのですが、その席で同席しました他の領主の姫が行方ゆくえ不明になりました。情報が錯さく綜そうしておりよくわかりませぬが、徳川の警備をかいくぐって何者かに拉ら致ちされたとのことです！」




　……ん？




「道すがらその領主の配下から聞いた話ですと、一時は奪だつ還かん寸前までいったらしいのですが、魔獣を連れた怪あやしい術を使う者に邪魔されたとか！」




　……んん？




　僕は足あし下もとにいる琥珀と目を合わせた。魔獣を連れた？　怪しい術？　それって……。

「おそらく其そ奴やつが黒幕！　なにとぞ公王陛下のお力でその悪党の所在を突つき止とめてはもらえぬでしょうか！　その者を我らの手で斬り捨すてねば徳川の面目が立ちませぬゆえ……！」

「あっ、あのぅー……。ちなみに攫さらわれたそのお姫ひめ様さまってどこのどなたですかねぇ……」

「や、これは失礼を！　攫われたその方は伊達領領主、伊達だて冬とう次じ郎ろう正まさ宗むね様が息女、五い六ろ八は姫と申し……！　……あ、あれ？　公王陛下？」

　重太郎さんの言葉を聞きながら、僕は滝たきのように流れる嫌いやな汗をなんとか止めようと必死だった。

　ヤヴァイ。

　ひょっとしなくても僕が誘ゆう拐かい犯はんにされてますか!?

　伊達正宗ってアレだろ？　イーシェンで猿さるの秀ひで義よしを退治した時に会った、伊達領の領主。謀ぼう略りやく好きそうなんだけど、すぐ顔に出る残念な領主。

　あの人、僕と同じくらいの歳なのに、あんな大きな子供いんの!?　結けつ婚こん年ねん齢れいが早い異世界でも早すぎるだろ！　それとも若作りしてんのか!?

　とにかく早いとこ誤解を解かなければ。このままでは犯罪者に……いや、国家問題にまで発展してしまうかもしれん。

　重太郎さんを無言で手招きして、居間へと案内する。

　僕らに気が付いた少女が大根を咥えたまま、こちらに視線を向けてきた。ボロは着ててもその生まれからくる高貴さを重太郎さんも感じたらしい。

「こ、公王陛下……。この子はもしや……！」

「えっと……すみません……」

「んむ？」

「とっ、殿にお知らせして来ます！」

　ドタバタと玄関から飛び出していった重太郎さんと入いれ替かわるように、今度は八重たちが道場から居間に顔を出す。

「はて、兄上は？　帰って来たのなら久しぶりに相手をしてもらいたかったのでござるが」

「あー……、すぐにまた来ると思うけど」

　全速力で城まで往復するんだろうなあ……。また【リフレッシュ】かけないといかんかな……。

　僕の言葉に小さく首を傾かしげた八重が、スゥの隣でブリ大根をもぐもぐと食べているいろはに目をやる。

「スゥ殿……この子は？」

「いろはじゃ」

「どうやらこの子、伊達さんとこの姫らしいよ」

「だて？　だて……伊達って伊達領の伊達正宗様でござるか!?」

　家泰さんと同じ領主の娘とあって、八重も驚いたようだ。いろはの隣に座るスゥは、ほう、と声を漏らしただけだが。同じくヒルダとルーもあまり動じてはいない。まあ、この三人って全員王族だからなぁ……。

「いろはは父上の用事でオエドまで来たのじゃな。なんでお城から抜け出してきたのじゃ？」

「……つまんないの。お父様はいろはと遊んでくれないの。『かいぎ』が終わったらオエドで遊んでくれるって約束したのに。いつまでも終わらないの。だから一人で遊ぼうと思ってお城から出てきたの」

「だからって勝手に出て来たらお父さんも心配するだろ？」

「……知らないの」

　ぷいっ、と膨ふくれっ面つらになったいろはから聞き出した話だと、厠かわや……トイレに行くと言って、小窓から逃げ出して来たらしい。伊達のお城ではよく逃げ出したりしているらしく、こういった脱だつ出しゆつには手慣れているみたいだ。

　さらにイーシェンの人間には珍めずらしく、いろはは土属性の魔法が使えるとか。本当に簡単な穴を掘ほるとか、地面を少しだけ隆りゆう起きさせるといった程度の魔法らしいが、城じよう壁へきに穴を開けることができるのなら逃げ出すのも難しくはないか。

「いろはは父上が大好きなのじゃな」

「……いまの父上は嫌きらいなの」

「わらわも父上が大好きなのじゃ。仕事で遊んでもらえない時もあるがの。そのぶん、一緒にいられるときは思いっきり甘えるのじゃ。ずっとケンカしていてはせっかく一緒にいられる時間を無む駄だにしてしまうぞ？」

「…………」

　スゥのお父さんであるオルトリンデ公爵もなかなかに忙しい方だ。その仕事はベルファストの外交交渉に加えて、王家の式典や貴族たちの取りまとめまで幅はば広ひろい。

　だからこそ家族でいられる時間をスゥも大切にするのだろう。スゥが僕のところへお嫁よめに来るまでは、なるべく一緒にいさせてあげたい。

　スゥの話を聞いて、黙だまってしまったいろはとは反対に、玄関の方がドタドタと騒がしくなる。

　ドタンバタンとなにかがぶつかって倒れる音、廊下を走る音などが連続でやかましく聞こえてきた。

「五い六ろ八ははここかっ!?」

　やがて九重家の居間に姿を現したのは、以前会ったこともある、いろはの父親、伊達だて正まさ宗むねだ。相変わらずカラフルな水玉の、派手な着物を着ている。つうか、オイ。土足かよ。

「おお、五い六ろ八は！　無事だったか！　おのれ、犯人は貴様か！　幼おさな子ごを拐かどわかすとは許せぬ！」

　眼帯で覆おおわれていない左目に怒りの炎を宿し、睨にらみつけるように僕に視線を向けてくる伊達家当主。いや、だから違うから。

　そういや、伊達の大将とは仮面の武者『シロガネ』として会ったんだった。初対面の僕を犯人だと思うのも仕方がないのか？

　その正宗の背後から重太郎さんがやってきた。戻って来るの速いな。城に戻る途と中ちゆうでこの大将と会ったのかな？

「だ、伊達殿どの、公王陛下にそのようなご発言は……！　全すべて誤解にございます！　なにとぞ！　なにとぞ落ち着かれますよう……！」

「ええい！　やかましい！　元はと言えば徳川の警備が、ぐふうっ!?」

　伊達の大将がくずおれる。背後から近付いた人物が、その頭上に一いち撃げきを食らわせたのだ。倒れた正宗の影から現れたのは、誰だれあろう、伊達の懐ふところ刀がたな、片かた倉くら弧こ十じゆう郎ろう蔭かげ綱つな。

　どうやら手にした脇わき差ざしの鞘さやで殴なぐったらしい。家臣がそれやっていいのかね……？

「な、なにをする、弧十郎！」

「正宗様こそなにをしようとしてたかわかっています？　一国の王に他国の一領主がケンカを売ろうとしてたんですよ？　お止めするのが忠臣の務めです」

　あ、この人はまともだ。よかった。僕は気にしないけども、家泰さんの立場もあるしさ。下手したら恥はじをかかされたと徳川VS伊達の諍いさかいが起こるかもしれないし。

　いろはが立ち上がり、頭を押おさえて蹲うずくまる正宗の前に出た。

「父上、冬夜とスゥはいろはに親切にしてくれたの。なにも悪くないの」

「そ、そうなのか？」

「父上は早とちりしすぎなの。だから母上にいつも怒られるの。考えが浅いの」

「うっ！」

　娘にやり込められる父。伊達家の力関係が見えた気がした。なんでだろう、一いつ瞬しゆんゼノアスの魔ま王おう陛下がフラッシュバックした気がする……。

　落ち込んでいる父親を前に、いろはは俯うつむきがちのまま声を絞しぼり出す。

「全部いろはが悪いの。お城を抜け出してごめんなさい。父上が遊んでくれなかったからつまんなかったの……」

「いろは……」

　膝ひざをつき、娘を抱だきしめる正宗。いろはも小さな手を父の首へと回す。周りのみんながほっと息を漏らした。

「すまん、オエドを見物させてやろうと連れてきたのにな。話し合いに夢中になって長引かせてしまった。許してくれ」

「いいの。オエドの町も見たし、お団子も黄帯魚もいっぱい食べたの。楽しかったの」

「そうか」

　いろはがにぱっと笑う。それを受け、父親である正宗も静かに笑った。さっきまで取り乱していた人物とはとても思えんな。

　しかし楽しみにしていたのに、一緒に遊べなかったというのはかわいそうだ。僕はちょっと思いついたことを提案するため、弧十郎さんにひとつ確認をする。

「会合が終わったら領国まで帰るんですよね？　伊達領ってオエドからどれぐらいかかるんですか？」

「そうですね……。歩いて九日から十日くらいでしょうか。いろは様もいるのであまり急ぐわけにもいきませんし」

　僕の質問に弧十郎さんがそう答えてくれた。

　イーシェンは他の国と違い、馬車などの交通機関があまり発達していない。それは山道などが多く、馬よりも籠かごで旅することが多かったからだが、それで十日というのはけっこうな長旅である。正直いろはには退たい屈くつだろう。

　なので、正宗の大将にある提案を申し出る。

「僕が十日後に【ゲート】で伊達領まで送りますから、その間いろはとオエドで遊んでやってもらえませんか。伊達家の方々全員を送りますので交通費も浮うきますよ？」

「む……。それは助かるが、なぜそこまでしてくれるのだ？」

　訝いぶかしげにこちらを窺うかがう正宗を前に、スゥが腰こしに手をやり、えっへんと胸を張る。

「わらわたちといろははもう友達なのじゃ。これくらい友達のためなら普ふ通つうなのじゃ！」

「ありがとうなの！　スゥ！」

　いろはがスゥの手を取ってブンブンと振りまくる。ま、これくらいで親子の仲が深まり、会合も首しゆ尾びよくいけば御おんの字じってもんだ。

「いったいなにがどうなっているのでござろうか……？」

「スゥさんはあっという間に友達を作りますわね……」

「八重さん、ヒルダさん、私わたくしの作ったブリ大根食べますか？」

　置いてけぼりをくらって話に参加できない、八重、ヒルダ、ルーの三人が口々につぶやく。

　とりあえず一件落着かな？

　その後、家泰さんも屋敷にやって来て、いろはは父親である正宗、そしてたくさんの黒ずくめ忍者たちと一緒にオエド城へと帰っていった。

　イーシェンは同盟に加わっていないので、スマホを渡わたすわけにはいかなかったけど、いろはにはスゥとの『ゲートミラー』を渡しておいた。せっかく友達になったんだしね。

　家泰さんにはついでと言ったらなんだが、もらったお米のお礼と、十日後に伊達家の面々を迎むかえに行くと知らせたら、なんか感謝された。

　どうにも領主同士の会合がまだまとまっていなかったらしい。秀ひで義よしの騒そう動どうで、宙ぶらりんになっている織田や羽は柴しばの領地をどうするかとまだ少し揉もめているようだ。

　そのうち帝みかどにもお伺うかがいを立てるとか言ってた。というか、そっちが先なんじゃ？　と思ったが、帝を煩わずらわせるわけにはいかないとかで、領主たちである程度の方針を固めておきたいのだそうだ。

　あと二日もあればまとまりそうということなので、いろはも正宗とオエド見物をする時間は充じゆう分ぶんにあるだろう。

　そういやイーシェンの帝にはまだ会ったことがないんだよね。そのうち家泰さんに会わせてもらおうかな。

　帝に会ったらイーシェンも世界同盟に入ってもらえないか聞いてみよう。実質イーシェンを取りまとめてる家泰さんに頼んでもらえればたぶん大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかな。

　そんなことを考えながら、僕らも八重の家族に別れの挨あい拶さつをして帰路に就いた。










「……ってなことがあってね」

「それは大変だったわね。でも父娘の仲直りができてよかったじゃないの」

「まあね」

　リーンがお土産に買ってきたずんだ餅を、はむっと咥える。もぐもぐとずんだ餅を食べる妖よう精せい族の少女はなんとも可愛らしいが、ずんだ餅に紅茶は合うのだろうか。

「どっちかというと、こっちの方が美味しい」

「両方とも美味しいですけど……私もこっちの方が味に深みがあるような……。あ、ほ、ほんのちょっとです、よ？」

「くっ……。教わった通りに作ってもやはり差が……！」

　桜とリンゼに食べさせた二つのブリ大根を前に、打ちひしがれるルー。

　いや、僕も食べたけど、落ち込むほどの差はないと思うよ？　味覚が鋭えい敏びんなルーにとっては、超こえられない壁のようなものを感じているのかもしれないが。

「このずだ餅って美味しいわね。こっちは作れないの、ルー？」

　ブリ大根のダメージを受け、はあぁ、とため息をついているルーにエルゼが視線を向ける。そしておもむろに皿にあったずんだ餅をぱくりと一口食べた。

「ううん……。調理法まで細かくはわかりませんが、簡単そうな料理ですし、作れないことはないと思うのですけれど。確かお餅ってお米から作るんでしたかしら？　以前『パレント』のアエルさんがそう言ってたような……」

「普通の米ではなく、餅もち米ごめじゃないとダメでござるよ。確か家泰様からいただいた米の中に餅米もあったはずでござる」

　そういえば。確かに家泰さんからもらった米俵の中に、少ないけども餅米のもあった。

　というかよく覚えていたな、八重……。【ストレージ】に入れた僕も忘れてたのに。まあ、食べ物のことだしな……。

「その餅米をお米と同じように炊たけばいいんですの？」

「いや、炊くというか蒸してから……。ちょっと待って」

　僕は杵きねと臼うすを使った餅の作り方を検索して、ルーのスマホへと送信した。ふむふむ、とルーがさっそく内容を確認している。

「冬夜殿。今度、餅つきをしてはどうでござろうか？　騎き士し団だんのみんなにも食べてもらいたいでござるよ」

「うん、いいんじゃないかな。きっとみんなも喜ぶと思う」

　ブリュンヒルドの住民にはイーシェン出身者が多い。もちろん騎士団員にもだ。久しぶりに懐なつかしい味をみんなに楽しんでもらうのも悪くないだろう。

　みんなも興味を持ったみたいだったので、餅もちつきの動画をいくつか見せたらすごく面おも白しろがっていた。面白かったけどあの高速餅つきはやらないぞ。

　どうせ餅を作るんだから、他のも食べたいというみんなのリクエストにお応こたえして、ひと通りのレシピをルーへと提供した。
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　きな粉餅、納なつ豆とう餅もち、磯いそ辺べ巻き、あんころ餅、お雑ぞう煮に……どうしても正月っぽくなる気がしたので、白玉粉や上新粉の作り方も送っておく。団子系の方が食べやすいしな。

　餅つきの動画を見てはしゃいでいたスゥが僕のところに駆かけ寄よってくる。

「のう冬夜。今度いろはをブリュンヒルドに招待してもよいかのう。わらわもいろはともっと遊びたいのじゃ」

「もちろん。美味しいものや楽しいことをいっぱい用意して歓かん迎げいしよう」

　その時には八重のご家族や家泰さんたちも一いつ緒しよに招待しよう。楽しんでもらえるといいな。

　それまでに完かん璧ぺきなブリ大根を、とルーが意気込んでいたが、当日、七重さんがお土産にと持参した『ブリ大根の炊き込みご飯』を前に敗北を喫きつしたのはまた別のお話。







第三章　『王』の復活







「お帰りなさいませ、冬とう夜や様、奥おく様さま方がた」

『ピ』

『ポ』

『パ』

　銀竜が人化した白しろ銀がねに合わせるように、『エトワール』ゴレムの三体が小さくお辞じ儀ぎをする。だんだんとこの三体も様になってきたな。

　今回、裏世界に来たのは、先日起こったサンドラでのフレイズ大だい襲しゆう来らいが、こちらの世界でも影えい響きようしていないか確認するためだ。

　こちらには『王』の核かくを求めるフレイズは出現しない。だが、変異種は別だ。表世界と同じように、変異種が裏世界に大量に現れていないかとちょっと心配に思ったわけで。

　ま、ついてすぐに『変異種』を検索したけど、引っかからなかった。どうやら杞き憂ゆうであったようだ。

「冬夜君、冬夜君。先さき程ほどの『奥様方』ってのはボクも入っているのかな？　な？」

「入ってないから。『奥様たちとその他の方』だから」

「『奥様方と愛人の方』かもしれないだろ」

　相変わらずだぶだぶの白衣を着た博士がニヤニヤしながらそんなことを言ってきた。

　今回同行してきたのは、ユミナ、ルー、リンゼ、リーン、博士の五人。

　スゥ、エルゼ、八や重え、ヒルダ、桜は用事があって来られなかった。スゥは実家の、エルゼ、八重、ヒルダは騎士団の、桜はお母さんであるフィアナさんの学校の手伝いだ。

　今回は変異種のことを確かく認にんしに来ただけなので、用事はもう済んでしまったのだけれど、リンゼとリーンが屋や敷しきの書庫で本を読みたい、博士がこないだできなかった街の散策をしたいと言ってきた。

　このまま帰るのももったいないので、付き合うことにする。ユミナやルーも乗り気だったしね。

「じゃあとりあえず、また聖王都に行ってみようか」

「ついでに食事もしてきましょうか」

「いいね」

【ゲート】を開き、以前のように人ひと気けのない裏路地に、僕ぼくとユミナ、ルー、博士の四人が転移する。

　大通りに出ると、相変わらずゴレムたちの行き交う賑にぎやかな喧騒が聞こえてきた。

　町の新聞売りから新聞を買い、いろんな場所を散策した後、以前みんなと入ったカフェへと向かう。

　昼下がりの食事時を越こえたこともあって、席にはすぐに座すわれた。軽い食事と隣となりの席の人が飲んでいた『コフィ』という飲み物を注文してみる。この香かおりはおそらくコーヒーだと思うんだが。

　運ばれてきたサンドイッチやサラダを食べながら、僕は買った新聞に目を通す。リーンがいたらまた行ぎよう儀ぎが悪いと叱しかられそうだけど。

「こういった新聞は便利だよなあ。ブリュンヒルドでもできないもんかな」

「今のところ、遠えん距きよ離りの通信方法が一いつ般ぱん的てきにあまり発達してないからね。バビロンで量産してもいいんだが、この手のものはどうしても誤報や陰いん謀ぼう論の類たぐいを生み出す。いたずらに世間を賑わすのもどうかと思うけど、便利なことは確かだね」

　博士に新聞を渡し、食後に運ばれてきた『コフィ』を飲む。うん、やっぱりコーヒーだな。少し酸味が強くてどっちかというと苦手な味だが、飲めないわけじゃない。

「おや？」

　新聞を読んでいた博士が小さく声を上げる。そのまま目を細めて何かを凝ぎよう視ししていたが、ポケットの中から何かを取り出し、新聞へ向けて覗き始めた。あれって、ルーペか？

「どうした？」

「いや、ここの記事なんだけどね」

　博士が指し示す場所には『海カイ賊ゾク船セン、バルクル港ニ漂ヒヨウ着チヤク』とあった。

「海賊船ト思ワシキ船セン籍セキ不明ノ船、バルクル港ニ漂着ス。乗組員三十四人ヲ捕ホ獲カク……これが？」

「ここに載のってる難破した海賊船とやらの写真を見てくれ。ここだ。ボロボロになった帆ほに描えがかれている紋もん章しよう。見覚えはないかい？」

　んん？　紋章？　博士からルーペを借りて、モノクロの新聞写真を拡大して凝視する。半分ほど破れているな。

　ルーペの中に見えるのは、星の輝かがやく盾たてを支える白と黒の一角獣ユニコーン……。これって……！

「なんでリーフリースの紋章が……!?」

　愕がく然ぜんとしてルーペで拡大されたそれを凝視する。まさか……これって海かい賊ぞく退治の際に行方不明になったっていう船か!?　確かマクレーン号とかいう……！

　慌てて記事を読み進めると、港に打ち上げられた船は国こく籍せき不明の謎なぞの船で、乗組員は全員言葉が通じず、現在バルクル港の領主が捕とらえているという。武装船だったため、海賊ではないかと判断されたそうだ。

「どういうことですの？　なぜリーフリースの船がこちらの世界に？」

「わからない……。前に神様から異世界に流れ着いてしまうことはよくあるって聞いたことがあるけど……」

　ルーの質問に答えながら、僕は頭を整理しようとした。これは偶ぐう然ぜんなのだろうか。それとも……。

「どっちにしろ放っておくわけにはいかない。助けないと」

「待ちたまえ。助けるのは構わないが、その後はどうする？　リーフリースに帰すのかい？」

「そりゃもちろん……って、そうか……」

「そう。普通に助ければこの世界のことを説明しなきゃならなくなる。乗組員だけじゃなく、リーフリース、延ひいては表の世界の代表者全員に。まだ早計だと思うがね」

　確かに。異世界なんて、みんながみんなユミナたちみたいに受け入れられるもんじゃない。フレイズたちの存在があるから、ある程度の理解はできるだろうけど……。

「……確か闇やみ属性の古代魔ま法ほうに、催さい眠みん状態にするやつがあったよな？」

「【ヒュプノシス】のことかい？　まあ、あれなら記き憶おくをあやふやにできるだろうけど」

　闇属性の古代魔法には精神干かん渉しよう系の魔法も含まれる。記憶操作、昏こん睡すい、混乱、発はつ狂きよう、誘ゆう惑わく、心しん神しん喪そう失しつ、精神崩ほう壊かいなど、一つ間ま違ちがえば大変なことになりかねない魔法が多い。

　本来ならば悪党や犯罪者以外に使うのは躊躇ためらうところだが、この場合致し方かたあるまい。それに言葉も通じず、わけのわからないまま牢ろうに閉じ込められているのなら、そんな記憶は無い方が幸せかもしれないしな。

【ヒュプノシス】なら僕もバビロンの『図書館』で魔法書を読んだことがあるから、多分使えると思う。

「とにかく救出しに行こう。場所は……パナシェス王国、バルクルの港……ここか」

　スマホのマップ画面（カフェであるため空間投とう影えいはしていない）で、新聞で書かれている港の場所を確認する。

「パルーフとリーニエ……私たちの世界で言うパルニエ島にある国ですね」

　マップを覗き込んだユミナが言う通り、バルクルの港は僕らの世界のパルニエ島に存在していた。

　アレントからは少し距きよ離りがあるな。

「一いつ旦たん、僕がここまで飛んでいく。みんなはここで待っててくれ」

「わかりました。気をつけて下さいね」

【テレポート】を使えば一瞬にして転移することができるのかもしれないが、以前それで痛い目にあっているからなあ。横着せずに行ってこよう。全力で飛ばせば十分もかからないだろ。

　カフェを飛び出し、すぐ横の裏路地へ入って【インビジブル】で姿を消す。そのまま一気に【フライ】で上空数千メートルまで飛び上がり、【アクセル】による超ちよう加か速そくで雲の上を高速飛行した。

　やがて海へと至り、その先に大きな島が見えてきた。あれがパルニエ島ならぬパナシェス王国だな。

　その南東に位置するバルクルの港に降り立つと、僕はすぐさま【ゲート】を開いて聖王都の裏路地に戻り、カフェで待つみんなを連れて、再びバルクルの港へと【ゲート】でトンボ返りした。

「船がたくさん泊とまってますわね。変わった形の船ですこと」

　港に浮かぶ船を見ながらルーが辺りをキョロキョロと見回す。

　港に並ぶ船の中には、帆が張ってない船もあった。蒸気船……いや、魔導船か？　桟さん橋ばしでは乗組員に交じって何体かのゴレムも荷下ろしなどをしている。……あの船、腕が付いているけど、まさか船自体がゴレムなのか？

　港の露ろ店てんでは魚がたくさん売られていた。独特の生なま臭ぐささが鼻を突いたが、思ったほどでもないな。魔道具かゴレムが生み出した氷で冷れい凍とうでもしているのだろうか。

　露店で売られている焼魚のいい匂においに釣つられそうになるが、我が慢まん我が慢まん。そんなことをしている場合じゃない。でもあっちで焼いているのってサザエかなあ……。

「冬夜さん、あれ！」

　ユミナが指し示す先、人目の付きにくい海岸に、ボロボロになった船が静かに浮かんでいた。そしてその折れかけたマストに力なくぶら下がっている帆にはユニコーンの紋章。やはりリーフリースの紋章だ。間違いない。

　近寄って船体を確認してみると、『マクレーン号』と船名が刻まれたプレートが取れかけてはいるが、なんとかぶら下がっていた。

「やっぱりこの船はマクレーン号だ」

　悪運刑けい事じと同じ船名の通り、しぶとく生き残ったわけか。

　僕は詳くわしい事情を聞くために、近くにいた水夫に声をかけた。

　なんでもこの船がここに漂着したのは今から四日前、嵐あらしの通り過ぎた朝だったという。船内で見つかった乗組員たちは三十四人。他にも何人かいたようだが、すでに死んでいたらしい。

　事情を聞き出だそうとしたが、全く言葉が通じず、意味不明な単語を並べるだけで、会話にならなかった。

　どこからきたのかと地図を見せて指し示せと言っても、地図をひっくり返し、何かを訴うつたえるばかりで要領を得ず、ゴレムを見ては怯おびえていたようだ。極限状態のためか、そのうち暴れ始める者も出始め、止やむを得えず拘こう束そくし、牢へと放ほうり込まれたという。

　船内からは武器や大たい砲ほうなどが発見され、近海を荒あらし回まわる海賊の一味ではないかとされた。そりゃあ元々軍船なんだから武器ぐらい積んであるよな。

「本来は海賊を退治するために出港したのになあ……」

　それが海かい賊ぞく扱あつかいとはなんともやるせない。

　現在はまだ処しよ遇ぐうが決まってないみたいだけど、完全に海賊と判断されたら縛しばり首くびだ。早いところ助けてやらないと。

　マクレーン号の乗組員たちは、港にある警備兵の宿舎に隣りん接せつする牢へと入れられているらしい。

　僕らは港の一角にあるその三階建ての宿舎へと辿たどり着ついた。この隣の建物が牢になってるのか。コンクリートのようなものでできた、無骨な建物だ。

　昼間だからかもしれないが、入口の見張りは一人だけ。

　通りには人も普通に歩いているし、何かあれば隣から警備兵が飛んでくるだろう。それ故ゆえの警備の緩さか。こっちとしてはありがたいが。

「【インビジブル】」

　物もの陰かげで全員の姿を消して、見張りの横を堂々と通過する。建物の奥おくまった一角に、地下へ向かう階段があり、その先に幾いくつかの牢があった。

　十人ほどで、三つの牢に分けて投とう獄ごくされているらしい。みんな項うな垂だれて、力なく座っている者や、横たわっている者、小さく嗚お咽えつを漏もらしている者もいる。

【サイレンス】を発動させて、外部には音が漏れないようにする。これで騒さわいでも上の兵士には見つからないだろう。

【インビジブル】を解除する。突とつ然ぜん目の前に現れた侵しん入にゆう者しやに、乗組員たちが驚おどろいて後ずさった。

「この中に船長、もしくは隊長の人はいますか？」

「あ、あんた俺おれたちの言葉が話せるのか!?」

「はい。あなたたちがリーフリースから海賊退治に向かったことも知っています」

　驚いていた乗組員の中から汚よごれた服を着た赤あか髭ひげの男が鉄てつ格ごう子しの前までやってきて、僕に話しかけてきた。

「シモンズという。私がこの部隊の副隊長だ。隊長はここに流れ着く途中、海に放り出されてしまった」

「いったい何があったんですか？　詳しく聞かせてください」

　僕が語りかけるとシモンズ副隊長は苦く悶もんの表情で俯きながら、記憶を辿るようにぽつぽつと話し始めた。

「わからない……。あの日、私たちは他の船団と共に、海賊たちのアジトに向かっていたはずなんだ。ところがふと気付くと、周り一面、霧きりに覆われていた。その時点でおかしいと気付くべきだったんだ。それまではよく晴れた天気だったのに。霧はどんどん深くなってきて、そのうち、その霧が黄金の輝きを発しているのに気付いた。黄金の霧に包まれて、私たちはどこへ向かっているのか、進んでいるのか、回っているのか、なにひとつわからなかった。コンパスは使い物にならず、太陽も星も見えなかった。やがて霧が晴れてきたと思ったら、今度は大おお嵐あらしだ。みんな船にしがみつき、沈ちん没ぼつしないように祈いのるのが精いっぱいだった。嵐が去り、気が付くと、私たちはここの海岸に打ち上げられていた。助かった、と思ったら今度は話が通じない。知りうる限りの国名を並べ立てても全く知らないみたいだった。それにあの見たこともない船に見たこともない鉄の生き物……。なあ、あんた、ここは一体どこなんだ？　あの鉄の生き物は一体なんだ？　ひっくり返った地図は――――」

「【闇よ誘いざなえ、栽さい植しよくせし偽いつわりの記憶、ヒュプノシス】」

　シモンズ副隊長に最後まで言わせず、問答無用で【催眠】の魔法を発動させる。

　辺りに薄うす紫むらさきの靄もやが立ち込めて、乗組員たちはだんだんとトロンとした目つきになっていった。

「いいですか。あなたたちはリーフリースの船団からはぐれ、海の魔ま物ものに襲おそわれました。なんとか助かりましたが、遭そう難なんしてしまい、嵐に巻き込まれて生死の境を彷徨さまよいました。奇き妙みような夢を見たり、空腹や極限状態からくる幻げん覚かくに惑まどわされたのです。変な船や鉄の生き物はそのせいです。それは夢です。幻覚です」

「げん……かく……」

　乗組員たちがぼーっとした目で、ブツブツとつぶやいている。うまく刷すり込めたかな。

　ルーがそんな大おお雑ざつ把ぱでいいのかと尋たずねてきたが、こういったものは本人が自分の都合良く記憶を書かき換かえるから、多分大丈夫だろ。嵐にあったのは本当らしいし。

　要はこの港町でのことを夢と思ってくれればいいんだ。

　牢の鍵かぎを壊こわしてから、【ゲート】をドラクリフ島の屋敷の庭へと繋つなぎ、ユミナたちに先導して先に連れて行ってもらう。

　夢遊病者のようにふらふらと乗組員たちはユミナたちに導かれるまま【ゲート】をくぐっていく。

　ユミナたちも含ふくめ、全員を向こうへ転移させてから、僕は地ち下か牢ろうを脱出。海岸に打ち捨てられたマクレーン号を【ストレージ】に回収する。そして騒ぎになる前に僕もドラクリフ島へ。

　転移してきた庭では、相変わらず視点の定まらない目をした乗組員たちが座り込んでいる。

　あまり長い間この状態にしておくのは、こちら側としても精神衛生上、良くないな。早いとこ元の世界へ連れて行ってあげないといかん。

　と、不意にスマホが着信を告げる。んん？　こっちの世界で着信が来るってのは……。確認すると、やはり『着信　神様』の文字。

「はい、もしもし」

『おお、冬夜君かい。そっちは大変そうだのう』

「あれ、もしかして見てました？」

『うむ。少し話があっての。今、君が関かかわっている問題にも関係しておってな。あとで時間が取れたらこちらへ来てもらえるかい？』

　神界へ？　なんの話だろう？　とりあえず了りよう承しようして、電話を切る。

　今、僕が関わっていること……というと、この異世界漂ひよう流りゆう事件、か？　なにか神様の方で、問題でも起こったのだろうか……。

　……おっといかん、まずはこの人たちをどうにかしないと。

　僕は庭の中央に立つ『次元門』を開き、二つの世界を繋げた。







◇　◇　◇







　マクレーン号の乗組員たちを元の世界へ連れてきた僕らは、その日のうちに人ひと気けの無いリーフリースの海岸にマクレーン号を浮かべ、その船内に乗組員たちを運び込んだ。

　やがて船内で気が付いた乗組員たちは、目の前にある海岸を見つけると、喜びながら海へと飛び込んで、全員が無事に上陸した。すぐ近くに街かい道どうがあり、歩けば三十分ほどで漁村につく。

　ま、ここまでの行動も【ヒュプノシス】で刷り込んでおいたんだけどね。

「とりあえずこれでひと安心かな」

「よかったですね」

　漁村の物陰から乗組員たちを覗のぞき見みる。食べ物を分けてもらい、漂流していた時のことを村人に説明しているが、ちゃんと裏世界のことは記憶から消えているようだ。

　船員たちを送り届けた僕らは【ゲート】でブリュンヒルドに帰き還かんすることにした。

　しかし、いったいなんだって向こうの世界へマクレーン号は行ってしまったのだろう。

　僕らの世界にも神かみ隠かくしという言葉があるが、あれって異世界へと事故で転移してしまった人たちなのだろうか。マクレーン号もたまたまそんな人たちのように裏世界へと紛まぎれ込んでしまった？　そうだろうか……。

　おっと、神隠しといえば、神様に呼ばれていたんだった。神様に聞けば何かわかるかもしれない。

　ちょっと出かけてくる旨むねをユミナたちに伝えて、城の厨ちゆう房ぼうからお土産みやげにプリンやケーキ、どら焼きなど、スイーツを数点か箱はこ詰づめして手土産にする。料理長のクレアさんがいなかったので、無断でいただくことになってしまったが……あとで怒られたら、謝あやまろう。

「じゃあちょっと行って来ます」

「よろしく伝えておいてなのよ～」

　同じように厨房でケーキを手に入れた花恋姉さんが手を振ふって見送ってくれる。あれも僕がつまみ食いしたことになるのかなぁー……まあ、いいけど。

【ゲート】を使って、神界へと跳とぶ。相変わらずの雲海に浮かぶ四よ畳じよう半はんで、神様が座ざ布ぶ団とんに座っていた。

「おお、来たかね」

「お久しぶりです。あ、これお土産で」

「おや、すまないのう」

　スイーツの箱を受け取った神様は、部屋（と言っても、相変わらず壁かべも天てん井じようもないが）の隅すみにあった小さい冷蔵庫の中へプリンやケーキを入れ、どら焼きはお茶と共に卓袱ちやぶ台だいの上に出してきた。

「それで話ってのは……」

「そうじゃのう……どこから話したらいいものか……。まず、ワシら――神々が管理する世界というものから話すかの」

　世界神様は白く長い髭を撫なでながら話を始めた。

「知っての通り、神々が管理する世界は無数にある。そして我々が管理するのは『世界』であって、そこに生きる者たちではない。文明が発展しようと滅めつ亡ぼうしようと神々が強ごう引いんに干渉することはない。なぜなら滅ほろびも『世界』の流れの一部じゃからじゃ。そして残念ながら滅びた世界は破は壊かい神に消しよう滅めつされる。破壊神はそれが役目じゃからな。そしてまた新しい世界をワシが創つくるのじゃ」

　噂うわさに聞いた破壊神か……。世界神様の口くち振ぶりだと、名前とは違ちがってまともそうな神様らしいけど、名前がおっかないわあ……。

「また、他の世界に悪あく影えい響きようを与あたえてしまいそうな『外れた世界』も、破壊神の対象となる。邪じや神しんが生まれ、歯止めが利きかなくなった世界とかの」

「ちょ、ちょっと待って下さい。それって……！」

「いや、君らの世界は正確にはまだその対象に入っとらん。邪神が降臨して、暴走したわけでもないしの。だが、水際なのは確かじゃ」

　ってことはなにか？　邪神が降臨してしまったら、破壊神の消滅対象になるってのか!?

「問題はそれだけじゃなくての。その邪神が自らの眷けん属ぞくを使って次元の狭はざ間まから悪わる巧だくみをしておる。これを見たまえ」

　世界神様が卓袱台の上に右手を翳かざすと、立体的な僕らの世界地図が映し出される。

　次いで、左手も翳すと、裏世界の地図も現れた。まるで鏡に映したように左右対たい称しようなその二つの世界が卓袱台の上に静止する。っていうか、あの世界って平面世界なのか？

「これが半年前の二つの世界じゃ。そして……」

　二つの世界が少しずつ近づいていき、一部分が少しだけ重なる。

「これが現在の世界じゃ。邪神めらが二つの世界を繋げようとしておる。いや、もう繋がり始めているな」

「なっ……！」

　裏世界に変異種が現れたり、マクレーン号のこともあったので、なにか暗あん躍やくしているんだろうなとは思っていたが……二つの世界を繋げる!?　そんなことができるのか!?

「なんだって邪神はそんなことを……」

「二つの世界が繋がると、それはもう別の一つの世界じゃ。そしてそれを生み出したのは世界神であるワシではない。つまり、ワシの手から離はなれるんじゃよ。おそらくこれは、取り込んだ従属神の入いれ知ぢ恵えじゃろうな」

「な……！」

　世界神様の手から離れる!?　それって……！

「本来ならば、こういった神の手から『外れた世界』は、神々の判断によって、破壊神が消滅させることになっておる。他の世界と一緒にしておくと、独自の進化を遂とげて、悪影響を及およぼしかねないのでな。だが、それはワシらとしても本意ではない」

　世界神様が鋭するどい目で僕を射い貫ぬく。思わずゴクリと唾つばを飲んでしまう。

「そこで、じゃ。ワシらはこの問題を全すべて冬夜君に任せることにした」

「はい!?」

　ちょ、待って、どういうこと!?　まさかの丸投げですか!?

「この二つの世界で起こっている異常事態を収束させること。世界神の名をもって、これを成せば君を上級神の神族と認める」

「はああ!?」

　上級神!?　上級神って花恋姉さんたちや諸もろ刃は姉さんたちより上なのか!?　いきなりそんなのアリなの!?

「ぶっちゃけるとな、邪神を倒たおしたところでこの二つの世界……まあ一つになってしまうんじゃが……それを管理する神がいないんじゃよ。ワシの手から一度離れた以上、また新しい世界として組み込むには成長しすぎててのう。誰だれかが管理してくれると助かるわけじゃ」

「それを僕にしろと？　神様の真ま似ねなんてできませんよ！」

「真似じゃなくて本当に神になるんじゃが……。なあに難しいことはない。破壊神が出張ってくるような事態にならないように、気をつけていればいいだけじゃ」

　出張ってくるような事態にならないようにって……世界神様あんたがやってても、今なりかけてるじゃん！　大丈夫なのか!?

「もちろん、邪神を倒してすぐに神界へ来て仲間入り、とはせんよ。研修期間として一定期間地上で過ごしてもらっても構わんから」

「ちなみにそれってどのくらい……」

「そうじゃの、二、三千年くらいか」

　長っ！　研修期間、長っ！　株式会社神様カンパニーは新入社員を懇こん切せつ丁てい寧ねいに指導します！

　つまりはなにか、邪神問題を解決すれば晴れて正式採用、入社式まで二、三千年地上で研修、それが終わったらその世界の管理職に、ってか。うん、いろいろおかしい。

「それって絶対ですか……？」

「いや。拒こばむならそれはそれでかまわんよ。ただ、そうなると君らの世界は神の管理から離れる。『外れた世界』がおかしな進化を遂げ、もし悪影響を与えると判断されたら……。せっかく邪神を片付けたのに、そのあと破壊神に消滅させられては元も子もないじゃろ？」

「選せん択たくの余地がないじゃないですか……」

「すまんね。これでもなるべく波風の立たない方法を選んだつもりなんじゃが」

「……いや、放っておいたら邪神ごと破壊神に消滅されて終わりだったんでしょ？　まだやり直せるだけありがたいです。それにあの邪神には好き勝手されてるんで、一発ぶん殴なぐらないと気が済まないし、ちょうどいい」

　ぬるくなったお茶を一気に飲み干す。面めん倒どうなことになったが、いずれは通る道だ。管理職なんてやれるかわからないけど、二、三千年もあれば慣れるだろ。

　いや、まずは邪神のヤツをぶっ飛ばさないといけないんだけど。

「引き受けてくれてありがとうよ。ワシもあの世界が消えるのは嫌いやじゃったからの」

　そう言いながら世界神様もお茶を飲む。世界神様も一度降りてきてるしな。多少は愛着でも湧わいたのだろうか。

「もしあの世界が問題ありと判断されたとしたら、僕らってどうなってたんですか？」

「君と君の眷属……お嬢じようさん方は別の世界に避ひ難なんさせたかの。それ以外は世界も人も全て破壊神によって消滅させられる。塵ちりも残らんよ」

　それを聞いてゾッとした。国のみんなや各国の王様たち、知り合った全ての人々がこの世から消える。そんなこと考えたくもない。

　普ふ通つうならば邪神のこともフレイズのこともみんなまとめて消滅させるのが、破壊神の仕事なんだろう。そこを曲げてくれたのは、僕がたまたまその世界にいたからでしかない。なら、やることをやるまでだ。

　僕は自分がやれることを精せい一いつ杯ぱいやろうと心に決めた。










　……はずなんだが、神界から帰ってきてから、あらためて事の重大性に気付き、僕は自室のベッドの上でゴロゴロと転がっていた。やっぱり無理なんじゃないかねえ……。

「世界の管理とか……僕にできるのか？　国ひとつまともに管理できてるか怪あやしいってのにさ」

　枕まくらを抱かかえてゴロゴロと、ベッドの上を行ったり来たり。むー、悩なやむのは気が早いってわかっているんだけど。まずは邪神をなんとかしないといけないしな。

「あー……でもなー、うー……」

　大きな仕事を任された新入社員ってこんな気持ちなんだろうか。いや、そもそも新入社員にこんな大きな仕事を任せないっての。

　普通、こういうのって、頼たよりになる先せん輩ぱいとかがフォローしてくれたり……。

「ダメだ……。頼りになりそうなの耕助叔父おじさんしかいないじゃんか……」

　恋バナ好きと、バトルジャンキー、狩人かりゆうどと音楽マニア、あと飲んべえしかいないぞ。耕助叔父さんだって農業以外はダメだろうし。

　下級神ってのはそういう専門的な神で、上級神ってのがその他を含めた管理職ということなんだろうけど……うむむ……。

「なにを悩んでるんですか？」

「あー、ちょっと面倒なことに……」

　って、突然かけられた声に、はっとしてベッドから首を上げる。そこには寝ね巻まき姿のユミナが立っていた。いつものように寝巻き姿も可愛かわいい。

「どうしてここに……？」

「冬夜さんが少しおかしかったので。夕食もあまり食べませんでしたし、なにか考えごとをずっとしていて、上の空でしたし」

「あー……ごめん」

　どうやら心配させてしまったようだ。こんな男が世界を管理する？　世界も迷めい惑わくなんじゃないかなあ。いかん、また自じ虐ぎやく的てきになってるな。

「それで？　なにがあったんですか？　私には話せないことですか？」

「いや、そんなことはないけど……」

　ユミナたちにはもう神様のことは話しているし、眷属化が始まっている以上、これは彼かの女じよたちにも話しておくべきことだ。

　僕は神様から教えてもらった内容をユミナに話し始めた。世界の消滅とか、なるべくショックを受けないように願いながら。

「なるほど……。それで悩んでいたんですね？」

「まあね……。いきなり神様の仕事をしろって言われてもね。いや、その仕事を始めるのはまだまだ先のことなんだけどさ」

　自じ嘲ちよう気味に笑う。こんな話をするのはちょっと情けないが、今さら見み栄えを張ったって仕方ないしな。

「大だい丈じよう夫ぶです。冬夜さんならできます」

「いや、励はげましてくれるのは嬉うれしいけど……」

「大丈夫です。絶対に。この世界ももう一つの世界もきっと救えます。冬夜さんですから」

　まっすぐなオッドアイが僕を射貫く。その根こん拠きよのない自信はどこからくるのか。信じてくれるのは嬉しいけどさ。

「それに、私たちだってお手伝いします。だから、一人で抱え込まないで下さい。みんな一いつ緒しよに頑がん張ばればきっと大丈夫ですよ。冬夜さんには助けてくれる人たちがたくさんいるじゃないですか」

　そう言って小さな僕の婚こん約やく者しやは笑えみを浮うかべる。その優やさしさが身に沁しみて、思わず手を伸のばし、ユミナを抱だきしめてしまった。

「ごめん、心配かけて。……そうだね、僕にはみんながいる。だからできないことなんかない……。悪いけど手伝ってくれるかな？」

「はい……」

　ぎゅっとユミナも抱きついてくる。この子たちと出会えて本当に良かったと思う。

　僕にとってかけがえのない大切な人たち……彼女たちだけじゃなくて、今まで出会ってきたみんなや、この世界に生きる優しい人たちのために。僕は僕のできることを精一杯やらねば。

「ユミナ姉様ばかりずるいのう……」

「しっ！　スゥ、静かに！」

　なんか聞こえた！　ばっ、と視線を部屋の中へ向けると、不自然な部分がやたら目につく。

　膨ふくらんだカーテン、服がはみ出したクローゼット、椅い子すが飛び出した机、本ほん棚だなの陰かげから見える足。

「いつから!?」

「冬夜さんがベッドの上で、ゴロゴロと転がっていたときからです」

「最初からかよ！」

　見つかったー、とばかりにカーテンの陰やクローゼットの中からエルゼたち八人が出てくる。ポーラまでいやがる。

　っていうか、みんなが部屋に侵しん入にゆうして隠かくれてたのに、ゴロゴロしてて気づかない僕も僕だ！

「なんで隠れてるんだよ……」

「誰が冬夜さんを慰なぐさめるかって話になりまして」

「ユミナ殿どの、ジャンケン強すぎでござるよ……」

　またそんなので決めたのかよ……。ため息をつく僕ぼくに今度はスゥが飛び込んでくる。

「よいか冬夜。なんでもかんでも一人で悩むでない。わらわたちがいるではないか。我らは最強の家族だぞ？　破壊神なんかに負けるものか」

　いや、破壊神は別に敵じゃあないんだが。まあ、その気持ちは嬉しい。ユミナと同じくスゥも抱きしめると、にへへーと彼女は笑った。そのまま頬ほおにキスをされる。
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「あっ!?　なっ、なに抜ぬけ駆がけしてんのよ!?」

「そうです！　一番年下だからって毎回ズルいですよ！」

「……負けない」

　詰つめ寄よるエルゼとリンゼの間をすり抜けて、桜が僕に抱きつき、スゥがしてくれた逆の頬にキスをした。

「「「「「「「あっ!?」」」」」」」

　それを皮切りに次々とみんなが僕にダイブしてきた。ちょ、待った！　嬉しいんだけど、さすがに無理！

　なっ!?　人のズボン下ろそうとしてるの誰っ!?　って、ポーラかよっ！

　みんなにもみくちゃにされながら、彼女たちと一緒ならどんなことも乗のり越えられると僕は確信していた。







◇　◇　◇







　さて、覚かく悟ごを決めたはいいが、これからどうしたものか。

　とりあえず今まで通りフレイズや変異種は殲せん滅めつするとして、世界が一つになった時にみんなに混乱しては欲ほしくない。

　まあ、混乱するなっていう方が無理なんだろうが……。

　表世界だけじゃなく、裏世界も混乱するだろうからな。

　そうだな……とりあえずは――――。










「【異空間転移】を教えて欲しい？」

　朝ごはんのトーストをもぐもぐさせている花恋姉さんと、すでに食べ終え、食後の紅茶を飲んでいた諸刃姉さんたちに話を切り出す。

「なんでまた……って、決まってるか。例の話だね？」

「うん。二つの世界を行き来するのに、【異空間転移】が使えると助かるからね」

　いちいちバビロンから転移するのも面倒だし、使えるようになった方が、行動の幅はばも広がる。以前はさらに神族に近づくってことで敬遠していたが、もうここまで来たら関係ない。

「まあ、教えること自体はやぶさかではないんだがね。私たちは冬夜君のサポートとしてここにいるわけだし」

「うーん……ただ、教えることって実はそんなに無いのよ」

「え？　どういうこと？」

　トーストを食べ終わった花恋姉さんの返事に思わず眉まゆを上げる。

「【異空間転移】って、結局は転移魔法と同じだから、その感覚を掴つかみさえすれば難しいことじゃ無いのよ。私たちといくつか世界を回れば、冬夜君もコツを覚えると思うのよ」

　世界を回るって……この世界を、ってわけじゃないよな？　いろんな世界を、ってこと？

「どっちが教えようか？」

「諸刃ちゃんは騎き士し団だんの訓練があるから私が教えるのよ。一応、冬夜君のサポートは私が代表だし？　ま、たぶん一日で覚えられると思うのよ」

　紅茶を飲んで花恋姉さんが立ち上がる。一日で覚えられるもんなのかな……スパルタはちょっと勘かん弁べんだけど、そうも言ってられない、か。

　二人で連れ立って中庭へと移動する。

「じゃあまず、『神気』を身体からだ中じゆうに巡めぐらせるのよ。そして薄うすく身体にまとう感じで、少しだけ滲にじませるのよ。間違えて『神しん威い解かい放ほう』しないように気をつけるのよ？　あくまで身体の表面にゆっくりと流すのよ」

　言われた通り身体の中に神気を巡らせて、周囲だけにまとうようにする。これくらいならコントロールすることは難しくない。進歩したなあ、僕も。

「うん、オッケーなのよ。その状態で【異空間転移】をするからしっかりと意識を保ってるのよ？」

　そう言った花恋姉さんが僕の手を握にぎった瞬しゆん間かん、ギュンッ！　と身体が上空に引っ張られる感覚がした。

　まるで逆バンジーのように飛び上がった感覚がしたと思ったら、今度は体重が何倍にもなったような感覚に押おし潰つぶされそうになる。正直言って気持ち悪い。

「うぐっ……！」

「はい、とうちゃ～く」

　間延びした姉さんの声にあたりを見回すと、赤茶けた岩がゴロゴロと転がり、鈍にび色いろの空が広がる荒野に僕らは佇たたずんでいた。

　ＳＦ映画で観みた火星みたいなところだな。砂さ塵じんが漂ただよい、視界の果てまで何もない。赤い荒れ果はてた大地がひたすらに続くだけの世界だ。

「ここって異世界？」

「そう。わかりにくいかもしれないけど、あなたたちの世界とほぼ同階層の世界なのよ。まあ、人類はあまりいないのだけれど」

　どういうことか説明を聞くと、ここではかつて世界大戦が起こり、その結果、大気が毒され、地上では人類は生きられなくなって、地下都市で細々と生きているらしい。

　実際、今立っているこの場所も、普通の人間ならすぐさま肺が腐くさって即そく死しするレベルなんだそうだ。どんな毒だよ。

「まあ、一つの種族が支配者の地位から転げ落ちることなんてザラなのよ。ほら、あれ」

　姉さんが指し示す先には、赤茶けた岩の間をチョロチョロと、小さいカエルのような生き物が六つ足で這はい回っていた。こんな環かん境きようでも適応して生きている生物がいるのか……。

「次はあの種族が地上を支配するかもなのよ」

　地球でも約六六〇〇万年前、恐きよう竜りゆうが絶ぜつ滅めつしている。その理由は隕いん石せき落下説、海面上じよう昇しよう説、下降説、火山噴ふん火か説、伝でん染せん病びよう説、ポールシフト説、果ては宇宙人襲しゆう来らい説と、いろいろあるようだが、そういったこと自体は珍めずらしいことではないのだろう。

　僕らの世界だって、現実にフレイズに襲われているしな。

「さ、次行くのよ～」
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　姉さんが僕の手を取ると、またしてもあのエレベーターの上昇時と下降時の体感を、何倍にもしたような感覚が襲ってくる。うう、気持ち悪っ……。

　その感覚がおさまったあと、目の前に広がるのは先ほどの荒野ではなく、爽さわやかな風が吹ふく草原であった。空には雲が流れ、遠くには高い山が見える。さっきの世界とは大おお違ちがいだ。

「今度は普通の世界だね」

「なにをもって普通と言うかはそれぞれ違うのよ。ちなみにこの世界は動物がいない世界なのよ」

「え？」

　花恋姉さんの言うとおり、空には鳥一羽わ、草原には虫一匹も見当たらなかった。完全に植物だけの世界なのか。

　でも受粉とか、虫ぐらいいないと大変なんじゃないかと思うんだが。土の中にもミミズとかいてくれた方が助かるんじゃ……。

　花恋姉さんが生えていた草の葉を一枚ぷちっと引ひっこ抜くと、そこからすぐさま同じような葉が再生された。なんだこりゃ……。僕も草を一本引っこ抜いてみたが、そこからすぐに別の草が生えてきて、元どおりの状態になってしまった。わけがわからんな……。

　世界が変われば常識も法則も変わる。僕らの考えで理解しようとしても無む駄だなのかもしれない。

「さ、どんどん回るのよ～」

「え、もう!?」

　その世界の説明もろくに聞けぬまま、驚く僕の手を引いて姉さんがまたもや転移する。

　それから僕らは様々な世界を渡わたり歩あるいた。いくつ回ったのかよく覚えていないが、なんとなく【異空間転移】のコツがわかってきたと思う。

【テレポート】と同じく、まず起点になるところを把は握あくし、そこから別の世界を捉とらえる。

　確かに世界は螺ら旋せん階段のように、少しずつ高さを変えて、階位が上がったり下がったりしているが、自分の立ち位置を決めておけば、そこから何段上の右側なのか左側なのか、何段下の前なのか後なのかを把握できる。

　しかも一度行ってしまえば【ゲート】のような感覚で跳ぶこともできるため、迷うことはない。

「それじゃあ、元の世界に戻もどってみるのよ。間ま違ちがえても迎むかえに行ってあげるから頑張ってみるのよ」

　花恋姉さんにそう言われて、目を瞑り、僕らの世界をイメージしてその位置を把握する。たぶんここらへんだと思うんだけれど……。

　覚悟を決めて跳んでみる。だいぶ慣れたが、あの嫌な感覚を伴ともなって到とう着ちやくした先は、普通に田舎いなかの街道という感じの場所だった。連なる山々と草原。空は高く、雲が流れている。

　道を馬車がガタゴトと通り過ぎて行く。遠くに大きな木が見えた。んん？　ここって……。

　街道の横に立つ大きな木の根元まで歩いていく。やっぱりここだ。

　僕が初めてこの世界へ辿り着いた場所。ここから全てが始まったのだ。

　するとここはリフレットの近くか。僕が木に触ふれて感かん慨がい深ぶかいものを感じていると、姉さんが同じように転移してきた。

「お城に転移できれば百点だったのに惜おしいのよ。でもまあ、世界は合ってるから七十点はあげるのよ」

　なかなかに厳しい。苦く笑しようしながら僕は気になっていたことを姉さんに聞いてみた。

「……ちなみにこの【異空間転移】で僕の元いた世界へは行ける？」

「冬夜君のいた世界は少し遠いから今は難しいかもなのよ。でも慣れれば行けなくもないのよ。あまりおすすめはしないけれど……」

　ま、そうか。死んだ人間が現れたらいろいろと問題になるよな。

　姿を消して様子を見ることぐらいが関の山か。いつかは行ってみたいと思うが、今じゃない。

　それに僕の世界はもうここなんだ。

「この【異空間転移】は他に誰か連れても移動可能？」

「たくさんは無理だけど、できなくはないのよ。ただ、最初に行った毒の大気が漂う世界とかもあるから、知らない世界へは普通の人は連れて行かない方がいいのよ」

　確かに。僕らみたいな神気でも使わなきゃ、たちまち死んでしまう世界もあるからな。……そういやエンデはそこらへんどうしてるんだろ？

　あいつの場合、まずは世界の結界の外から様子をうかがって、それから転移してるのかな。最近、あいつ見ないけど無事なんだろうか。そう簡単に死ぬタマじゃないとは思うが。

「そういえば前に従属神と戦ったときに『精せい霊れい界』ってのに跳ばされたけど、あれも異世界？」

「正確に言うとそれぞれの世界に付ふ随ずいした小世界なのよ。冬夜君の世界で言う衛星のような。本体である世界が消滅すれば、その小世界も消えるのよ」

　なるほど。精霊たちも道連れってわけか。あれ？　ちょっと待てよ？

「表世界こつちの精霊界と、裏世界あつちの精霊界って違うものなの？　世界がひとつになったら混ざっちゃうわけ？」

「離れているならそれもあったりするけど、この場合、隣り合った世界だから、精霊界は同じなのよ。ただ、世界が一つになったとき、世界中の精霊たちがどんな反応を示すのかわからないのよ。下手すれば海面上昇とか岩盤隆りゆう起き、異常気象なんかになりかねないのよ」

「……いやいやいや！　さらりと言いますけどそれ大事なことじゃないですか、お姉様！　真っ先に教えてよ！　なんで黙だまってたのさ！」

　僕がそこんとこを突っ込むと、花恋姉さんは真顔になって、動きをピタリと止めた。二、三度瞬まばたきをすると、小さく舌を出して、ウインクを放つ。

「……てへっ♪」

「もしもし、あ、世界神様ですか？　仕事サポートもしないでスイーツをつまみ食いばっかりする神様がいるんですけど、配置換えを……」

「うにゃあああああああっ！　【異空間転移】は教えたのよ！　サボってないのよ！　たまたま忘れてたのよーっ！」

　世界神様に電話するフリをした僕に、花恋姉さんがしがみ付いてくる。まったく……本気で忘れてたな？　危ないところだ。新しい世界が沈ちん没ぼつとかになったら目も当てられない。

「で、どうすれば？」

「あー……、精霊たちにあまり驚かないように説得する？　っていうか、従わせればいいだけの話なのよ。冬夜君も神の眷属なんだし」

　そうか。サンドラで会った砂の精霊もそんなことを言ってたっけな。神の力は精霊にとって絶対的なものだとか。

「まあ、冬夜君はまだ正式な神じゃないから、簡単に従わないのもいるかもしれないけど、それでも従わせることはできるのよ」

「精霊を従わせるって……どうやって？」

「いろんな方法があるのよ。




　①説得する。

　話し合って自分の下についてもらうのよ。平和的解決。ラブ＆ピースなのよ。




　②叩きのめす。

　どっちが上かその身に教えこませるのよ。力こそ正義。サーチ＆デストロイなのよ。




　……以上」

「二つしか無いじゃん！　いろいろ無いじゃん！　選択肢狭っ！」

　話すか殴るかって！　なんだその解決法！

「③弱みを握って脅す……」

「えー……」

「まあ、③だと渋々従っているだけなんで、思った通りに動いてくれるか怪しいのよ。言ってみれば、冬夜君は会社に新しく来た社長なのよ。従ってくれる社員もいれば、舐なめてそっぽを向く社員もいる。時間があれば一人一人話し合うのもいいのよ。でも時間がないのなら――――」

「②ってか……」

　サーチ＆デストロイ？　いやいや、そんな会社、潰れるから。ブラック企業どころかブラッド企業だから。例えが悪いよ！

「何を今さら。琥こ珀はくちゃんたち神獣も似たような方法で従わせたでしょうに」

　いや、まあ。うーん、あれと同じことなのか？

「従ってくれる精霊はそのままで、反抗的な精霊は実力を示せば認めてくれるのよ。大半の精霊は根が単純で素直だから」

　本当かー？　嫌われ者になったりしない？　精霊狩りとか言われないだろうな。そんな昔の青春ドラマみたいに、殴ってお互いを理解、みたいなのになるの？　嘘うそくさい。

「……とりあえず精霊界に行って、話し合ってくればいいのか？」

「まあ、そうなのよ。『今度この世界を管理する予定の者です、いろいろ大変なことになりますが、僕に従って下さい』とでも言えばいいのよ。そしたらおそらく『お願いしまーす』っていう子と、『ふざけんな、認めんぞ！』っていう子に分かれるから。そしたら反抗的な子をデストロイ」

　だから殺す気はないから。姉さん、それ言いたいだけだろ。

　まあ、精霊は死なないらしいし、放っておけばそのうち復活するそうだから、手加減はいらないのか？

　なるべく平和的にいきたいところだけどねえ……。ラブ＆ピースな方向で。

　ただ、今までの経験上、大たい概がい望まない方向に進むからなあ……。

　……やっぱりサーチ＆デストロイ？
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『ブゴオオォォォォォ!?』

　僕の拳を受けて、牛の頭にムキムキとした身体の、ミノタウロスのような精霊が、錐きり揉もみ状態で吹っ飛んでいく。

　えーっと、今吹っ飛ばしたのは『銅の精霊』、いや『亜鉛の精霊』だったか？

　あのあと花恋姉さんとともに精霊界へやってきて、言われた通りの挨あい拶さつと説明をしたんだが、これまた予想通り、『わかりましたー』という素直な子らと、『なんでおめーに従わねぇといけねぇんだよー、ああ？』という捻ひねくれた子の真っ二つに分かれた。

　そんで、現在進行中でそいつらと（拳による）オハナシ中。

　神化しているからそれほど疲つかれはしないけど、とにかく面倒くさい。例えば『銅の精霊』も『亜鉛の精霊』も、言ってみれば金属、もっと言うなら鉱石、つまり『石の精霊』の眷属というわけなんだけど。

　この『石の精霊』さえ従わせれば、他の鉱物系の精霊もたぶん従うと思ったんだが、そうでもないらしい。

『石の精霊』だって、僕の味方になってくれた『大地の精霊』の眷属だけど、反抗してるしな。

　しかしさっきから周りの奴やつらが『石の兄貴が出る幕じゃござんせん。こんなひよっこ神、おいらで充じゆう分ぶんでさ』だの、『なにぃ！　錫すずの精霊が負けただと！　だが調子に乗るなよ、そいつは俺おれたちの中でも最弱の……』だの、とにかくうっとうしい。

『きゃ――――っ！　やりましたわ！　冬夜様がまた勝ちましたわ！』

『あはは、最高っ！　乱暴者の精霊なんてもっとぶちのめしちゃって！』

『いつも威張ってるくせにいい気味です！　スカッとしますわ！』

　キラキラとした乳白色の精霊界で、僕に従ってくれた精霊たちが手を振ふって応おう援えんしてくれる。なぜかこっちには女性体の精霊が多く、あっちには男性体の精霊が多い。

　おかげで一部からは、全然関係ないところで反感を買っているような……。単にあの子らは反抗的な精霊たちがぶちのめされるのを見たいだけな気もするが……。

　もちろん反抗側にも姉御肌はだの精霊とか、不良女子のような女性体の精霊はいるんだけど、さすがに精霊とはいえ女の子を殴るわけにもいかないし、寸止めで終わらせるようにはしている。

　するとなぜかそういう子に限って、負けてこっち側になると、ころっと僕の熱烈な応援をしてくれるのだ。

『冬夜さまぁん！　頑張ってぇん！』

『応援してるわよぉ～んっ！』

『抱きしめてぇ～ん！』

　……ぶちのめした男性体でも熱烈な応援をしてくれる変わったのもいるが。あまりお近付きにはなりたくないタイプだけど。

『次は俺様が相手だ！』

　と、出てきたのはこれまたマッチョな体型をした、上半身裸の男性体。頭にターバンを被り、アラビア風のズボンを穿いている。

『こらあ！　嵐の！　冬夜様に逆らうなーっ！』

『うっ、うるせえっ！　風の姉御の頼たのみでもこいつばっかりは簡単に聞くわけにはいかねえんだよっ！』

　僕の後ろにいる応援団の上空で、薄緑の衣をまとった『風の精霊』が男性体を怒鳴りつけた。こいつは『嵐の精霊』か。風の精霊の眷けん属ぞくなはずだけど、なんか逆らって反抗してるみたいだな。

『いくぜぇっ！』

　嵐の精霊は足に竜巻のような風をまとわせて、一気にこちらへと爆進してくる。さらに拳にまとわせた雷が、強力な一いち撃げきとなって棒立ちの僕を襲おそう――――前に、薄い神気をまとわせたブリュンヒルドでその頭を撃うち抜いた。

『あ痛ッ!?』

『痛い』ですむところが精霊の頑丈さを表しているなあ。弾だん丸がん自体は硬質のゴム弾だったんだけど、神気をまとわせたからかなりのダメージのはずだが。

　勢いが無くなった嵐の精霊をそのまま【パワーライズ】を使って横殴りにぶっ飛ばした。

『どぉおおおぉおぉ!?』

　嵐の精霊はバウンドしながら飛んで行き、さっきぶっ飛ばした亜鉛の精霊にぶつかって止まる。

　はぁ、めんどくさい。荒あれてた中学の時ならもっと暴れたかもしれんが、今はひたすらめんどくさい。

『きゃ――っ！　冬夜様、最高――っ！　嵐め、口ほどにもない！　少しは反省しろ――！』

　風の精霊が追い打ちをかける。おいおい、眷属なんだからもう少し優しくしてやれよ……。なんか泣いてるじゃん、嵐の精霊……。

　精霊たちにも格付けがあって、いわゆる大精霊と呼ばれる精霊もいる。精霊界の重鎮、いわば精霊の代表格たる精霊だ。

　その一人があの『風の精霊』なんだが、とてもそういう風には見えない。うちの花恋姉さんに通じるテキトーさを感じる。

「……なんか変なことを考えてるのよ？」

「……気のせいだろ」

　相変わらず勘が鋭するどい。ジト目で見てくる花恋姉さんの視線をふいと逸らす。

　大精霊には他にも『水の精霊』、『大地の精霊』、『光の精霊』などもいて、彼女たちは僕の方へとついてくれた。

　驚おどろいたのは同じ大精霊であった『闇やみの精霊』がすでに復活していて、しかも僕の側に従ってくれたことである。

　一度ぶちのめしているからかな？　あの時は何百年も封ふう印いんされていて弱ってたし、正気じゃなかったっぽいけど。

　しかし何よりもびっくりしたのが、あのどす黒く、禍まが々まがしい触しよく手しゆを生やした蛸たこの化け物だった闇の精霊が、黒髪黒目の可愛い小さな少女になっていたことである。

　今も黒いワンピースを着て、光の精霊とこちらへ恥はずかしそうに手を振っている。ショートボブの髪かみがサラサラと小さく揺れて、金きん髪ぱつウェーブの光の精霊と二人して立つとまるで姉妹のようだ。

　ラミッシュに現れたあの闇の精霊は、取り込んだ召喚術師のラミレスや、長い時間、人間の負の感情にさらされて、汚染された姿だったのかもしれない。

　正直、あの子をかつてボコボコにしたと思うと罪悪感が半端ないんだが……。そんなことをした相手なのに、恐きよう怖ふ感とかを持たれてないようなのは助かったけど。

　復活すると、もうそれは以前の精霊であって以前の精霊ではない、全くの別の存在として復活するらしい。

　彼女が手を振ってくれるたびに胸が痛む。あの時はごめんね、ホントごめんね。許して下さい。あんないい子だとは知らなかったんや……。

『どいつもこいつも情けないねえ！　あたしが相手になってやるよ！』

　そう言って次に僕の前に出てきたのは燃え盛るような赤い髪をした女性体の精霊。その身に纏った赤い薄衣は風の精霊に似てはいるが、もっと動きやすい短いものだった。

「あれは火の精霊なのよ」

「あの子、大精霊？」

「そう」

　花恋姉さんが教えてくれる。へえ。火の精霊か。っていうか、大精霊って女性体ばっかりだな。

「大精霊……というか精霊は何千年のサイクルで復活の際に男性体になったり女性体になったり、竜とか動物体になったり様々に変化するのよ。たまたまこの時代では女性体が多かっただけなのよ。ま、感情はその性別寄りになるみたいだけど」

　さいですか。女性体だと戦いにくいんだけどなあ。でも、反抗的な精霊で女性体はあの子で最後か？

『いくよっ！』

　爆炎を轟とどろかせながら、左右にステップを刻んでいた火の精霊がまっすぐに突っ込んでくる。足を踏ふみ出だすたびに足元で爆ばく発はつが起こり、その反動で加速をつけているようだった。この子、足の裏にダイナマイトでもあんのか!?

『そらっ！』

　翳した手から火の玉が次々と放たれる。周りの配慮なんて考えずに、ひたすらに炎の玉が周囲を火の海に変えていった。応援してくれている精霊たちが気になったが、水の精霊が防ぼう御ぎよ壁へきを張ってくれたようだ。

　僕は乳白色の世界の空を飛びながら、右へ左へとそれを避けていく。神化してると【フライ】も無しに飛べるのが便利だよな。

『ちょこまかと……ならこれだあっ！』

　炎の柱が何本も上がり、僕の行く手を遮る。それが渦うずを巻き、炎の竜巻となって僕を焼き尽くそうと襲ってきた。

　僕は慌てることなく神気をまとわせたブリュンヒルドを一閃し、容易くそれを斬り裂いて消しよう滅めつさせる。

『なにっ!?』

「次はこっちからいくぞ？」

　神化におけるトップスピードは、地上での【アクセル】＋【ブースト】の加速を遥はるかに上回る。もちろん地上でこんなことをやったらすぐにぶっ倒たおれるだろうが、地上世界よりも天界などに近い精霊界だからたぶん大丈夫だ……と思う。

　一いつ瞬しゆんにして火の精霊の懐ふところに入り込む。片手で彼女の手を取って、怪け我がをさせないように細心の注意を払はらいながら、足を素す早ばやく払い、弧こを描えがくようにその身体を一回転させた。

『なあっ!?』

　倒れこんだ火の精霊の胸元に剣けんの切っ先を向ける。勝負あり、だ。

『ま、まいった……』

　負けを認めた火の精霊の手を取って立たせてやる。ぼうっとして顔が赤いが、大丈夫だろうか。

『つ、強いんだね、あんた……』

「ん？　ああ、まあね。毎日地じ獄ごくの剣鬼にシゴかれてるからね……」

　どれだけ修しゆ行ぎようしても諸もろ刃は姉さんに剣で勝てる気がしないんだよなあ……。まあ相手は剣神だし、剣では勝てなくて当たり前なんだろうけど、体術でも勝てる気はしない……。

「さあ、まだやるか？　次は誰だれだ？　面めん倒どうだから全員でくるか？」

　反抗的な精霊団に向かって安い挑発をかます。正直キリがないからな。もう終わらせたい。

『じゃ、じゃあ、頑張ってな。あ、あたし、あっちで応援するから、さ』

「ん？　ああ、ありがとう」

　もじもじしながら火の精霊は光の精霊たちのいるところへ駆かけていった。

　耳まで赤くして、頭上に陽炎かげろうのような揺らめきまであったが、火の精霊というだけあって、体温が高いんかな？　さっき手を掴んだときにはそんな風には感じなかったけど。

　それを見ていた花恋姉さんが、呆あきれたような視線をこちらに向けた。

「……世界神様の眷属って神格のせいもあるんだろうけど、本人が天然の精霊っ娘こキラーなのよ。末恐ろしいのよ……」

「なんだよ、キラーって……」

　殺してないっつーの。

　不可解な言動を放つ花恋姉さんに文句を言いながら、反抗軍に目を向けるとなぜか凄すさまじい殺気を放っていた。うおっ!?　なんだなんだ、さっきの挑発が効いたのか？

『おのれ……！　我らが希望、火の精霊さんまでも……！』

『羨ましい……羨ましい！　あの野郎、闇の精霊タンだけでは飽き足らず……許すまじ……！』

『今なら俺は神を殺せる……！』

『火の精霊の炎は消せても、この嫉しつ妬との炎は消せやしない……！』

　え？　え？　泣いてんのか？　あれ、あいつらの涙が赤い……。精霊って変わってんなあ。

『『『『『怨おん敵てき滅めつ殺さつ!!』』』』』

『『『『『おおおッ!!』』』』』

　なぜか悲愴な雄叫びを上げなから、残り全員がこちらへ向かってきた。だからなんで泣いてんの!?　ちょっと怖いわ！










　――――――数十分後、襲いかかってきた全すべての精霊はそこら中に死屍累々と転がることになった。

　なんだろうな、このものすごい嫌いやな感じ……。まるで悪者みたいじゃないか。

『悔いはない……負けるとわかっていても立ち向かわなければならない時があるのだ……』

『俺たちが消えても嫉妬の炎は消えない……いつか、いつかあいつを……』

『闇の精霊タン……ハアハア……』

　なんかブツブツと言ってるけど、気にしないことにする。

　応援してくれていた精霊たちの中から、光の精霊が進み出て、軽く手を上げて宣誓し始めた。

『大精霊の名において、望もち月づき冬夜様を精霊の王と認めさせていただきます。なにとぞよしなに我らを導いて下さいますよう、お願い致いたします』

　光の精霊の言葉に続き、水の精霊、大地の精霊、闇の精霊、風の精霊、そして火の精霊が軽く手を上げて宣誓してくれた。

　これで精霊たちの方はなんとかなった、か。かなり力づくだったけど。

　もっとこう、スマートにいかないもんかねえ……。
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「そう言えば今さらだけど、精せい霊れい魔ま法ほうって今はどうなっているの？」

　キラキラとした乳白色の精霊界で、大精霊たちを集めて気になっていたことを聞いてみた。

　今は【ストレージ】にあったイスとテーブルを空間に浮うかべ、紅茶にお茶菓子を出してのお茶会中だ。

　奇き妙みような感覚だが、精霊界には地面がないから、こうするしかない。だけどさっきは吹っ飛ばした嵐の精霊はバウンドしてたんだけどなあ。よくわからん。

「確か古代精霊魔法ってのがあったよね？」

　ベルファストの宮廷魔術師であるシャルロッテさんが研究してた……はず。ずいぶんと長い間会ってないけど、元気だろうか。

『今でも契約が行われれば、私たちは契約者に力を貸しますよ。ただ、それを行使する正しい方法が、今の地上にはどちらの世界もほとんど残っていないみたいです。我々の言葉も失われてるようですし』

『たまに眷属がまぐれで呼び出されることもあるらしいけどよ、一方的にわけのわからんことをまくし立てるだけで、まともに話ができる奴がいないらしいんだよな。ただ、力をよこせ、自分に従えって言うだけで』

　光の精霊と火の精霊が僕ぼくの質問に答えてくれた。

　精霊との契約は平等的なものだ。あくまで精霊たちは力を貸してくれているにすぎない。

　召喚獣と違ちがうところは、精霊の方からも契約を破棄できるということだ。契約していようと、気に入らない願いには応こたえない。

　召喚獣が給料をもらって働く雇用社員だとしたら、精霊は友人でしかない。友人に無理難題を押し付け、家来のように扱えば、愛想を尽かされるのは当たり前だ。

　まあ、雇用社員にだってそんなことをしたら嫌われること間違いなしだが。

「そこのところを重点的に広めた方がいいんだろうな。精霊は平等な存在、人間の友である、とか」

『我々の立場からすると、あまりにも依存されたり、馴れ馴れしくされるのも問題なのですが』

　頬ほおに手を当て小首を傾かしげる大地の精霊。

　精霊とは、言わば自然だ。大昔から人間は山を崇あがめ、海に祈いのり、嵐を恐おそれ、大地の恵みに感謝してきた。だからこそ、神の手足となってこの世界を作り、地上を見守っている。

「ま、大精霊とはいかなくても、せめて眷属との契約を結べれば精霊魔法は使えるってことだよな？」

『そうだな。あたしならサラマンダーとかだけど。契約を結べば火の精霊魔法は使えるようになるんじゃないか』

　茶菓子のクッキーを片手に火の精霊がそう語る。魔ま法ほうの威い力りよくが伸のびるか伸びないかはそいつの才能次し第だいらしいが。

　精霊魔法と普ふ通つうの魔法との違いは、やはり適性にとらわれないということだろう。

　魔法は、火、水、土、風、光、闇、無属性の適性をどれか一つでも持っていないと使うことはできない。

　しかし、精霊魔法は理論上、誰でも使うことができる。契約さえできれば、だが。逆にそこが才能を必要とされる部分でもあるため、どちらが楽とは言えない。

　当たり前だが、水の適性を持っている者は、水の眷けん属ぞく精せい霊れいにも好かれやすい。そう考えると精霊魔法が廃すたれていった理由もわからんでもないな。

　水の属性を持っていて、自分の自由になる水魔法と、水精霊の力を借りないと行使できない精霊魔法。どちらを学ぶかといったら、普通に水魔法だよな。

　だけど精霊魔法にも長所はあって、その最たるものがどんな強力な術を使っても、魔ま力りよくをあまり消費しないということである。

　そりゃそうだ。術を使っているのは精霊自身なのだから。呼び出す魔力しか術者は使わない。

　つまり、魔力の少ない子供でも、強力な精霊と友ゆう誼ぎを結び、その力を借りることができれば、強大な精霊魔法を使うことができるのだ。

　こういったことからも、いかに精霊たちとの関係性が大事かわかるというものだろう。

　僕は精霊魔法を再び世界に広げることを提案し、精霊たちもそれを承諾してくれた。もちろん、契約自体は精霊たちの自由でいい。したくなければしなくてもかまわない。それは当然だ。契約者と精霊とは平等であるべきなのだから。

　ただ、反抗軍だった一部の者は、『俺たちゃ妻帯者、彼かの女じよ持ちとは死んでも契約しねえ！』と宣言していたが。……まぁ、それも自由だ。

　……ちくちくとあいつらが作ってる『しっと』って書かれたマスクはなんなのだろう？　よくわからないのでスルーすることにする。

「問題は精霊を見れる者が少ないということかな」

『一度認にん識しきしちゃえば、視みえる人には視えるようになるよー。妖よう精せい族とかならすぐに視れるようになれるだろうし。たまにだけど精せい霊れい眼って特とく殊しゆな眼めをもつ人間もいるしさ』

　風の精霊が言う通り、魔法に長けた妖精族ならすぐに扱あつかえるようになるかもしれない。だけど、もともと妖精族は魔法をバリバリ使えるからなあ。

　とにかくまずはシャルロッテさんに相談してみるか。一番精霊魔法に理解があると思うしな。
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「……い、いま、なんと……？」

　ベルファストの魔法研究室に閉じこもり、古代精霊魔法を研究していたシャルロッテさんが、その手から書類の束をバラバラと取り落とす。

「だから、精霊魔法を覚える気はないですか、と」

「え？　え？　ちょっと待ってください。精霊魔法を？　冬夜さ……公王陛下、もしかして使えるんですか？」

「使えますよ、ほら」

　風の精霊の眷属であるシルフを呼び出す。可視化してるのでシャルロッテさんにも、三頭身くらいのミニキャラのような、可愛かわいい女の子の姿をした精霊が視えるはずだ。

「なんでぇ―――――!?　なんで使えるんですかあ!?　こんなに研究した私がまだ使えないのに、ずるいですよう！」

「えーっと、な、なんかすいません……」

　インテリ風に眼鏡をかけた才女が子供のように半ギレする姿に、思わず謝ってしまった。

　周りの助手であろう女性たちが、シャルロッテさんを押おさえ付け、なだめ始める。ちなみにその助手の人たちも、以前僕がシャルロッテさんにあげた翻ほん訳やく眼鏡をかけていた。

　数十分かけてやっと落ち着きを取り戻したシャルロッテさんは、僕に詳くわしい話を聞くと今度は興奮したように傍にいた精霊を眺め始めた。

「ふあぁ……精霊だぁ……。私、子供の頃ころ、一度だけ見たことがあるんですよ。それからまた会いたいと思って、ずっと研究してきたんです。自分の力じゃないですけど、また会えて嬉うれしい……」
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　そうか。シャルロッテさんはそういう理由で古代精霊魔法を研究していたのか。

「僕はこの精霊たちの上位存在である大精霊と、精霊魔法を広めることを約束しました。それで手始めにシャルロッテさんに手伝ってもらいたいと思ったのですが……」

「手伝います！　手伝わせて下さい！　手伝わせれろ！」

　食い気味に手を上げて迫ってくるシャルロッテさん。どうどう、落ち着け。言葉がおかしいことになってる。

　幸い、他の研究員も承諾してくれたようなので、研究室にあった黒板に書き込みながら、精霊についての話をする。なんか学校の先生になった気分だ。

「まず、精霊には大精霊が存在し、その下に精霊、そしてその眷属、と分かれています。基本的に大精霊が人間と契約することはほぼ無いと思われますので、普通、精霊魔法を使うためには精霊、もしくはその眷属……小精霊とでもしますが、それらと契約しなければなりません」

　ふむふむ、とシャルロッテさんたちはノートにカリカリと聞いたことを書き込んでいく。

「精霊との契約で一番忘れて欲ほしくないのは、彼かれらとは平等であるということです。使い魔でもなければ、召喚獣でもない。友人として接することができるかどうか。ここが、精霊使いになれるかなれないかの大切な分岐点になるでしょう」

　それ以外で精霊を従わせることができるのは、精霊王と呼ばれる存在、つまり僕だけだ。

　ぶっちゃけてしまうと、精霊魔法で僕を傷付けたりすることはできない。精霊王たる僕を害することに、精霊が力を貸してくれないのだ。

　……一部だけ、貸してくれる精霊もいるかもしれないが。変なマスクかぶった奴らが。まあ、あいつらのことはどうでもいい。

「精霊は基本的には不可視の存在です。彼らと友誼を結ぶには、彼らの言語を話せなければなりません。その言葉で話しかけることによって、精霊は姿を現してくれるでしょう」

「はい！　それは古代精霊言語のことですか？」

「似ていますが違います。あれは古代王国時代に作られた、言ってみれば略語のようなものです。あれでは似た言葉を話しているだけで、意味は精霊に正しく伝わらないでしょう」

　大精霊や一部の上位精霊になら、普通に言葉も通じるんだが。

　僕は【ストレージ】から一冊の本を取り出す。タイトルは『真・精霊言語』。本の精霊の力を借りて、バビロンの『工こう房ぼう』で作り上げた、精霊言語の教本だ。

「これを読めばある程度会話ができるでしょう。差し上げます」

「えっ、いいんですか!?」

「構いません。その代わり、さっきも言いましたが、多くの人が精霊と友誼を結ぶ手伝いをして欲しいんです。精霊が人間の友として、この世界に留まるために」

　世界が一つになったとき、精霊の力が弱まれば、いろいろと困ったことになる。自然災害はもとより、生態系も変化してしまう可能性だってある。

　その精霊の力を強めるためには、単純に僕が精霊王として一時的に力を与えればいい。だけどそれじゃあ、これから先、何年、何十年、何百年と続いていくことはできない。やはり地上の人々と精霊が心を通わせて、共に力を強めていかなければ。

　と、花恋姉さんは言うのだが。気の長い話だ。

　だけど、これからこの世界を管理するならこういったことも必要なことなんだろう。

　なにせ裏世界むこうでは魔法がほとんど発展してないから、精霊魔法に関してもほとんど伝わってない可能性がある。

　自然界に精霊たちはいるだろうが、人との接点が希薄だ。その分、表世界こつちの世界で高めるしかない。

「じゃあ、契約できるかどうかはわかりませんが、呼び出してみましょうか。シャルロッテさんの魔法の属性はいくつありましたっけ？」

「えっと、五つです。無属性と闇属性以外の」

　五つも持ってるのか、すごいな。師匠であるリーンが闇以外の六つだし、さすがはベルファストの宮廷魔術師といったところか。

「最初だし、風の小精霊か水の小精霊かな。風の眷属は好奇心旺盛ですし、水の小精霊は大人しくて優やさしい気性ですから」

「じゃあ……水の小精霊で」

　外に移動して、ベルファスト城の中庭にある噴水の前に移動する。

　なんの契約も結んでいない者がその精霊を呼び出すためには、触媒となる物が多く必要になる。水の精霊の眷属を呼ぶなら、わかりやすく水というわけだ。

　シャルロッテさんが『真・精せい霊れい言語』の本を片手に、水に向かって召喚の言葉を語りかける。

　やがて噴水の水が空中に留とどまり始め、小さな精霊を形作り始めた。水の小精霊であるウンディーネだ。三頭身ミニサイズの可愛い女の子の姿で、下半身が人魚のようになっている。

　驚くシャルロッテさんを見て、ウンディーネも不思議そうに首を傾げていた。

「ほら、契約を結ばないと」

「あ、ああ、はい！　ええっと……」

　ページをめくりながら、精霊言語で拙つたないながらもシャルロッテさんは語りかけた。

　言葉としては『あなたとなかよく私なりたい。友だちになてください。おねがい』的な感じになっているが。

　……まあ、精霊との契約は気持ちだからな。言葉だけきちんとしていても、その心が精霊に届かなければ意味がない。それは人間同士でも同じことだろう。

　ウンディーネはしばらくシャルロッテさんを見つめていたが、ふわりと宙に浮くと彼女の手に触ふれてにっこりと微笑んだ。

　それから嬉しそうに彼女の周りをぐるぐると回ると、その手の上に止まり、光と共に消えていく。

　そしてシャルロッテさんの手の上には、パチンコ玉ほどの青い結けつ晶しよう体が残った。

「こ、公王陛下、これは……」

「おめでとうございます。契約は成されました。それは精霊石です。精霊との契約の証あかしですよ。それを手にして、もう一度ウンディーネに心の中で話しかけてみてください」

「はっ、はい！」

　精霊石を握り、祈るようにシャルロッテさんが目を瞑る。すると、正面の噴水から、先ほどのウンディーネが飛び出し、再びシャルロッテさんの周りをぐるぐると飛び回り始めた。

「最初は触媒となる物が多くないと呼び出しにくいかもしれませんが、そのうちコップの水ほどで呼び出せるようになると思います。あとは精霊とどれだけ仲良くなれるかですね」

「はい！　頑張ります！」

　ぐるぐるとまわるウンディーネと戯たわむれながら、シャルロッテさんが嬉しそうに答える。続いて助手の人たちも他のウンディーネや、シルフたちを呼び出して、契約を結んでいた。

「精霊石は指輪やペンダントに取り付けると身につけやすいでしょう。ただその際に、石を傷つけて割らないように気をつけてください」

　って、聞いてる？　精霊たちに夢中の人たちに僕は少し呆れてしまう。まあ夢が叶ったのだから、仕方ないといえば仕方ないんだが。

「これは一体なんの騒さわぎだ？」

　そこへ王妃様を連れたベルファスト国王がやってきた。王妃様の腕うでにはヤマト王子が抱きかかえられている。

　シャルロッテさんに精霊魔法を教えていたことを伝え、いつものように呆れられたが、今さら気にすることでもないと開き直った。

　ベルファストだけではなく、他の国にも『真・精霊言語』の本を渡わたすつもりだしな。

　シャルロッテさんたちは精霊を連れて、王様の前を辞していった。あっちで精霊たちと遊ぶ気だな？　仲良くなるに越こしたことはないけどさ。

「しかし、ヤマト王子は大きくなりましたねえ」

　僕がユエル王妃の腕の中ではしゃぐ王子を見てそう言うと、隣となりの国王陛下はだらしない笑え顔がおになって何回も頷うなずいた。

「そうだろう、そうだろう。すくすくと元気に育っていてなあ。あ、ハイハイし始めた時の写真もあるぞ。ほらほら」

　量産型の白いスマホを取り出し、撮った写真を僕に見せ付けてくる国王陛下。なにこれ、うぜえ。ゼノアスの魔ま王おうと同じオーラを感じる。

　待望の男の子だったからはしゃぐ気持ちはわからんでもないけどさー。そのうち分厚い成長アルバムとか見せられそう……。

　僕もこんな風になるんだろうか。いや、これを反面教師にしないといかんよな。

　…………ん？

　今……なにか妙みような感覚が……。ユエル王妃？　いや、ヤマト王子から？

　王妃様から王子を抱かせてもらい、少し調べてみる。魔力量などは普通だよな……。でもなにか……。

　きゃっ、きゃっと嬉しそうにはしゃぐ王子に確かく認にんのため『神眼』を発動して……僕はその違和感を理解した。理解してしまった。

　震ふるえる手でユエル王妃に王子を返す。

「どうした冬夜殿どの。顔色が悪いぞ？」

「え？　ああ、いや、そりゃ子供を抱っこするのって緊張しますよ。落とさないようにって」

「いかんなあ、それでは。ユミナとの間に子供ができたらどうする。今から慣れておかんと苦労するぞ」

　国王陛下の笑い声を聞きながら、このことを伝えるべきか、今の僕には判断ができなかった。

『神眼』で見えたヤマト王子の心臓に隠かくれているモノ。小さいがあれは間ま違ちがいなく……フレイズの『核かく』。

　フレイズが異世界を渡り、他の種を滅ほろぼしてまで追い求める――――『王』の核だ。
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「そんな……」

　僕はヤマト王子のことを、とりあえず姉であるユミナと他のみんなに話した。さすがにベルファスト国王とユエル王妃にはまだ話す勇気はない。

　話を聞いたユミナは青くなり、僕の部屋のベッドに座すわり込んでしまう。

「どうしようも、ないんですか？」

「いや。方法がないこともない。『神眼』で核をしっかりと確認し、神気で強化した【アポーツ】で引き寄せれば取り除ける可能性はある。体組織と融ゆう合ごうしている可能性もあるから、すぐさま回復魔法をかける必要もあるかもしれないけどね。ただ……」

　言い淀む僕にみんなの視線が集まる。事が事だけに、慎しん重ちように慎重を重ねたいからな。

「王子の身体から核を取り出した瞬しゆん間かんに、一いつ斉せいにフレイズが大挙して押し寄せてくる可能性がある。これは充じゆう分ぶんあり得ることだ。だから摘出は被ひ害がいが拡大しないところ……ユーロン辺りの荒野でやるべきだろう」

『王』の核はヤマト王子の心音を隠れ蓑みのに、フレイズから身を潜めている。それを剥ぎ取ってしまったら、全てのフレイズがそこに群がってくるだろう。世界の結界を強ごう引いんにぶち破り、それに引かれて変異種までも現れかねない。

「王子の中から取り出した核を、すぐさま破は壊かいしてしまえばいいのではござらぬか？」

「簡単に破壊できればいいんだけどね。それに、破壊することによって、逆にいろいろと厄やつ介かいなことになりかねない」

　少なくともエンデは敵に回るだろう。愛する者を殺した僕らを彼は決して許しはしないと思う。

　もし僕がエンデの立場だったなら、僕ではなくユミナたちを一人ずつ殺し、相手に同じ思いをさせようと考えるかもしれない。

　それとあの女性型の支配種、たしかネイとか言ったか。『王』に心酔しているという彼女も、僕に復ふく讐しゆうしにやってくると思う。まあ、こちらはもともと敵だが。

「じゃあ、どうするっていうんです!?　このままヤマトにその核を埋めたまま……！」

「落ち着いて、ユミナ。ひとつ、僕に考えがある。まずこの魔法を見てくれ」

　僕は部屋の中にあった大きなテーブルに手をかざし、古代王国の時の賢者、パレリウス老の蔵書から発見した、無属性魔法を発動させた。

「【プリズン】」

　青白い半はん透とう明めいな立方体が、テーブルの周りを包む。たちまち、ぐぐぐぐっ、と、それは縮小していき、一辺が三センチほどの立方体になってしまった。

「無属性魔法【プリズン】。生物、非生物を問わず、堅けん牢ろうな牢獄へと封印する。封ふう印いん魔ま法ほうと時空魔法を組み合わせたようなものだね。僕の力で作られたこの牢獄は、神の力でもなければ脱だつ出しゆつも破壊もできないし、逆に中の物を完全に守る」

【ストレージ】と違うのは意思のある物、生物でさえも閉じ込めることができることだ。

　サイコロ状になった半透明の小さな箱の中に、ミニチュアのテーブルが封じ込まれているように見える。

　このように、大きさもある程度自由自在に設定できる。堅牢な牢獄にもなれば、安全なシェルターにもなるというわけだ。

　任意の設定で遮しや断だんする物としない物を指定できるので、酸素を断ち窒息させることも、逆に普通に生活させることもできる。男だけを遮断し、女は通過させる、なんてことも可能なのだ。

　難点は発動の際に指定する範囲が大きいと効果が薄まるというところか。

「『解放リリース』」

　僕の声と同時に半透明のサイコロが砕くだけ散ちり、テーブルが元の大きさとなって出現した。

「封印解除の方法はいろいろと指定できる。これで王子から取り出した『王』の核を封印すれば、問題はないと思う」

　ほっとした雰ふん囲い気きがみんなを包む。ユミナも胸を撫で下ろしていた。

　この方法で、ヤマト王子から『王』の核を摘出することは可能だろう。

　問題は、その封印した核をどうするか、ということだ。

　フレイズたちは『王』の核が目的なのだから、核を渡せばこの世界から引き上げていくかもしれない。

　だが変異種はそうはいかない。あいつらはすでに邪じや神しんの使徒とも言うべき存在になっている。最悪のパターンは、フレイズたちに渡した『王』の核を邪神に奪われ、取り込まれてしまうという形だ。あいつらがさらに力をつけるのは勘かん弁べんしてもらいたい。

　じゃあエンデに渡すか？　それを持ってエンデが別世界へと旅立てば、フレイズたちは離はなれていく。この世界が襲おそわれることはなくなる。邪神の脅威はやはり残ったままだが。

　しかしそれは、他の世界を危機に陥れるということではないだろうか。

「仮にもひとつの世界を管理しようとしてる者がすることではないわなあ……」

『王』の核をどう扱うかはこの際後回しにして、とりあえずこの【プリズン】を使い、ヤマト王子から摘出するのが先決だ。

　ただ、それには親であるベルファスト国王とユエル王妃に事情を話さないといけない。黙だまって行うこともできるが、それは不誠実だろう。万が一のことを考えると、やはり両親であるあの二人には話しておくべきだと思う。

　はぁ……。なんて言えばいいのやら……。










「なんだと……！　では……では今までフレイズどもは、ヤマトを殺すために現れていたというのか!?」

「いや、向こうは王子の中に目的の物があるなんてこれっぽっちもわかってませんよ。しかし、このことが知れたら、間違いなく王子を殺しにきます」

　もともと別の人間に潜んでいた『王』の核が、宿主の寿命が尽つきて転移する際、そのタイミングで生まれた王子に転移してきたといったところだろう。エンデの話からすれば、これはまったくのランダムらしいので、王子が『核』を宿したのはたまたまとしか言いようがない。

　震える手でユエル王妃が息子を抱きしめた。誰かに聞かれたくないため、念には念をいれて、このベルファスト王室の一角は【プリズン】で囲んでいる。中にいるのは僕とユミナ、国王陛下と王妃様、そして王子の五人だけだ。邪神でもなければこの【プリズン】は砕けない。

「お父様、落ち着いて下さい。冬夜さんならヤマトからその核を取り除くことができます。ただ、それを勝手にやるわけにはいかないので、お二人の許可をいただきたいのです」

「ほ、本当か？　ヤマトは……ヤマトは助かるのだな？」

「このままにしていても話通りなら、なんの障害もなく成長できるでしょうが……やはり取り除いた方がいいと思います。ただ、万が一の可能性がないわけじゃありません。……どうしますか？」

　本人に決めてもらえない以上、その両親である二人に決めてもらうしかない。万が一を考えなければならないのが情けない限りだが、何が起きても絶対に王子の生命は僕が守る。

　ベルファスト国王が決意を秘めた瞳でまっすぐに僕を見つめ、その重い口を開く。

「……わかった。やってくれ。冬夜殿にヤマトを託す」

「わかりました。では……」

【プリズン】を解除して、【ゲート】を使い、ユーロンの荒野へと転移する。大袈裟かもしれないが、これも万が一のためだ。なにかあったらベルファストでは被害が大きすぎる。

　再び【プリズン】を展開し、僕ら五人の周りを包む。これで王子から核を摘出してもフレイズたちに感知されることはないだろう。

「では、いきます」

　母親に抱かれ、スヤスヤと眠る王子に『神眼』を発動させる。心臓の陰かげに隠れて、小さな『それ』がハッキリと見えた。サクランボほどの大きさで、この形は正二十面体……か？

　完全に位置も大きさも把は握あくした。よし、いくぞっ！

「【アポーツ】」

　僕の右手の中にサクランボ大の結晶体が現れる。すかさず王子に左手で回復魔法を施ほどこし、『神眼』で核のあった場所を確認したが、なにも変化している様子はない。念のため【リカバリー】もかけておく。

　なにもなかったかのように、王子が小さくあくびをするのを見て、ホッと胸を撫で下ろした。

「問題ありません。無事、摘出されました」

「そうか！　よかったなあ、ヤマト！」

　やはり心配だったのだろう、国王陛下が少しだけ目を潤ませて、自らの息子の手を握にぎる。ユエル王妃とユミナも涙を浮かべながら喜んでいた。

　案ずるより産むが易し。意外とすんなりいったな。

　さて、問題はこの『王』の核だが、どうしたもの、か……。

「な、にっ!?」

　右手を開くとサクランボ大の正二十面体が、パキパキと音を立てて変形……いや、増殖している。

　霜柱が伸びるかのごとく、核から結晶が伸びてきて、手を取り込まれそうになった僕はそれを放ほうり投げた。

「冬夜さん、これは……！」

「『王』が目覚めたのか!?　とにかくこのままじゃまずい！」

【プリズン】を解くわけにはいかない。そんなことをすれば、フレイズどもがここに大挙して押し寄せてくるだろう。

　やむなく【プリズン】の設定を書き換えて、ユミナたちを外へと連れ出し、ベルファストの王室へと転移させる。僕は一人残り、【プリズン】の外から未だ増殖を続ける『それ』を緊張と共に見守っていた。

　すでに目の前の結晶の塊かたまりは子供ほどにもなり、さらに成長を続けていた。それはだんだんと小さな変化になり、やがて細やかな身体を形作り始めた。

　丸みを帯びた女性のフォルム。それにドレスのようにまとわりつく結晶体。長い髪かみが伸びていき、その姿は少女のものへと変化していった。

　ほとんどの変化が終わったとき、そこにいたのは僕と同年代の少女の姿をした支配種であった。身体には美しい結晶体のドレスのようなものをまとっている。キラキラとした青白い輝かがやきがその身を包む。

　僕は今まで何人かの支配種をこの目で見てきたが、この少女ほど気品に満ちた支配種を見たことがない。間違いなく彼女はフレイズの『王』であった。

　閉じていた瞳が開かれる。その瞳は澄んだアイスブルーの色を湛たたえていた。

　ゆっくりと首を動かし、周りを見ながら瞬まばたきを繰くり返かえしている。やがて僕の存在に気がつくと、静かに口を開いた。

　しかし、パクパクと口が動くだけで、なにも聞こえてはこない。……ああ、当たり前か。【プリズン】で遮断しているんだった。

『王』の少女は無反応な僕を見て、困ったような顔付きで首を傾げる。どうやら今のところ敵意はないようだ。

「エンデの話からすると、争いごとを好まない性格のようだけど……」

　思い切って【プリズン】の中へと足を踏ふみ入れる。

　僕が近づいてきたことにより、なんとなく相手にも緊張が走ったのが感じられた。
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　なんだ？　言葉が通じない……って当たり前か。もともと別世界の存在なんだ。そういや、ネイとかギラとかも同じような言葉を話していたっけ。

　翻ほん訳やく魔ま法ほう【トランスレーション】をかけるには相手に触れないといけないんだよなあ。

　フレイズに握手の文化があるかはわからないが、とりあえず手を差し伸べてみる。

　少し警けい戒かいしているようにも見えるので、引き攣り気味ではあるが、僕は笑顔を浮かべ、敵対する意思はないことを伝えてみた。

　それが功を奏したのかはわからないが、おずおずと彼女は僕の手を握ってきた。ひんやりと冷たかったが、柔やわらかい手だった。

「【トランスレーション】」

　そこですかさず翻訳魔法を発動し、僕の魔力を彼女に流し、それをまた取り込むことによって、互いの言葉の経路パスを繋ぐ。

「僕の言葉がわかりますか？」

「！　は、い。わかります」

　驚おどろいた表情を浮かべ、フレイズの『王』は小さく頷く。よかった、繋がったか。

「僕は望月冬夜。この世界にある一国の国王です」

「……それは、失礼を。ご挨あい拶さつが遅れました、私はメルと申します。かつて結晶界フレイジアという世界を治めていた『王』にございます」

　フレイズの『王』、メル。フレイズたちが探し求める『王』が、いま僕の目の前で復活を果たした。







◇　◇　◇







「様子はどう？」

「ダメですね。全然反応してくれません。ずっと落ち込んだままです」

　フレイズの『王』メル……いや、この場合は前『王』と言うべきなのか、それとも前『女王』と言うべきなのかわからないが、現在、彼女はバビロンの城にいる。

　まあ人聞きは悪いが、僕らが幽閉しているわけだ。城の部屋にはしっかりと【プリズン】で封ふう印いんをしてあるので、逃にげられる心配もフレイズに気付かれる心配もない。

　この【プリズン】はすでに神気を込めて作り上げているので、僕が裏世界へ行っても消えることはない、完全なる牢獄兼シェルターなのだ。

　それよりも今心配なのは、彼女の精神状態である。

　あのあと、僕はメルに今までのこと、今現在起きていることを全すべて話した。

　メルが結晶界フレイジアの後を託した、新たな『王』に従うことを良しとしなかった者たちが、メルの捨てたはずの秘術を勝手に復活させ、次元を渡る力を手に入れたこと。

　メルの力を手に入れるため、もしくは取とり戻もどすため、フレイズたちが渡った世界で暴れまわり、その世界を破壊してきたこと。

　エンデやリセが同じように世界を渡り、陰からサポートして見守り続けていたこと。

　そして僕ぼくらの世界へやってきて、強大な力を手に入れたユラが暗あん躍やくし、フレイズたちも変異種による危機に陥っていること。

　様々な出来事を教えた結果、メルは精神的にかなりのショックを受けたのか、落ち込んだまま、あまり話もしてくれなくなってしまった。

　フレイズだけあって、食べなくても死なないようだが、ああも落ち込まれると、僕が余計なことを言ったからだと思えてしまう。……いやまあ、その通りなんだけどさ。

「エンデの野郎は見つからないしな……。こんな時こそひょっこり来るもんじゃないのか、あの馬ば鹿か」

　検けん索さく魔ま法ほうでもエンデは引っかからない。また、次元の狭はざ間まにでもいるのだろうか。

　全てが全てメルのせいというわけではないだろうが、発端は彼女にあるのは確かだ。今さら『責任を取れ』『死んで償つぐなえ』などと言う気は僕にはないが、フレイズに殺された人たちにとってはそうもいかないかもしれない。

　それだって正確にはストーカーのようにつけ回してきた奴やつらが一番悪いのだが。

　できるなら、彼女にフレイズたちを説得してもらい、この世界を去ってもらいたい。メルが復活した以上、それは不可能なことではないはずだ。

　今の状態では期待はできないが……。

「冬夜さん、あの人のこと……どうする気ですか？」

　ユミナが心配そうに尋たずねてくる。ベルファスト国王とユエル王妃の方には、『王』の封印に成功したと伝えてある。まあ、嘘うそじゃない。

「ユミナはどうしたらいいと思う？　フレイズは僕らの敵だ。殺してしまった方がいい？　それとも永遠に封印する？」

　短絡的な解決を避さけたいがため、少し意地悪な質問をしてしまう。結局、僕はメルをなんとかしてあげたいと思っているらしい。

　それに対して、ユミナはどう思っているのだろうか。
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「私は……あの人の気持ちも少しだけわかるんです。私も違ちがう世界の人を好きになったから。あの人はエンデさんと離れ離れになりたくなくて、ただ、それだけのことに一生懸命だっただけなんじゃないかと思うんです。周りのことが見えなくなるくらいに。不幸にもこんなことになってしまいましたけど、まだやれることはあると思うんです」

　そう言ってユミナが僕の手を握ってくる。僕の気持ちを後押しするように、上目遣いのオッドアイがこちらを見つめていた。

「不幸なすれ違い、ボタンの掛け違いを冬夜さんならこの世界で直すことができるはずです。あの人を救ってあげて下さい」

「了解。やれるだけのことはやるさ」

「お願いしますね。私たちもお手伝いしますから」

　にこやかに笑う自分の婚こん約やく者しやを見て、僕の考えは筒抜ぬけだったように思える。すでに手の上で転がされているような気がするな。僕は亭主関白にはなれそうもない。わかっていたことだけど。

　そうだな、仮にも神様候補生としてはこれぐらいはやってみせないとダメか。

「あ、それと。エンデさんが見つかったら一発ひっぱたいて下さい。悲しんでいる彼女を放っておくなんて、彼氏として言語道断です。ダメダメです」

「いや、それは仕方ないんじゃ……」

　そこは理不尽に思えるぞ。あんまりだ。恋こい人びとがここにいるなんてわからないんだから。しかも、わからなくしてるの僕だから。

　別のことでムカついてはいるから一発くらいは殴るかもしれんが。

　彼女のことは一いつ旦たん『城じよう壁へき』のリオラに任せることにした。

　大だい丈じよう夫ぶだとは思うが、もしも自殺行為に及ぶようなことがあれば、【プログラム】を施した神化素材の拘こう束そく具で、強引にでも押さえつけるように頼たのんでおく。

　メルの方はとりあえずそれでいい。時間が彼かの女じよの心を整理してくれるかもしれないしな。

　精霊たちとは話をつけたので、このまま二つの世界が融合しても、なにか天変地異が起こるといったことはまずない……と思う。

　少し不安だったので、農業地にいる耕助叔父のところへ行き、そこんところを詳しく聞いてみた。地上にいる神々の中では彼が一番信用できるからな。

　別に他のみんなが信用できないわけじゃなくて、解決方法が極端なんだもの……。

「世界の融合といっても、別に重なり合うわけじゃないんです。隣り合った世界同士が繋つながるということですから」

　そう言って、耕助叔父は手に付けていた左右の軍手を外し、そのふたつを地面に並べて見せた。

　なるほど、軍手が重なるわけじゃなく、左右にくっつくといった感じか。

「邪神のことがなければ、『新大陸が見つかった』ぐらいのことかもしれませんね。全く左右対たい称しようの新大陸ってのもありえませんけど」

「じゃあ、特に騒ぎ立てて、世界を混乱させる必要もないってこと？」

「世界の融合に関しては。この融合が果たされた時、次元の狭間から邪神とその眷けん属ぞくが頻繁に現れるでしょうね。もうすでにその世界には世界神様の加護はないのですから」

　変異種たちの大だい襲しゆう来らい……か。最悪、フレイズたちの動きはメルの身柄を盾たてに封じることができるかもしれない。

　変異種たちはフレイズを取り込んで強化していく。これ以上奴らに力を与えないためにも、フレイズにはご退場願いたいところだ。

「まあ、あまり気負わないことです。なんでも全て自分でできると思い込む、それこそが失敗の始まりかもしれませんよ？　君がこの世界で蒔いた種は確実に芽を出し、花を咲かせ、実を結んでいるはずです。邪神ごときが何をしようと恐おそれることはありません」

　その言葉が僕にはとてもありがたく聞こえた。さすがは生命を育む農耕の神なだけはある。どっかの恋愛の神様とか酒癖の悪い神様とかに聞かせてやりたい。

「問題はフレイズや変異種の襲撃に対処できる表世界こちら側よりも、裏世界あちら側の方が少し心配ですね。ゴレムというものが、それほどの防衛手段になるのでしょうか？」

「一部には変異種でさえも退けることのできるゴレムがいるよ。でもそれ以外となると……」

　そう考えてみると確かに……。『王おう冠かん』などなら変異種でも対処できるだろう。だが、変異種の上級種なんてのが出現したらどうだ？　果たして勝てるのか？

　裏世界あちら側でももっと協力者を作らないといけないか。

　今のところ義賊団・紅あか猫ねこの奴らと……ああ、エルカ技師がいたな。狼型のゴレム、フェンリルを連れた、放浪のゴレム技師。

　確かあの人、あっちの世界じゃ五本の指に入るほどの天才とか……とてもそうは見えないけど。ボサボサ頭に瓶底眼鏡、ヨレヨレの白衣姿を思い出して、力になってもらえるか、大いに疑問を持ってしまう。

「なにか思い付きましたか」

「とりあえず、まあ」

「なら、動きなさい。焦ることはありませんが、怠けてもダメですよ？　畑を耕し、水をやらねば芽は出ないのですから」

　そうだな。まず向こうに行って、あの技師に話を聞いてもらおう。なにか変異種に対抗できるゴレムとかを知っているかもしれないし、無む駄だじゃないだろ。

「じゃ、ちょっと行ってきます」

「君に実り多きことを」

　鍬くわを持った耕助叔父と別れる。僕は【異空間転移】を使い、裏世界へと転移しようとしたが、その前にみんなにも連絡しておくべきだと思い留まった。何度も怒おこられているので、さすがに学習する。

　ただ、また連れてけってなる可能性があるけどなぁ……。







第四章　二つの世界







「じゃあ、準備はいい？」

「ほ、本当に大丈夫なのよね？　変なところに一人だけ放り出されたりしない？」

「大丈夫だって」

　僕にしがみついてくるエルゼに苦く笑しようする。普段は勇ましい彼女だが、時にこういった怖がりなところがある。ま、そこも彼女の魅力なのだが。

　結局、今回はエルゼ、八や重え、ヒルダが同行することになった。前回行けなかったからね。

　スゥと桜は今回も都合が合わなくてお留守番だけど、そのうち一いつ緒しよに連れていこう。

　今回は次元門ではなく、【異空間転移】で移動する。

　花恋姉さんに聞く限り、知らない世界に行くわけではないし、【異空間転移】で同行者を連れていても大丈夫だとお墨付きをもらったので、その確認も兼かねてなんだけど……。

「あの……。手を握るくらいで大丈夫なんだけど……」

「いや、その……それだけだとちと不安でござってな」

「そ、そうです！　ちゃんとくっついていた方が安全です！」

　そう言って八重は右みぎ腕うで、ヒルダは左ひだり腕うで、エルゼは真正面から抱だきついている。嬉うれしいことは嬉しいのだが、正直言って照れくさい。さっさと裏世界へと転移してしまおう。

「じ、じゃあ、行くよ」

　抱きついているみんなを含ふくめて神気をまとい、【異空間転移】を発動して僕らはこの世界から跳とんだ。
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　僕らが転移した場所は、遠くに山と森が見えるどこかの丘の上だった。手前には街かい道どうが見えるが、誰だれも歩いてはいない。どっかの辺境なのだろうか。

「聖都アレンの近くに転移したつもりだったけど、やっぱりズレたか」

　マップで確認すると、聖王国アレントの王都、聖都アレンからかなり離れた場所だった。アレント国内ではあるのだが、かなり端っこの方だ。

「パッと見ただけだと別世界とは思えないわよね。どこかの田舎いなかみたい」

　僕から離れたエルゼが街道の先を眺ながめてそんなことを口にする。僕も君らの世界に来たときそんな風に思ったよ。

「基本的に隣り合った世界だから、町から離れればそんなに変わらないんじゃないかな。さて、と。エルカ技師は～……と、ここか」

　スマホのマップでエルカ技師を検けん索さくする。最後に会った聖都アレンからだいぶ北にいった場所にいるようだ。

　まずは【ゲート】で聖都まで行き、そこから【フライ】で飛んでいくことにしよう。

「そういえば昼飯をまだ食べていなかったね。ついでに聖都で食べていこうか」

「いいでござるな。こちらの料理をもっと食べたいと思っていたゆえ」

　テンションの上がった八重たちを連れて【ゲート】で聖都に転移する。知っているカフェへ行く前に、売られていた新聞を一部購こう入にゆうした。見出しにあった文字が、僕の目を引きつけたのだ。

『又マタモ黄金ノ魔怪物現ル』

　変異種がまたもこの世界に現れたらしい。しかも、ここ聖都にだ。

　聖せい騎き士しの従えるゴレム部隊がなんとか変異種を討とう伐ばつしたようだが、聖都の大貴族が犠ぎ牲せいになったようだ。この大貴族とやらは、王家への謀反を画策していたらしく、天罰だと言う民衆も多いとか。

　こんな都にまで現れるようになっているとは……。

　今まで変異種は人の負の感情に引かれて出現していたが、ここに来て無差別になりつつあるのかもしれない。

　まさかと思うが、世界が融合しつつあるせいで、こちら側の結界も弱くなってきている……？

　だとしたらなおさらなんとかしないといけないんじゃないか？

　一刻も早くエルカ技師に会うために、ちょっと早めに昼飯を切り上げて、【フライ】で聖都から飛び立つことに決めた。僕だけ。

　相変わらずみんなは【フライ】で飛ぶのを嫌いやがるので、僕が先行して行くことになったのだ。そろそろ慣れてくれないかなあ……。

　かと言って無理強いする気もないので、さっさと行くことにする。飛びながら【インビジブル】で姿を消すことも忘れない。たまに飛行船とかとすれ違うこともあるからな。

　まっすぐに飛び続け、だいぶ北……表世界で言うとハノック王国辺りまで来た。

「だいたいここらへんのはず……」

　高度とスピードを落として、地上を窺うかがう。ゆっくりと移動しているみたいだから、道を歩いていると思うんだが……。

「ん？　あれか？」

　街道にぽつりと影かげが見える。一匹の狼が、ヨレヨレの白衣を着た女性の襟えり首くびを咥くわえて、引きずっていた。

　間違いない、エルカ技師とその護衛である狼型ゴレムのフェンリルだ。

　博士はぐったりとして、フェンリルに引きずられるがままになっていた。怪け我がでもしたのか!?

【インビジブル】を解いて、フェンリルたちの前に降り立つ。

「おい、大丈夫か!?」

『んん!?　おう！　冬とう夜や殿ではないか！　久しぶりだ、息災であったかね？』

　フェンリルが咥えていたエルカ技師を離し、僕に語りかける。相変わらずバリトンのいい声だ。

「そんなことより、どうしたんだ？　エルカさんが何か怪我でも……」

『ぬ？　ああ、なんでもない。前の町でマスターが無駄使いしてしまって、路銀か尽きてな。食料を買えなかったのだ』

「はあ!?」

　一いつ瞬しゆん、なにを言っているのか理解できなかったが、次に聞こえてきた、ぐぎゅるるるるるるる……という、自己主張の激しい腹の音で全てを理解した。

「お、なか、減った……」

　今にも死にそうな顔でこちらを見つめてくるエルカ技師に、本当にこの人を頼っていいのかどうか、不安で一杯になってしまう。

「大丈夫かねぇ……」

　大丈夫じゃない、と返事をするかのように、ぐぎゅるるるるるるる……と、再び鳴る腹の音。

　僕は思わず小さくため息をついてしまっていた。
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「いやー、食べた食べた。三日ぶりに普ふ通つうのものを食べたわね。さすがに虫とかカエルとかは食べたくはなかったし」

【ストレージ】から出した竜肉の串焼きとかをたらふく食べて、エルカ技師はやっと落ち着いたようだ。八重並みに食いやがったな……。まあ、いいけど。

「で、なんでこんなところに冬夜君がいるの？　おかげで助かったけどさ」

「エルカ技師に聞いてもらいたい話があって探してた」

「私に？　察するにゴレムのこと？」

「まあ、それもあるんだけど。何から話したらいいか……とりあえずこれを見てくれ」

　僕は先ほど買った新聞を取り出し、変異種の記事を指し示す。

　エルカ技師がそれを読んでいる横で、フェンリルも新聞を覗のぞき込んでいた。文字も読めるのか、この狼ゴレムは……。

「なるほど、最近噂うわさになっている黄金の怪かい物ぶつね。これが？」

「そいつは『邪神』が生み出した眷属。この世界を侵略するために現れた尖兵だ。やがて、この世界のいたるところでこいつらが現れ、暴れ回ることになるだろう。この世界は危機に瀕している」

「…………頭、大丈夫？　いいお医者さん紹しよう介かいしようか……？」

　かわいそうな子を見るように、エルカ技師は瓶底眼鏡をずらして僕を見つめてきた。

　隣となりにいるフェンリルまでも似たような視線を送ってくる。

　いや、確かに怪あやしい宗教家かインチキ預言者みたいな感じになったとは自分でも思ったけどさ！

　いかんいかん、きちんと説明しないと誤解を招くな。

「実は僕はこことは違う世界からやってきた王様なんだ」

「ああ、手遅れかあ……」

『まともそうに見えるだけ悲劇である……』

　違うから！　残念そうな顔でこっちを見ないで！

　それからいろいろと説明するのに数時間を要した。言葉って難しい……。










「なるほどなるほど。『異世界からの侵略者』それと『隣り合った別世界』ね。まあ、概念的にはあり得ないことではないんだけど。でないとノワールの能力の説明がつかないし」

「ノワール？」

「『黒』の王冠よ。操あやつるは時の歯車と時空の門。並列世界から望むものをこの世界に引っ張ってこれるの。まさかその異世界から誰かが来るとは思わなかったけど。いえ、ノワールの場合は並列世界だから異世界とは違うかしら。あれは時系列の……」

　また『王冠』か。その『黒』の王冠とやらは時空魔ま法ほう的なものを操るらしい。ひょっとして五千年前、パレリウス老が出会ったのはその『王冠』なんじゃなかろうか。

「ただ、にわかには信じがたいってのもまた確かなのよね。僕は異世界から来たんだ、って言われて、ハイそうですか、ってわけにはいかないわよ。新手の詐さ欺ぎかもしれないし」

『もしこれが詐欺だとしたら、かなり頭の悪い詐欺であるな』

　失礼な。とは言え、まあ、気持ちはわかる。言ってる自分も『嘘くさいな』と思ってしまうからなあ。信じてもらえる方法って言うと……。

　フレイズこそがその証拠でもあるんだが、幸か不幸かこの世界はそこまでフレイズの被ひ害がいにはあっていない。まだ信じる材料としては足りないか。新種の魔獣とか思われておしまいってのもあり得る。

　とりあえずこのゴレム技師に信じてもらえさえすればいいなら、強ごう引いんに表世界むこうへ連れてくか？

　あ。

「じゃあ、この世界じゃ絶対にないものを見せてやるよ」

「絶対にないもの？」

　首を傾かしげるエルカ技師の前で【ストレージ】を開き、その場に収納していたレギンレイヴを出現させた。ズシンと地響きを立てて、僕の愛機が大地に足を降ろす。

「ふぉああああああああああああ!?」

『ふおおおおおおおおおおおおお!?』

　目の前に現れた水すい晶しよう装そう甲こうの巨人兵に、目を見開き口を大きく開けて、見上げたまま固まる一人と一匹。

「これがフレームギアだ。フレイズ……異世界の侵略者から世界を守るために生まれた機械兵だよ」

「フレームギア……？　ゴレムではないの？」

「違う。ゴレムと違ってフレームギアには意思はない。人が乗って動かす乗り物だから」

『意思無き乗り物、であるか。なるほど、確かにそれはゴレムではないな。言わば武器、道具の類たぐいか』

「もちろん、ただの道具なんかじゃなく、愛着があるパートナーのような存在だけどね。そこらへんはゴレムと共通する部分だと思う」

　デモンストレーションも兼ねて、レギンレイヴに乗り込み、空を飛んで簡単な動きをしてみせる。調子に乗って飛操剣フラガラツハまで披露してしまった。

　レギンレイヴのモニターで地上を確かく認にんしてみると、そこには空を見上げて再び固まった一人と一匹がいた。どうやら驚かすのには成功したようだ。

　地上に降り立ち、レギンレイヴから僕が降りると、エルカ技師が全力疾しつ走そうでこちらへ駆かけてきた。

「それ、ちょうだい！」

「ダメ」

　ズバッと斬り捨てると、世界の終わりのような顔をしてエルカ技師がくずおれる。そう簡単にやれるか。

　しばらくおもちゃをねだる子供のようにぐずっていたが、フェンリルが彼女のお尻に噛みつき、なんとか平静さを取り戻させた。それでもまだブツブツ言っていたが。

　とりあえず【ストレージ】にレギンレイヴを戻し、やっと信じてくれたようなので、本題に入る。

　変異種……黄金の怪物がこの世界に大挙して現れた場合、この世界に対抗手段は果たしてあるのか、ということ。

「強力なゴレムが複数で対処に当たれば倒たおすことはできそうだけど、かなり厳しそうね。ゴレムにもピンからキリまであって、戦せん闘とう力が皆無なものもあるから」

　ま、そうだな。サンチョさんのところのカニバスなんかは移動用のゴレムだろう。戦いには向いていないのは見ればわかる。うちのエトワールの三体も向いてないと思うし。

『マスター、軍事用ゴレムならどうか？　あれなら数では負けはしまい』

「数ならね。だけどこの場合、質で落ちたらなんにもならないんじゃない？　倒せなきゃ意味ないんだし」

「軍事用ゴレム？」

　聞きなれない言葉に思わず口を挟む。

「ゴレムは基本的に一人一体。それは複数のゴレムを同時に操ることで起こる感応阻害ジヤミングを恐れてのことなんだけれど、軍事用ゴレム……軍機兵ソルダートと呼ばれるものはそれが無いのよ。つまり一人で複数のゴレムを自由に操れるの」

　軍事用ゴレム『軍機兵ソルダート』と呼ばれるゴレムは、『軍機曹サージエント』というリーダーゴレムを介し、一個の小隊のような動きができるゴレムらしい。

　つまりゴレム使いが契約するのは軍機曹サージエントのみで、その配下として複数の軍機兵ソルダートがいるというわけだ。

　なるほど、これなら感応阻害ジヤミングを起こすことなく、一人でたくさんのゴレムを操れる。しかし……。

「軍機兵ソルダートは全て工場フアクトリー製。つまり特殊能力ゴレムスキルはない。さらに個人によって、操れる数は限られてくる。十体操れる人もいるけど、平均一人五体ぐらいがいいとこじゃないかしら。さらに契約している軍機曹サージエントがやられると、その配下の軍機兵ソルダートも機能停止するって弱点もあるし」

「えっと……つまり？」

「能力持ちレガシイ一体の方がマシかもしれないってこと。状じよう況きよう次し第だいによるけどね」

　うむむ。つまりなにか？　一人で強いパワー10のゴレムを操るか、それともパワー２のゴレムを五体操るかってことか？

　確かに状況次第ではあるが……。

「だけど僕は古代機体レガシイのゴレム三体と契約したぞ？　感応阻害ジヤミングとか、なにも起きなかったけど」

「古代機体レガシイを？　……それってシリーズだったりしない？」

「ああ、『エトワール』シリーズって三体だった」

「古代機体レガシイでシリーズを揃えるのって大変なのよ？　ほとんどが製作者のわからないゴレムなんだから。確かに感応阻害ジヤミングが起こる可能性は低いかもしれないけど、現実的じゃないわね」

　そうだった。あの三体は稼か動どうしないから売れ残っていたんだった。じゃなきゃシリーズの古代機体レガシイなんてすぐ売り切れるはずだ。

「結論としては、あなたの言う変異種が大挙して襲おそって来た場合、この世界には対抗手段はほぼないということね」

　やっぱりか。いくら『王冠』が強力でも数に限りはあるだろうし、ニアの言ってた『代だい償しよう』も必要になってくる。

　それ以外の古代機体レガシイだと、下級変異種ならまだなんとかなるとしても、中級、ましてや上級なんて無理だろう。

　いや、それ以前に出現するのがわからないんだからどうしようもない。やっぱり冒ぼう険けん者しやギルドのような組織を作って、感知板タブレツトで絶えず監かん視ししないと……。

「さて、こっちも聞きたいこと……と言うか、頼みがひとつあるんだけど」

「ん？　なに？　フレームギアならやんないぞ」

「ちっ」

　舌打ちすんな。

「個人的には興味があるんだけど、それはまあ、置いといて。さっき、あなたは別の世界の王様って言ったわよね？」

「まあ、一応ね」

「ということは、あのフレームギアというものを他にも何体か持っていて、それを自由にできる権力がある？」

「権力っていうか……確かに何百体も持っているけど、全部僕の個人的な持ち物だし。他に誰も持ってないしな」

　いや、エンデには竜騎士ドラグーンを渡わたしたか。

　あくまでフレームギアはブリュンヒルドの持ち物ではなく、僕個人の持ち物だ。製作費や開発費には国のお金なんかビタ一文使ってないからな。全部オルバさんを通して、ベーゴマやら野球用品やら、いろんなもので稼いだお金を使ってる。

「頼みというのは、私が懇意にしていた小国がここから北西にあるんだけど、そこの国に力を貸してもらいたいの」

「力を貸す？」

「現在、その国は隣国に侵略を受けていて、厳しい状じよう況きようなのよね。で、その侵略を止めてもらえないかと」

　小国の名は『プリムラ』。侵略をしようとしている国は『トリハラン神帝てい国こく』か。えーっと、検索……っと。

　スマホでマップを空中に投とう影えいする。反転しているからわかりにくいけど、表世界で言うとプリムラはゼノアスの一部か……。そんで侵略をしているのがユーロン、と……。

　……なんだろうなあ。表も裏もこの土地に住んでる奴らは似たようなことをするのかなあ。ユーロンもハノックへ戦争を吹っかけてたしな。

「ちなみにこの『トリハラン神帝国』って国はどういう国？」

「帝政を敷く徹底した権威主義の国だけど、皇こう帝ていはお飾り。国権の最高機関は元老院が握にぎっているわ。今回の侵略もその元老院が決定したって言われてる」

　国家内部までユーロンに似てら。天帝国と神帝国。ユーロンの場合は天帝が権力を牛耳っていたが。

『トリハラン神帝国は先ほど話に出た『軍機兵ソルダート』を有する国である。軍事用ゴレムの保有数では、魔工国アイゼンガルド、ガルディオ帝国に次ぐと言われているな』

「と言っても『軍機兵ソルダート』を採用している国なんてその三国以外ほとんどないけどね」

　じゃあ最下位じゃんか。まあ、それだけゴレムとの契約はパートナー制が普通だってことなのかな。

　にしても、戦争に介入か～。今までの経験上、碌ろくなことにならないからな。こっちの世界じゃ、立場とか考えないでいいのは助かるけど。

「正直言って背景がわからないと迂闊に肩かた入いれできないってのが本音かな。戦争を止めるまでなら、かまわないとも思えるけど、話を聞いてみないことには何とも」

「それで構わないわ。プリムラ国王に会って話を聞いてからでも。ただ、そうのんびりともしてられないけどね。すでに国境ではプリムラ騎き士し団だんと神帝国軍が戦闘を開始しているって話だし」

　そりゃ急がないとな。グズグズしていて犠ぎ牲せい者しやが増えるのは避けたいところだ。たとえここが自分の世界じゃないとしても。

「じゃあ、急ぐか。【レビテーション】」

「にゃあっ!?」

『おおう!?』

　一人と一匹を浮遊魔法で地面から浮うかび上がらせる。どうせ移動するんだし、向こうに着いてから八重たちを呼ぼう。

「空を飛んで行くから、そのままじっとしてな。危険はないけど、少し怖いかもしれないから目を瞑ってた方がいいかもしれない」

『「飛ぶ!?　ちょっ……」』

　有無を言わさずエルカ技師らを連れて、【フライ】で一気に上空数千メートルへと飛び上がる。

　場所的にここからなら数分で着くだろ。

『「ふんぐうううううううううぅぅ!?」』

　プリムラ王国へ向けて加速する前に、浮かんでいるお客さんたちを見ると、なぜか苦しそうにしているのが見えた。あ、そっちの障壁を張るの忘れてた。

　面めん倒どうくさいので【プリズン】を発動させ、彼女たちの周りを風や衝しよう撃げき、その他いろいろなものから防ぐ檻おりを形成する。酸素濃度も地上と同じくらいにしておいた。

　よし、これで一気にスピードを上げても大丈夫だ。

【プリズン】の中で何かエルカ技師が騒さわいでいるが、文句は後で聞こう。

　全力で飛ばせばプリムラ王国まで五分とかかるまい。

　音速を超こえた衝撃波を残し、僕らはプリムラ王国へと旅立った。
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「怖い怖い、飛ぶのコワイ……」

『うぬうぅぅぅ……』

　地面に蹲うずくまってブツブツとつぶやくエルカ技師と、その横でぐったりとしているフェンリル。

　そこまで怖かったかねえ。ふわふわとしながら、全面ガラス張りの高速飛行機に乗っているようなもんじゃ……ちょっと怖いかな？

　せっかく五分ほどで目的地のプリムラ王国に着いたのに、さっきから十分以上もあの状態だ。

「あの人がその、この世界では屈指のゴレム技師……なんですよね？」

「いや、まあ、今はちょっとアレだけどね……」

【ゲート】を開いて呼んできたヒルダたちが、エルカ技師を見て微び妙みような顔をする。頭ボサボサ、瓶底眼鏡、ヨレヨレ白衣の女性がブツブツとつぶやいて蹲っていたらそうなるか。

「おおう。モフモフでござるなー」

「この子本当にゴレムなの？　犬にしか見えないわ」

『お嬢じようさん方、我輩は狼であるからして……。犬扱あつかいは御遠えん慮りよ願いたい……』

「あ、そうなの？　ごめんね」

　ぐったりとしているフェンリルを八重とエルゼが撫で回していた。

　三人の紹介はさっきしたけど、この状態では聞いていたか怪しいな。とはいえ、そろそろ復活してほしいところだけど。

「いいかげん城に案内してくれよ。戦闘が始まってるんだろ？」

「はっ。そうだったわ。急がないと！」

　ずり落ちた眼鏡を元に戻もどし、エルカ技師が正気に返った。

　現在地はプリムラ王国の王都・プリムレットから少し離はなれた街道脇。ここから歩けばすぐに王都に入れる。

　王都に到とう着ちやくして、そこの警備兵にエルカ技師が何やらカードのようなものを見せると、すぐさま六輪のゴレム馬車が用意された。どうやら懇意にしてるってのは嘘うそじゃないらしい。

　ゴレム馬車に乗り込んだ僕ぼくらはプリムラの騎士に先導されて、一路王城を目指す。

　窓から見える城下町の人たちは、忍しのび寄よる戦争のためか、どことなく陰かげりを帯びているようにも見えた。

　ブリュンヒルドの城よりは大きなプリムラの王城に着くと、すぐさま仕立ての良い服を着た、恰かつ幅ぷくのいい髭ひげの男性がこちらへ走ってきた。丸い。

　体型も相まって一生懸命に走っているのだが、どこかコミカルさを感じてしまう。

「エルカ殿どの～！」

「あら、エヴリ侍従長」

『久しぶりである』

　僕らの目の前で息を整えながら、エヴリ侍従長と呼ばれた五十代の男性は、エルカ技師、そしてその供であるフェンリルと握手を交わしていた。握手というかフェンリルのは『お手』にしか見えなかったが。

「よくぞ来て下さいました。陛下もさぞお喜びになるでしょう。これでプリムラージュも十全の力で戦えると言うものです」

「プリムラージュ？」

「この国の王家専用のゴレムよ。古代機体レガシイでね。私が何年かに一度整備をしているの」

　思わず口を挟はさんでしまった僕に、侍従長のエヴリさんとやらが視線を向けてくる。

「はて？　この方々は？」

「助っ人よ。ひょっとしたら神帝国軍の侵しん攻こうを止められるかもしれないわ」

「ななな、なんですと！」

　目を見開いて、歌舞伎役者が見得を切るようなポーズで固まるエヴリ侍従長。この人いちいち動きがコミカルだな。

「すぐに陛下に謁見できるかしら。非公式の場でお願いしたいの。ちょっと込み入った話になるかもしれないから」

「わかりました。少々お待ちを！」

　自分で自分の胸をドンと叩いて、咳き込みながら、エヴリ侍従長はまた走っていく。あの人はあれだ、どことなくマザーグースのハンプティ・ダンプティを思わせるな。見た目がなんとなくだが。

　そんな失礼なことを思い浮かべていた僕にエルカ技師が振り返る。

「冬夜君、私がなんであなたの話を信じたと思う？」

「……？　そりゃあレギンレイヴ……フレームギアを見せたからじゃないのか？　あと、黒の『王冠』だっけ？　そのゴレムの能力を知っていたから？」

　急にそんなことを言ってくるエルカ技師の意図がわからず首を捻る。

「確かにそれもあるわ。それともう一つ、この国のことがあったからなのよ。この国はこちらの世界で最も古い歴史を持っていてね。五二〇〇年前、古代世界大戦で世界が滅んだあと、いろんな新しい国が生まれたのだけれど、その頃ころから現在まで残っているのはこの国だけなの」

　古代世界大戦……。二つの古代大国主導による世界を巻き込んだ大戦だったか。確か様々なゴレムが投入された激しい戦いにより、裏世界は一度崩ほう壊かいしたとか。

　文明を失い、ゴレムを作る技術も失われ、僅わずかに残った稼働するゴレムたちと共に世界は少しずつ再生していった……だっけか？

　五二〇〇年前というと、表世界こつちのフレイズ大侵攻よりも先に滅んでいるのか……。

「この王家には一つの伝承が残っていてね、五二〇〇年前の崩壊後の世界で、多数の部族が争っていたこの地に一人の男が現れたらしいの。その男は異国の言葉を話し、不思議な魔法の力を使えた。やがてその男はひとつの部族に迎むかえられて、周辺の部族を次々に従えていったのよ。それがこの国の初代国王。その国王は親しい者たちにこう言い残していたそうよ。『私はこことは異なる世界から来た』……とね」

「な……っ！」

　エルカ技師の言葉に僕らは言葉を失う。

　どういうことだ？　ここの初代国王は異世界人だったというのか？　まさか……。

「この国の『プリムラ』って国名はその時の部族の名前でね。国王の名前ではないのよ。この国の王家の名前は『パレリウス』王家。初代国王の名は『レリオス・パレリウス』」

「パレリウス……だと……？」

　アレリアス・パレリウス。五〇〇〇年前に古代パルテノ王国に存在した時の賢者。時空魔法の使い手にして、パレリウス島の結界を作り上げた人物。

　彼かれがパレリウス島で作ろうとしていた次元門は未完成で、裏世界こちらへは渡れなかったんじゃなかったのか？　いや、博士の話だと魔ま力りよくが足りなかっただけで、ほぼ完成はしていたのか。

　もし黒の『王おう冠かん』とやらが僕らの世界へ現れ、そして帰って行ったのなら、その時に誰かが一緒に渡ったとしても不思議はない……？　くそっ、考えがごちゃごちゃしてきた。

「なにか心当たりがあるようね？」

「……パレリウスという名を知っている。僕らの世界で五〇〇〇年前に存在した時空魔法の使い手だ。名前は『アレリアス』だけどな。またパレリウス島という島があって、そのアレリアスと弟で子しの子孫がそこで生きている」

　おそらくこのパレリウス王家の高祖はアレリアス・パレリウスの子、あるいは孫なのではなかろうか。

　だとすると、パレリウス島のセントラル導師……彼かの女じよと先祖を同じにする遠い親しん戚せきってことになる。二〇〇年ほど時間がズレているのが気になるが……。時を遡ったのか？

「ちょっとこれは……当時の人間を連れてきた方がいいかもなあ」

「博士を連れてくるのでござるな？」

「うん。その方がいいだろ。僕らでは判断できないこともあるかもだし」

　八重とそんな話をしていると、会話についていけなかったエルカ技師が首を傾げた。

「当時の？　え？　どういうこと？」

「ごめん、少しだけここで待っててもらえるか？　すぐ戻ってくるから」

　瓶底眼鏡をずらし、目をパチクリさせているエルカ技師を置いて、【異空間転移】で表世界のバビロンへと戻る。

【格納庫】に転移すると、相変わらずミニロボたちがチョロチョロと、工具類や資材を運んだりしていた。ガレージに立つエルゼの【ゲルヒルデ】、その肩のところに整備をしているモニカの姿が見える。

「すまん、モニカ。博士はどこにいる？」

「んあ？　あー、博士ならホレ、そこにいるゼ」

　モニカがスパナで指し示した先に、博士はいた。いたというか、転がっていた。床に寝そべってだらしなく寝ているとか……。ないわー。

　見た目は子供だから、微笑ほほえましく見えなくもないけど、

「むにゃむにゃ……うひひ、お嬢ちゃんかわいいパンツ穿いてるねぇ。ちょっとだけ脱いでみようかぁ……はい、足上げてぇぇ……うひょひょひょ」

　微笑ましくなんか微塵もないわ！

「おい、ちょっと起きてくれ。非常事態だ」

「んあ？」

　未だ締まらないにやけ顔で夢うつつの博士を揺り起こそうとすると、視線の定まらない目で僕の方に手を向けてきた。

「んむー」

「むぐっ！」

　突とつ然ぜん、首をホールドされて唇を奪われる。引き剥がそうとするが、僕の胴を両足でさらにホールドし、抱きついてきてなかなか離れない。

　そうこうしている間に小さな舌が侵しん入にゆうしてきて、僕の口腔内を蹂じゆう躙りんしていく。そのテクニックの凄さったら……怖いわ！

「っの、いいかげんにしろっ！」

「ふぎゃっ!?」

　強引に引き剥がし、床に投げ捨てる。ある意味、危なかった……。
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「あれぇ？　ボクのカワイ子ちゃんたちは？」

「寝ぼけてたのかよ……」

　頭をさすりながらキョロキョロしている博士。つうか、夢の相手は女の子かよ！

　とにかく事情を簡単に話し、博士と共に再び【異空間転移】で、裏世界のプリムラ王国へと戻る。

「お待たせ」

「のわあぁぁぁ!?」

　突然現れた僕らに、エルカ技師とフェンリルはさほど驚おどろいてはいなかったが、目の前にいたエヴリ侍従長はオーバーアクションで後ずさった。エルゼたちがそれを見て笑いを堪こらえている。

「大だい丈じよう夫ぶよ。この人は転移魔法の使い手なの」

「そ、そうでしたか。これは失礼を」

　呼吸を荒くさせながらも、体裁を取り繕うエヴリ侍従長。この人はリアクション芸人にでもなった方がいいんじゃなかろうか。

「それで、その子も異世界の子なの？」

「ああ。この子はレジーナ・バビロン博士。フレームギアを開発した人だよ」

「この子が!?」

　今度はエルカ技師が驚きの目でバビロン博士を見る。まあ、そうなるだろうなあ。見た目はダブダブの白衣を着た幼女にしか見えないし。

　以前、博士には翻ほん訳やく魔ま法ほう【トランスレーション】をかけたので問題なく会話はできるはずだ。とりあえず紹介しとこう。

「博士、こちらはエルカ技師とその護衛ゴレムのフェンリル。ゴレム技師としてはこの世界有数の技術者らしいよ」

「ほほう。それはそれは。レジーナ・バビロンだ。よろしく。いろいろと後で話を伺うかがいたいものだね」

「エルカよ。こちらこそお話を聞きたいわ。魔法文明の技術をいろいろと、ね」

　二人は不敵な笑えみを浮かべながら握手を交わす。あれぇ？　なんか会わせたらまずい二人を会わせてしまったような……。

「ちょっと冬夜……。なんで二人ともニヤニヤしているの？　怖いんだけど……」

　エルゼたちが若干引いていた。うーむ、ライバル意識とかからくる笑いではない気がする。未知の技術を得られるという歓喜の笑み、かな……？

　洗剤などの注意書きにある、『混ぜるな危険』という文字が脳裏に浮かんだ。

「と、とにかくお揃いでしたらこちらへ。陛下がお会いになられます」

　まだいささか動揺の感があるエヴリ侍従長が僕らを促して歩き出だす。

　王城の回廊を歩きながら、バビロン博士にこの国の初代国王だという、『レリオス・パレリウス』なる人物のことを聞いてみた。

「レリオス……ああ、その人ならパレリウス老の次男だったと思う。長男と同じく魔工学の道に進んで、パレリウス老の助手を務めていたはずだ。しかし確か、若くして亡くなったと聞いたような……」

　ところが死んではおらず、それどころか異世界へと飛んでいて、その地で王様になっていたわけだ。

　なんとも奇き妙みような話だが、ちょっと僕の立場と被るところもあり、変な親近感が湧くな。

　案内された回廊の突き当たりにある扉とびらの前には、二人の屈強そうな騎き士しが並んで立っていた。

　エヴリ侍従長が扉を開けて、僕らを部屋へと通す。もちろん武器的な物を持っていないかチェックをされたが、僕のブリュンヒルドは【ストレージ】にしまってあるので、問題なかった。

　八重たちも城に入る前に指輪の【ストレージ】に武器をしまっておいたので、特に何も言われないまま、中へと通される。

　室内は歴史を感じさせる重厚かつ、シンプルな造りで、荘厳華麗さよりも、質実剛健といった雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　その部屋の奥おくまった机の椅い子すに腰こし掛かけていた男性が、立ち上がってこちらへやってきた。

　年の頃は四十半ば、がっしりとした身体付きではあるが、マッチョではない。いわゆる細マッチョとでも言うのだろうか。

　茶髪の短い髪、立派な口髭と顎髭を伸のばし、顔もなかなか渋しぶい男前の部類に入る。そしてその茶髪の頭の上には、シンプルな黄金の王冠が載せられていた。

　この人がこのプリムラ王国の国王。つまりは時の賢者『アレリアス・パレリウス』の子孫ってことか。

「久しぶりだ、エルカ技師。よく来てくれた」

「お久しぶりです、国王陛下」

　二人は親しげに会話し、握手を交わす。それは国王としてというよりは、対等な友人としての対応だった。

　プリムラ国王の視線がエルカ技師から僕らに向けられる。

「神帝国軍の侵攻を止められるというのはこの者たちか？」

「はい。こちらの初代国王が残した『石板』も、解読できるかもしれません。以前、陛下より伺った『外』から来た者だと言っています」

「っ……！」

　エルカ技師の言葉に、プリムラ国王が唾つばを飲み込んだのがわかる。僕に向ける視線が微妙に変化したが、やがて静かに口を開いた。

「『htmzt/ioiuo　kzttt/aeoui　hkrtymn/iaioaii　sstm/oieu　srhnnk/oeaaia?』」

「は？」

　一いつ瞬しゆん、何を言っているのかわからなかった僕らに、向けられていた国王の目が細められる。しかし、僕の隣から同じような言葉が飛び出してきた。

「『srhmh/oeaao u』。それはパレリウス老の子息が残した言葉かな？　残念ながら今では古代魔法言語を話せる人間はボクらの世界にもそうそういないよ？」

　博士がニヤリと笑いながら国王に話しかける。ああ、古代魔法言語だったのか。翻ほん訳やく魔法を使えば僕も話せないことはないんだけど。

　というか、博士を連れてきて正解だったな。

「なるほど。古代魔法言語、か。我わが王家では『古き言葉』として伝わっている。これを覚えなければ王家を継つぐことは許されぬのだよ」

　へえ。ひょっとして初代国王ってのは、父親であるパレリウス老が次元門を完成させ、パレリウス島のみんなをこちらの世界に転移させてくるとずっと信じていたのかな。

　世代が変わってもいつか必ずやってくると……そう考えるといたたまれないな。

　たぶん彼は、結界を張ったパレリウス島以外、元いた世界はフレイズによって滅んでしまったと思っていたろうからなあ。

　その子孫であるプリムラ国王が僕らの前に来て手を差し出してきた。ずいぶんとフランクな王様のようだ。

「君たちを歓かん迎げいしよう。プリムラ王国国王、ルディオス・プリムラ・パレリウスだ」

「ブリュンヒルド公国国王、望もち月づき冬夜です。こちらはレジーナ・バビロン博士、そして僕の婚こん約やく者しやである、エルゼ、八重、ヒルダです」

　差し出された国王陛下の手を握る。その表情に驚きの色が見えたのは、僕の肩かた書がきに対してなのか、博士の肩書きに対してなのか、それとも婚約者の多さになのか、判断はつかなかった。







◇　◇　◇







「まずはこれをご覧下さい」

　そう言って僕はスマホからある映像を空中投影させる。

「おおっ……！」

「これは……」

　プリムラ王国の国王陛下、エルカ技師にフェンリル、エヴリ侍従長、宰相、騎き士し団だん長ちよう、そして護衛の騎士が、薄暗くカーテンを閉められた室内に浮かぶその映像に息を呑む。

　そこに繰り広げられているのは、水すい晶しようの怪かい物ぶつと黄金の怪物、そして巨きよ大だいな鎧よろい騎き士しとの激しい戦いだった。

「水晶の怪物はフレイズ、黄金の怪物はその変異種です。現在、僕らの世界はこいつらに襲撃を受けています。と、言っても今のところ全すべて撃退していますが」

　室内の顔ぶれを見渡しながら、僕は語る。信じてくれるかくれないかは後にして、とりあえず事実だけを述べよう。

「そして、この怪物たちはあなたたちの世界にも出現し始めています。やがて、万を超える数のこいつらがこちらへ出現するでしょう」

「それは確実なことなのかね？」

「確実です。失礼ながら、この世界でやつらに対抗できるのはせいぜい古代機体レガシイのゴレムだけでしょうね」

　国王陛下には悪いが嘘を言っても仕方がない。世界が繋がれば、どうしてもそうなってしまう。

「仮にそれが事実だとして、我々に君……いや、異世界の公王陛下はなにを望む？」

「やつらを倒す協力をしてもらいたいと思っています。この国だけではなく、いずれ他の国々も。向こうの世界ではほぼ九割の国が同盟を結び、一丸となって侵略者と戦っているんです。同じようにこちらの国々も手を取り合って……」

「我々に神帝国とも手を結べというのか！　我々にとって侵略者とは奴やつらのことなのだぞ！」

　ドンッ！　と、テーブルを叩いたのは四十代の髭を生やしたゴツい騎士団長。燃えるような赤毛の髪が印象的で、いかにも武人といった感じを受ける。

「まあ、敵同士がすぐに仲良くしろと言うのも難しいかもしれませんが。少なくとも話し合いができるくらいになればいいんじゃないかと」

「話し合いもなにも、向こうが聞く耳を持たない以上、どうしようもあるまい。ならば後は武力衝突しかなかろう」

　皮肉るように痩せぎすの宰相がそう述べる。この人はどこか諦めているような印象を受けるな。この状況じゃ仕方ないのかもしれないけど。

「そうですね。聞く耳を持っていなければ、横っ面をひっぱたいて、こちらの声を聞こえるようにすればいい。分かり易い話です」

「おや？　神帝国とやらをぶっ潰つぶすつもりかい？」

「いやいや、まさか。そんな面倒なことするわけないだろう。潰したあとその国をどうするのさ」

　僕の隣となりでにやにやとしていた博士の軽口をさらりとかわす。その言葉にぎょっとしたような表情を浮かべた宰相だったが、すぐ苦く笑しよう気味に笑った。

「まるで神帝国を倒せるような口ぶりですな」

「うーん……たぶん倒せますよ？　国を倒すということが何を指すのかわかりませんが、聞く限りあれくらいの国、滅ぼすだけなら簡単です。僕にとってそのあとの統治の方がはるかに難しくて面倒ですよ。他国侵略とか何が楽しいのかさっぱりわかりません」

　唖然としているプリムラの方々にそう述べる。

　これはいろんな意味で本音だ。小さいブリュンヒルドでも苦労してるってのに、それを広げようとか……考えられん。こっちの世界では王様にされないように注意しないとな！

「で、では公王陛下なら、今現在、侵略を受けている我が国を救うことができると？」

「できます。ただ、フレームギア……あの鎧よろい巨人のことですが、あれは人間相手に戦争をするものではないので使いませんけどね」

「ではいかにして神帝国軍の侵攻を止めるというのだ！」

　またもや騎士団長が大声を張り上げる。宰相と騎士団長、さっきからこの二人の態度って一国の王に対する態度じゃないよなあ。横に座すわるエルゼたちもピリピリしている。

　プリムラとの交こう渉しようは僕と博士に任せてもらったので今は黙だまっているが、あまり向こうの態度が悪いと爆ばく発はつしかねないからなあ。

　まあ『異世界の王様です』なんて言われても信じられないのはわかるけど。あ、国王陛下が騎士団長にやんわりと注意した。

　ほら、怒おこられた。臣下として君主の顔に泥を塗るようなことをしてはイカンよ。

　気を取り直して国王陛下に質問する。

「侵攻してくる神帝国軍の総大将って誰だれです？」

「確か……トリハランの第二皇子だったはずだが。そうだな、ベロア宰相」

「は。第二皇子のリスティン・ラ・トリハランです」

　ほほう、第二皇子とな。それは好都合。

「じゃあ、その第二皇子を捕ほ獲かくしてきましょう。その皇子を人質とすれば交渉のテーブルにはついてもらえるでしょ？」

　僕の発言に、博士を除いた全員が口を半開きにして、眉まゆ根ねを寄せる。なんですか、その『なに言ってんの、こいつ？』って目は。確かにやることは誘ゆう拐かい犯はんと変わらないけどさあ。

「彼は転移魔ま法ほうを使えるんだよ？　敵陣に乗り込み、その総大将を連れて帰ることなど朝飯前さ」

　横の博士がにやにやと説明してくれる。まあ、そういうことだけど。

　いささか卑ひ怯きようくさい気もするが、これが一番手っ取り早いだろ。向こうの兵士たちを全滅させるってのも後味悪いしさ。皇子にとったら災難でしかないけど。

「そ、それが可能ならば確かに神帝国軍は兵を引くであろうが……」

「だけど言っておきますよ？　第二皇子を捕らえたとして、こちらからの要求は停戦のみです。それにかこつけて、領土を得ようとか、身代金の要求とかはしないでいただきたい。それと言うまでもないですが、第二皇子の安全は守ってもらいます」

　僕は戦争を止めたいのであって、神帝国を滅ほろぼしたいわけじゃないからな。どのみち勝手な真ま似ねはさせないけど。

「しかし、第二皇子を返したあとで、また神帝国軍が侵攻してくるのでは？」

「もちろん第二皇子を返すときにちゃんと釘を刺しておきますよ。次は皇帝をさらうぞ、ってね」

　どこの悪党かと思われそうだが、今さら体裁を取り繕ったところでどうしようもあるまい。

「……なかなかに公王陛下はしたたかなようですな」

「死人が出るよりマシでしょう？　僕らの世界じゃ、もう国同士が争っている状況じゃないんでね。悪いけど、この世界も近々そうなりますよ。他の国と手を組めない国は滅んでいくだけです」

　ベロア宰相の言葉に少し棘とげを含んだ言葉を返す。どんな国でもそう簡単に滅ぼさせたりはしないつもりだけどさ。

　僕だって万能じゃない。救いたくても無理な時もある。

「それで公王陛下は成功報酬として、我々に何をしろと言うのかね？」

「落ち着いたらうちの国と同盟を結んでいただきたいですね。こちらの世界にはあまり伝手がないもので。異世界の国なんて眉まゆ唾つばものと思われるでしょうが」

「いや、その点においては信用しているよ。我が王家自体がそもそも異邦人なのだ。その存在は疑ってはいない。エルカ技師のお墨付きでもあるしね」

　ふむ。『その点は』ときたか。全面的に信じたわけではないようだけど、今はそれでいいや。『異世界人』というのは信じたけど、『異世界の国王』というところまでは、まだ少し疑ってるのかな。

「マップ表示。プリムラ王国とトリハラン神帝国の戦せん闘とう地域」

『了解』

　スマホからの音声と同時に、この国周辺の全体地図が空中投影され、だんだんと絞り込まれていく。

　レーベン、か。現在攻こう撃げきを受けているのはレーベン城塞都市。三方を取り囲むように神帝国軍が迫っている。

「これはかなりまずい状況でござるな……」

「ええ。辛うじて防いでいるようですけど……」

　画面を見て八重とヒルダがつぶやく。仮にも要塞なんだから、そう簡単には陥おちないだろうが、古代機体レガシイに加え、軍機兵ソルダートとやらの軍事用ゴレムが投入されているとなるとわからないな。

「検けん索さく。トリハラン神帝国第二皇子」

『検索中……二十三件でス』

「多いわね」

「うーむ……」

　返ってきた返事に思わず眉を顰める。これって僕が見た目で『第二皇子かもしれない』って判断しちゃう人がそれだけいるってことだよね。相変わらず精密度に欠ける検索魔法だこと。

「第二皇子の見た目の特とく徴ちようとかってわかります？　写真なんかがあるとすごい助かるんですけど」

「写真はないが……歳は十九、金きん髪ぱつでなかなか端整な顔立ちと聞くな。あとは病弱で色白だとか。なにか帝室の紋もん章しようを身につけているはずだ」

　金髪イケメンかよ。生まれついての皇子様とは羨ましいねェ……。少しやさぐれた気持ちでトリハラン神帝国の帝室紋章を見せてもらう。

　双頭の獅子にクロスした二振りの双剣か。それを念頭に置いて検索すると、一件に絞り込めた。

　おそらく、これがトリハランの第二皇子で間ま違ちがいないだろう。

「じゃあちょっと行ってくるか」

「ボクも付いて行っていいかい？」

　隣にいた博士が急にそんなことを言い出した。

「あ、ならあたしたちも行くわ」

　と、続けざまにエルゼたちも手を挙げる。

「え？　……まあ、いいけど」

　確かにここにみんなを残して行くのはちょっとな。プリムラの王様とエヴリ侍従長はまだしも、他の人たちは僕らをまだ疑っているみたいだし。

　一いつ緒しよに行動した方が安心かな。

「じゃあ行くか。距きよ離りと……方向はこうだな。【テレポート】」

　みんなを連れて一気に空間を転移する。一瞬にしてトリハラン神帝てい国こくの幕ばく舎しやへと到着だ。

　同じタイプの【異空間転移】を使えるようになったおかげで、【テレポート】もある程度の距離なら完かん璧ぺきに転移できるようになったな。もう着替え中のところに飛び込んだりはしないぞ。

　目の前には、突然現れた僕らに目を見開く一人の青年がいた。察するにこの人が第二皇子のリスティンとやらだな。金髪だし。少女漫画に出てきそうな華きや奢しやな皇子様だ。

　テントの中にはその他にメイドさんらしき女性が二人いる。

「な、何者だ!?」

「一応、プリムラ王国の使いの者……になるのかな？　そちらはリスティン皇子で？」

　僕の返事にすぐさま反応し、皇子は腰こしの剣を抜いて構える。

「侵しん入にゆう者しやだ！　出会え！」

「おっと。【プリズン】」

　面倒になると困るので、リスティン皇子と僕らの周りに防ぼう御ぎよ壁へきを張る。

　わらわらとテントの中に兵士たちがやってきて、僕らに斬きりかかってくるが、全て不可視の壁に遮られて、こちらへ来ることができない。

「やああぁ！」

「おっと。危ないでござるな」

　第二皇子が抜きはなった剣を僕らに向けてきたが、それを八重が簡単に白刃取りして捻り、剣を奪い取った。僕が言うことじゃないけど、だんだん彼女たちも人間離れしてきたなあ……。

「はい、ごめんよ」

　剣を奪われ、呆然としているトリハランの皇子様の腕うでを掴つかんで【パラライズ】を発動させる。

　腕を掴まれたまま、くたっと皇子が地面にくずおれるのを見た老年の騎士が、僕らに向けて声を荒らげた。

「貴様！　リスティン皇子に何をするつもりだ！」

　あ、やっぱり皇子で間違いないみたいだ。人違ちがいで攫さらったら大変だからな。

「プリムラ王国への侵略を中止して下さい。それまで皇子の身柄は預かります。トリハランの軍が自国へ引けば、皇子は五体満足で無事に返すと約束しましょう」

　テントに入ってきた騎士たちに、僕はこちらからの要求を突きつける。歯は噛がみしてこちらを睨にらみつける騎き士し達たちの視線が痛いけど、勘かん弁べんしてほしいなあ。無理か。

「まるで悪党のセリフよね」

「ある意味冬夜殿らしいとも言えるでござるが……」

「騎士道精神から離れた行いではありますが……これも戦争回かい避ひのためです。目を瞑つぶりましょう」

「あのな……」

　別にやりたくてやっているわけじゃないんだぞ？　ホントだぞ？

　僕らをニヤニヤと見ていた博士が倒たおれた皇子の顔を覗のぞき込む。【パラライズ】は身体の自由は奪っているが意識ははっきりと残っているはずなので、僕らの言葉も聞こえているし、博士も見えているはずだ。

「……おや？　へえ……ほうほう……なるほど……なかなかに面おも白しろいね」

　倒れた皇子をぺたぺたと触りながら、博士がぶつぶつと呟く。セクハラまがいのことをしでかしそうなので、さすがに引き離した。別のことで問題を起こされたら困るっつーの。

「冬夜君。一応、皇子の世話役として、あそこのメイドさんたちも連れて行った方がいいね。プリムラ側に全て任せるわけにもいかないだろ？」

　む。それもそうか。

「そこの二人はこちらへ来てもらえますか。皇子の身の回りの世話を頼たのみたいのですが」

　僕ぼくの要請に応こたえ、二人のメイドさんがこちらへやってくる。【プリズン】の中に入れるように設定を変え、侵入を許可すると、突然メイドさん二人がいつの間にか手にした短たん剣けんで襲おそってきた。

　が、それも想定内。慌てずに対処し、皇子と同じように【パラライズ】で動けなくなってもらう。こんな陣中にいる時点で、まともなメイドさんじゃないことくらいわかってるさ。

「では、皇子の身柄は預かります。軍が引けば必ず無事にお返し致いたしますので」

「本当だな……？」

「間違いなく。プリムラ王国の誰一人として指一本触れさせませんよ」

　僕らを囲む騎士の中でも、一際僕を睨んでくる老年の騎士にそう答える。皇子の教育係かね？

　とりあえず用件は済んだ。

　再び【テレポート】を使い、【プリズン】ごと先ほどいたプリムラ王国の会議室へと転移する。

　突然現れた僕らにプリムラの人たちがざわめく。原因は僕ではなく、一緒に転移してきた転がされている三人だろうが。

「こ、公王陛下……そちらの者が……」

「はい。トリハラン神帝国の第二皇子です」

　プリムラ国王に説明しながら、さっき拾っておいた彼の剣を渡わたす。剣の柄には皇室の紋章が彫られていたので、これで偽者じゃないってわかるだろ。

　メイドさんの方は博士に頼む。セクハラすんなと釘を刺しておいたにも拘かかわらず、胸を揉み始めたので、拳骨を落としてやった。

「聞こえますか？　ここはプリムラ王国の王城です。今から自由にしますけど、暴れないで下さいよ？　プリムラ王国の人たちにも絶対に手出しはさせませんので」

　第二皇子にそう語りかけると、わずかに首を動かした。どうやらわかってくれたようだ。皇子に【リカバリー】をかけて麻ま痺ひ状態を解く。

　身体が自由になったことに気付き、皇子が立ち上がる。その時になって初めて意外と身長が低いことに気が付いた。

「……お前はプリムラ王国の者ではないのか？」

　まだ剣けん呑のんとした目付きで僕を睨んでくる。無理もないか。誘拐犯だもんな。

「僕はプリムラ王国の者ではありません。今回の戦争を止めたかっただけの者です。ですから、プリムラが皇子を害するようなことは僕が許しません」

「……戦争を止めたかったのは私も同じだ。これで戦いが止まるなら喜んで虜囚の辱はずかしめを受けよう」

　ありゃ。意外と話の分かる皇子様だな。ちょっと驚いていると博士がコートの裾をくいくいと引いてきた。なんだ？

　小声で博士が僕にあることを告げる。いいっ!?　なにそれ!?

　目の前の皇子を凝ぎよう視しする。いや、確かにそう言われるとそんな気も……。でも、どういうこと？

「どしたの、冬夜？」

「いや……」

　エルゼたちにも博士に告げられた内容を小声で話す。三人とも目を見開いて驚いていた。だよね！

「こっ、国王陛下。とにかく、皇子の部屋を用意してもらえませんか。ぼっ、僕から状じよう況きようを説明するので！」

「む？　あ、ああ。そうだな」

　渡された皇子の剣を眺ながめていたプリムラ国王が、配下の騎士に案内を命じた。

　皇子とメイドさんにはまだ【プリズン】がかけられているので、誰も触れることはできない。それがわかったからなのか、三人とも案内の騎士に素直に付いていく。

　それに続いて僕らも退室する。ここからはこの国の人たちで会議をしたほうがいい。……とかなんとかそれっぽいことを言ったが、僕はこれからどうしたもんかと頭を悩ませていた。

　皇子に当てがわれた部屋へ入り、僕は室内全体に【プリズン】を広げて、音声をシャットアウトする。聞かれるとまずいかもしれないからな。

「あらためて自己紹しよう介かいを。僕はブリュンヒル……まあ今はそれはいいか。望月冬夜。えーっと魔ま法ほう使つかいだと思ってもらえればいいです。で、こっちがエルゼ、八重、ヒルダ、そしてバビロン博士」

「魔法使い……！　なるほど、先ほどからの妙みような現象もそれか。納得した」

「ええ。まあその力でこの部屋には誰も入ってこれませんし、話が外に漏れることもない。なので、聞きますけど。ひょっとしてあなた、皇子様じゃなくて……皇女様？」

　目の前に広がった、息を呑むようなその顔で全てがわかった。博士の言う通りかよ……。わー、マジでー。







◇　◇　◇







「……なぜ、わかった？」

「いや、この博士が……」

「手の形や骨格、歩き方からしても女性だということがすぐにわかるよ。ちょっと触れば肉付きも柔やわらかいしね。女性特有のフェロモンも感じるし」

　ドヤ顔で博士が語るが、普ふ通つうわからんよ。変態か。変態だった。

　博士の言葉に考え込んでいたヒルダが口を開く。

「待ってください。ひょっとして貴女は第二皇子の影かげ武む者しやなのですか？」

「いや。間違いなく私が第二皇子のリスティン・ラ・トリハランだ。本名はリスティス・レ・トリハランだけどね」

　ということは、国外的にも男性と偽いつわっているのか。なんでまたそんなことを。

　メイドさん二人は初めから知っていたようだ。そりゃそうか。外にバラさないために、身の回りの世話をする者は必要だろう。ああ、だから博士は彼女たちを連れていくようにって言ったのか。

「私が女だということは、皇帝陛下ちちうえと皇后殿下ははうえ、そして皇太子あにうえ、私の教育係であるゼロリック卿、宮廷医師であるその奥方のマール医師、そしてこのメイドであるララとルルしか知らない」

　教育係？　ひょっとしてあの僕を睨んできた老年の騎士がゼロリック卿とやらかな？

　確かく認にんしてみるとやはりその通りだった。一応、第二皇子が総大将とはなっているが、実質的な指揮権はゼロリック卿が握にぎっていたらしい。

「……これってどうなるんだろ？」

　みんなと顔を見合わせて話し合う。皇子を攫ってきたと思ったら皇女だった。プリムラ側になんて話せばいいやら。

「別に問題はないんじゃない？　皇子だろうが皇女だろうが、皇帝の子供に変わりはないんだし。戦争を止める人質としては使えるでしょ？」

「それはどうかな」

　エルゼの言葉にリスティン、いやリスティス皇女本人が口を挟はさんできた。どうかな、ってどういうことだ？

「皇帝陛下ちちうえはともかく、元老院はわからないぞ。あいつらは皇族など替えのきくコマとしか思ってないからな」

　なんだそりゃ。傀かい儡らい国家とは聞いていたけど、そんなに酷いのか？

「ってことは……」

「最悪、私は死んだことにされ、神帝国の侵しん攻こうは継続される。さすがに元老院もそこまでするとは思わないが、ありえなくはない」

　僕は頭を抱かかえた。これはさすがに予想外だ。

『第二皇子の弔い合戦だ！』『第二皇子を殺したプリムラを許すな！』とか言われかねんぞ、こりゃあ……。

「むむむ……。となると、リスティス殿を攫っても意味はなかったということでござるか？」

「残念ながらそうなる可能性は高い。いや、むしろ悪化したかもしれん。おそらく戦争は止まらない」

　あーもう、なんだよそれ。これじゃプリムラ王国の方にも何言われるかわからないぞ。『当てにならん』ってレッテルを貼はられるじゃんか。

　困っている僕を面白がるように、隣の博士がニヤニヤと笑みを浮うかべていた。

「どうするんだい、冬夜君？　やっぱり神帝国軍を全滅させるかい？」

「だからそんなことしないっての。まったく、どっちにも死人が出ないようにこんな手を使ったってのに……」

「……そのためだけに私を攫ったのか？　君は本気でこの戦争を止める気だったと？」

　頭を抱えていた僕に第二皇子……いや第一皇女？　が、話しかけてくる。

「止める気、じゃない、止めるんだ。確かに乱暴で、あんたには迷めい惑わく極まりないことだったかもしれないけど、これが一番簡単かなと思ったんだよ。戦争とか馬ば鹿からしいと思わないか？」

「父上もそう言っておられた……。しかし、元老院の馬鹿どもに押し切られ、プリムラとは戦争になってしまったんだ。皇帝といえど元老院を無視することなどできない。神帝国での皇帝とは張り子の虎とらなのさ」

　まるで自分のことのように、自じ嘲ちよう気味にリスティスが語る。ふうん、皇帝の方はけっこうまともらしいな。

　しかし、神帝国の元老院ってのはそんなに力を持っているのか？　僕の知ってる古代ローマとかの元老院とはだいぶ違う気もする。異世界語翻ほん訳やく的な問題なのか、こっちではそれが正しいのかはわからないが、碌でもないやつらの集まりだってのはわかった。

　神帝国の元老院は元老院議長をトップとして総勢約五十名。貴族から選出された議員で成り立ち、終身制で、しかも世襲が許されている。

　始めは皇帝の助言機関として機能していたが、いつからか皇帝をも凌しのぐ権力を持ち、今じゃ神帝国の実権を握っているらしい。

　帝国民を蔑ないがしろにし、かなり好き勝手にやっているようだ。それを正そうとする者が現れると、あらゆる手を使って潰されるのだとか。

「その親玉が元老院議長であるモーロック・ラピトスさ。七十超こえたジジイだが、みんなこいつを恐おそれて元老院には逆らわない」

「皇帝でもダメなのか？」

「建前上、元老院は皇帝の助言機関だ。それを無視し皇帝が何か事を進めるわけにはいかない。元老院議長に対する処罰や改正を、当の元老院が認めると思うかい？」

　まあ、認めないわな。こういった権力を持つ機関が身内に甘あまいってのは、よくある話だ。今回の戦争も、そうやって皇帝の意思を無視し、始められたのだろう。

「しかし……なんだって皇子だなんて偽ってたんだ？」

「私が皇女として育てられていたら、今ごろは元老院ジジイどもの息子、あるいは孫あたりに嫁とつがされてただろうね。考えただけでもゾッとする。初めは死産だと偽ってゼロリック卿のところで育てるという話もあったらしいが、母上がやはり手元に置きたいと願ったのでこうなったわけさ」

　王家、皇家の血を取り込んで権力を強めるってのは、いつの時代、どこの世界でも共通らしい。

　なんでも彼女の兄である皇太子の方はすでに仕込み済みだとか。皇太子の婚約者は元老院議長の娘むすめだそうで。

　皇太子はこの娘との結けつ婚こんを本当に嫌いやがっているらしい。なんでもかなりの歳上で、さらに性格がだいぶ歪ゆがんでいるとか。そんな嫁、最悪だな……。

　僕の婚約者たちはみんな優しくてよかったなあ。時々怖い時もあるけど……。

「なによ？」

「イエナニモ」

　エルゼの言葉に無表情のままで答える。だからなんでそんな勘が鋭するどいの？

　まあ、トリハランの皇帝と皇妃が彼女を第二皇子にしたのもわからんでもない。可愛かわいい娘を守るための苦肉の策だったのだろう。

　皇太子は世継ぎを求められるので結婚を断るのは難しいが、第二皇子ならさほど困るまい。もちろん、皇太子がどうでもいいということではないと思うけど、元老院にとってはどうでもいいのだろう。

　なにせ皇太子に自分の娘を押し付けるほどだ。最終的には皇位簒さん奪だつを考えていたんじゃないのかな。だとしたら第二皇子の血筋は絶えてしまった方がありがたいからな。

　どっちにしろその元老院ってのは碌なもんじゃないらしい。聞けばこの戦争もそいつらが強ごう引いんに画策したっていうじゃないか。なのに自分たちもその一族も、戦争には参加せず、か。

「その元老院議長のジジイをなんとかすれば、皇帝が権力を取り戻もどして、戦争は止まるのかなあ……」

「そっ、その通りだ！　元老院議長であるモーロックが失脚すれば、残りの元老院議員など烏う合ごうの衆。皇帝陛下がすぐさま軍を撤退させる！　プリムラとの戦争は回避できるぞ！」

　ぼそりと呟いた僕の発言に反応し、ぐぐっ、と力説してくるリスティス。いや、気持ちはわかるけどずいぶんと露骨だなあ。腹芸ができるタイプではないとは思ってたけど、わかりやすい人だ。

　だけどここは乗っておく方がいいかな。プリムラ王国だけじゃなく、トリハラン神帝国にもコネを作れるし。

　打算的に僕はそう考えた。

「取り引きをしよう。僕がその元老院議長とやらをなんとかするから、この戦争をやめるように皇帝陛下に進言してくれ。頼めるかな？」

　リスティスの目を真っ直ぐ見ながら、僕は思い付いた提案を言葉にする。

　それを聞き、ゴクリと唾を飲み込みながらも彼女ははっきりと僕に告げた。

「……本当になんとかできるのなら、命を賭けてこの戦争を止めてみせる。魔法使いの君に頼む。神帝国を、いや、神帝国とプリムラを救ってくれ」

　エルゼたちに視線を向けるとみんなも小さく頷うなずいてくれた。

　よし。となれば、協力者が必要だな。プリムラ王国の手前、リスティスをここから連れ出だすわけにもいかないし。教育係というあの老騎き士しに手伝ってもらうか。確かゼロリック卿だったっけか？

　マップで確認すると、どうやらまだあの幕舎にいるようだ。パッと行ってパッと攫ってくるか。

　……人攫いも板に付いてきたなあ。思考が犯罪者じみてきた。慣れって怖いね。褒められたもんじゃないけど。

　すぐに戻ってくるので今回は僕だけで行くことにする。

「【テレポート】」

　神帝国の幕舎に再び転移すると、先ほどと同じく数人の騎士と、目標のゼロリック卿がいた。

　卓を囲み、何やら会議をしてたようだ。連れ去られた皇子についての話し合い、かな？

「なッ!?」

「き、貴様は先ほどの！」

　目を見開いて驚おどろく騎士たちの間を抜ぬけて、一いつ瞬しゆんでゼロリック卿の背後に回る。ブリュンヒルドの銃じゆう口こうを背中に突きつけると、ゼロリック卿は伸のばしていたサーベルの柄から手を離し、ゆっくりと両手を上げた。

「少々状況が変わったので、この人も連れていきます。第二皇子共々、後できちんと返すので心配無きように。では失礼」

　言うだけ言って、ゼロリック卿と共に再びリスティスたちのいるプリムラ王城の部屋へと帰き還かんする。ここまでの所要時間一分足らず。

「じい！」

「おおっ、殿下！」

　再会した主従の感動もそこそこに、ゼロリック卿にリスティスから状況の説明をしてもらう。早いとこ誤解を解かないと、手にしたサーベルでブスリとされかねんしな。

　神妙な面持ちでリスティスの説明を聞いていたゼロリック卿だが、話を全て聞き終えると腕を組み、考え込んでしまった。

　やがて目を開くと、僕に向けてその鋭い視線を投げてくる。

「冬夜殿と言ったな。貴殿が魔法使いなのはわかった。これだけのことをしたのだ、信じないわけにもいくまい。しかしどうやって元老院議長を神帝国から排除するというのだ？　殺すのか？」

「まさか。そいつが悪党だとしても、殺す気はないよ。裁くとしてもそれは僕の役目じゃないと思うし」

「では如何いかにする？」

「そうだなあ。どこか遠くの船も通らない無人島に一族総出で（強制的に）バカンスに行ってもらうとか、鼻に指を突っ込まないと喋れなくなる奇病に罹かかってもらうとか？」

　あ、博士以外みんなちょっと引いてる。一応ご老人らしいからこれでも気を使った方なんだが。

『生命吸収』『病気発症』『恐きよう怖ふ付与』『精神錯乱』、そのあたりの系統は古代闇やみ属性の魔法なら可能だからな。生命を取らずに相手を無力化するならこれで充じゆう分ぶんだと思う。催さい眠みん魔ま法ほう【ヒュプノシス】で記き憶おくを改かい竄ざんってのもできるけど、さすがにそれはやりすぎか。

　ま、トリハラン皇帝にどうすればいいか指示を仰ぐってのもアリか。

　この手の悪党は、家捜しでもすれば犯罪の証拠がボロボロと出てきそうだし。ともかくまずは捕縛してからかな。

「しかし油断は禁物だ。奴やつは元老院議長なだけあって、警護が厳しい。常に護衛の騎士とゴレムが複数張り付いている。さらに最近は不思議な術を使う凄腕の護衛騎士が付いたとも聞くからな」

　不思議な術を使う護衛？　僕と同じ魔法使いなんだろうか。それとも椿さんたちのような忍にん術じゆつ使いか？

　なんにしろ一筋縄ではいかないということを言いたいのだろう。だけど、【プリズン】で閉じ込めてしまえば手も足も出まい。

「そっちの方は拙せつ者しやたちに任せるでござるよ」

「ゴレムなら壊こわしてもいいのよね？」

「腕がなります！」

　なんて心強いお言葉。でも、やり過ぎないようにね？　もう三人ともドラゴンくらいなら一いち撃げきで倒せるレベルまでいってるからさ……。

「まあ、その護衛たちは僕らに任せて、ゼロリック卿には皇帝陛下への説明とかを頼みたいんですが」

「……ワシに国を裏切れと言うのか？」

「どうしてもというなら無理強いはしませんが。その場合、全部僕らの判断でやることになるので、後で文句言われても困りますよ？」

　後から、ああしとけば、こうしとけば、と言われても知らんよ？　最悪、邪じや魔ましてきた奴をぶっ飛ばしたら、ゼロリック卿の息子さんでした、とかの可能性だってないとは言えないし。

「じい、彼かれらに力を貸してあげてほしい。どのみち、もう元老院の奴らを放って置くわけにはいかないだろう？　彼の魔法ならあるいは……」

「……殿下がそう申されるならば。プリムラとの戦いくさを止めるためにも、この老骨の生命を懸けてできる限りのことを致しましょう」

　ゼロリック卿がリスティスに跪ひざまずき、頭こうべを垂れる。

　いやいやいや、生命なんて懸けんでいいから。

　とりあえず、ゼロリック卿から【リコール】で元老院議長とやらの記憶を見せてもらって、マップで検索する。

　いたいた。トリハラン神帝国の帝都、元老院の議事堂にいらっしゃるようですな。

　この距離なら【テレポート】でいけるな。距離的にはブリュンヒルドからベルファストの王都くらいだし、ズレはしないだろ。

「とりあえず、護衛のゴレムや騎士たちを戦闘不能にさせて、その後、モーロック議長とやらを捕らえる。で、そいつを連れて皇帝のところへ行き、判断を仰ぐ……でいいですかね？」

「問題ない。その通りにいくのならば、な」

　おろろ、疑ってらっしゃる？　ま、仕方ないか。戦闘能力は見せてないしな。

　マップの表示を見ると、モーロック議長は移動中のようだ。部屋で戦闘になるよりは、広い場所に移動するのを待った方がいいか。

　この議事堂中央にある広間まで来たら転移して襲いかかろう。

　……襲いかかるとか……。まるで山賊みたいだと少し落ち込む。ふう……。

　護衛はゴレムが五体、騎士が五人か。確かに厳重な警備のようだ。

「転移したらゼロリック卿は下がっていて下さい。変に手を出すと面めん倒どうなことになりかねないので」

「……不本意だが、従おう」

　頷くゼロリック卿と広間に差し掛かったモーロック議長を確認し、【テレポート】を発動させる。

　一瞬でモーロック議長の正面に僕らは転移し、指示通りゼロリック卿は後退して広間にある柱の陰かげに下がる。

　僕らを目にした騎士の一人が大声で叫さけんだ。

「ッ！　侵入者だ！　議長を守れ！」

　すぐさま五体の内、二体のゴレムが議長の前に躍り出て、僕の正面に立つ。

　均整の取れたバランスのいい体格のゴレムで、バイザーのようなものが下ろされている。腕には何やら火器のような物が装備されていた。これが『軍機兵ソルダート』ってやつか？

　後方にいる一体だけは角が付いていて、他の四体とは違って見える。あれが軍機兵ソルダートの司令塔になっている『軍機曹サージエント』なんだろう。

「撃てッ！」

　騎士の命令で、マシンガンほどじゃないが、それなりの連射速度の弾だん丸がんがゴレムの腕から放たれた。

「きかないわよ！」

　エルゼが装備したガントレットで全すべての弾丸を弾き飛ばす。僕が言える立場じゃないが、とんでもないよな……。

　そのまま一瞬にしてゴレムとの間合いを詰めたエルゼが稲妻のような回し蹴りを食くらわすと、金属の塊かたまりであるゴレムが、その装そう甲こうをひしゃげて吹っ飛んでいった。

「では拙者たちも」

「はい！」

　八重とヒルダは前に出た護衛騎士二人へと迫り、目にも留まらぬ連撃を繰り出す。その一瞬で相手の鎧よろいだけがバラバラに斬り裂かれ、気を失った騎士がその場に倒れ落ちた。

　二人の刀と剣は晶材製の特とく殊しゆなもので、魔ま力りよくを流すことで斬る斬らないの選せん択たくが任意でできる。とはいえ、鎧だけ斬るという技はすごいな。ちょっと僕には無理だ。

　おっと、見ているだけじゃなくて僕も仕事をしないとな。

「【雷よ来たれ、白びやく蓮れんの雷槍、サンダースピア】」

　残りのゴレムの内、角が付いてた軍機曹サージエント一体を狙ねらい、雷魔ま法ほうを直ちよく撃げきさせる。

　一撃で機能停止に追い込み、その場に軍機曹サージエントのゴレムが倒れると、他の四体も同じように動かなくなった。なるほど、エルカ技師の言う通りだな。これが軍機兵ソルダートの長所でもあり短所でもあるところか。

「あー！　あたしがやりたかったのにー！」

「あ、ごめん」

　獲え物ものを取られてむくれるエルゼ。いや、軍機曹サージエントの機能を確認したかっただけでね？

「くっ！　ええい、ヴァイス！　奴を仕留めろ！」

「……わかった」

　後方にいる議長から声が飛ぶと、僕の目の前に一人の騎士が立ちはだかった。兜かぶとを目深に被り、表情は見えないが、動きに無む駄だがない。かなりできるな、こいつ。こいつが噂うわさの凄腕の護衛騎士か？

　突とつ然ぜん、視界から一瞬にしてそいつが消える。なにっ!?

　背後から感じた気配に、咄嗟に身体を沈ませる。しゃがんだ頭上スレスレで、護衛騎士の剣が通とおり抜けていった。いつの間に背後に!?

　立ち上がり、ブリュンヒルドをブレードモードに変えて、騎士から放たれる剣撃を受け流していく。おいおい、八重並みの腕前じゃないかよ。

　まさかこれほどの腕前とは……正直驚いた。だが、容よう赦しやはしない。

「【スリップ】！」

「！」

　転てん倒とう魔ま法ほうで足を滑すべらせた騎士に、スタンモードにしたブリュンヒルドを見み舞まう。悪いな、しばらく動けなくなってくれ。

　しかしそいつは倒れ込みながらも、身体を捻り、ギリギリで剣を避けた。ブリュンヒルドの刃先は兜だけを捉え、それをふっ飛ばす。

　お返しとばかりに空中で半回転した奴の足が僕の側頭部へ飛んできた。僕の方もそれをギリギリで躱かわし、バックステップで距離をとる。なんて身体能力だ。やっぱり【プリズン】を使うしかない、よう、だ……。

「おいおい……。なんでお前がこんなとこにいるんだよ……」

　立ち上がり、剣を構えて僕を睨みつけるその男。兜がなくなり、初めてはっきりと見えたその顔は、よく見知った奴の顔だった。

　いつもの飄々として掴みどころのない表情は消え、雰ふん囲い気きは一変しているが、僕がそいつを見み間ま違ちがうわけがない。

「エンデ……」

　僕の呼びかけにその男は全く反応しなかった。まったくどうなってんだよ、これ……。

　助太刀に入ろうとするエルゼたちを手で制する。

「おい、エンデ！　お前、こんなところでなにしてんだ!?」

「……お前は誰だれだ？」

　眉まゆを顰ひそめ、僕の方へ相変わらずの敵意を向ける。なに言ってるんだコイツ。ふざけてるのか？

「冬夜だよ！　望月冬夜！」

「知らん」

　危あぶなッ!?　この野郎、躊ちゆう躇ちよなく斬り込んできやがった！

　エンデじゃないのか？　……いや、絶対あいつだろ。ちょっとカマをかけてみるか？

「……おい、メルがどうなったか教えてやろうか？」

「メル……？」

　ピクッとエンデが反応し、動きが止まる。何かを思い出そうとしているように視線が泳ぐ。こいつ……僕のことは忘れてるくせに、フレイズの『王』であるメルのことは、なんとなく覚えているようだ。記憶喪失……あるいは洗脳か？

「何をしておるか！　そいつは敵だ！　殺せ！」

　元老院議長からの声が飛ぶと、エンデは頭を振ふって、再び斬り込んでくる。くそっ、面倒だな！　もういい、ちょっとおとなしくしててもらおう。

「【プリズン】」

「!?」

　エンデが青白い半はん透とう明めいの立方体に閉じ込められる。三立方メートルのその結界にぶち当たり、突っ込んできたエンデが床に倒れた。

　剣けんを振るい、足で蹴りつけるが【プリズン】はビクともしない。

　無む駄だ無む駄だ。一度この中に閉じ込められたら、神の力でもない限り脱だつ出しゆつも破は壊かいも不可能だ。

　最初に展開した大きさによって強度が決まってしまう特性さえなければ、上級種も封じ込められるのにな。

　さて、エンデの方は後で考えるとして、あの爺じいさんに聞くことがいっぱいあるぞ。

「こいつッ！」

「死ねッ！」

　残った二人の護衛騎士が斬きりかかってくる。かなりの腕前のようだが、エンデよりは劣っていると感じた。しかし僕が何かする前に割り込んできた八重とヒルダの剣撃を食らってあっさりとぶっ倒れてしまった。南無。

「貴様……っ！　ワシが誰だかわかっておるのか！　元老院を束ねる議長、モーロック・ラピトスなるぞ！　控えよ！」

「知らんよ。権力にしがみついた老害だってのはわかるけど」

　額に青筋立てて怒鳴りつけてくる爺さんに向けて、思ったままのことを口にする。七十も超えたなら隠いん居きよしなさいよ。

　白髪混じりの髪と髭ひげ、シックな感じではあるが、ところどころ派手な金の刺繍の施されたローブを着込み、手には王おう錫しやくのような杖を持っている。痩せ気味の体格で背は高く、鷲わし鼻ばなが特とく徴ちよう的な顔には、傲慢そうな目と皺が付いていた。

「ま、あんたのことなんかどうでもいい。それよりあいつに何をした？」

「あいつ？　ああ、なるほど……貴様、あの男を知っているのか」

　ニヤリとした笑いを浮かべ、元老院の議長は杖を構える。

「あの男はな、城下で死にかけてたところをワシの配下が拾ってきたのだ。ヤツは見たこともない不思議な道具をいろいろと持っていてな……その入手先を聞き出そうとしたが、記憶を失っておった。だからワシが『ヴァイス』という名を与え、ワシに従うよう特別な教育をしてやったのよ」

　死にかけて記憶喪失～？　桜と同じかよ……いや、さらに変なこと刷り込まれてるから、もっとタチが悪いか。まあ、それなら【リコール】でなんとかなるかもしれない。

　っていうか……死にかけてたってどういうことだ？　エンデはかなりの強さを持っている。誰にやられたんだ、あいつ？

「そいつの持ち物の中にはこんな素す晴ばらしい物もあったぞ。最強のゴレムがな！」

　元老院議長が懐ふところから取り出したのはプレパラートのようなガラス片。あれって確か……。

　パキィンッ！　と議長がガラス片を指で真っ二つに砕くだく。

　瞬しゆん間かん、眩い光が周りに溢れ出し、大広間の天てん井じようを突き破って、巨きよ大だいな鎧よろい騎き士しが出現した。

　白と黒のツートンカラーに細身でシャープなシルエット。そして一番の特徴である踵かかとの両車輪。

　そこに立つのは竜騎士ドラグーン。僕がエンデにやったフレームギアだった。

　おいおい……なに取り上げられてるんだよ、あの馬鹿。

「ははは！　言葉もないようだな！　貴様もこれまでだ！」

　しゃがみ込んだ竜騎士ドラグーンに、元老院議長は七十の爺さんとは思えない身の軽さでコクピットへと乗り込んでいく。元気だね……。

　フレームギアは素人でもそこそこ動かせるように改良してある。ゲームセンターの筐きよう体たいやテレビゲームのコントローラー並みに単純なのだ。動作の補助は自分でやってくれるしな。

　だけど……。

『ワシに逆らう愚か者め！　踏ふみ潰してやるわ！　わははははは！』

　外部スピーカーから調子に乗ったジジイの『がなり声』が聞こえてくるが、僕は無視して手元のスマホを操作する。ポチッとな。

『はははははは……ぬっ!?　どうした、なぜ動かん！　前は何事もなく動いたハズ……！』

　スピーカーから慌あわてたような声が漏れる。ジジイが乗り込んだ竜騎士ドラグーンはしゃがみ込んだまま、立ち上がる様子はない。

　それを見上げながら八重がため息をつき、隣となりのエルゼは肩かたをすくめていた。

「なんとも間抜けでござるなあ……」

「まあ、知らなかったんだし、仕方ないんじゃない？」

『動け！　このッ！　ええい、動かんか！』

　漏れ出している声を聞きながら、僕ぼくは竜騎士ドラグーンによじ登り、コクピットハッチの横にある手動開閉のロックを外してレバーを引く。

　バシュッ、と空気の抜ける音と共に、あっさりと竜騎士ドラグーンのコクピットハッチが開いた。

「ひっ!?」

「悪いけどさ、これ作ったの僕なんだよね。つまりこのゴレムの本来のマスターは僕ってわけ」

　正確にいうと作ったのは博士やロゼッタたちだが。

　フレームギアにはこういう時のために、緊急停止システムが装備されている。そこんとこをキチッとしてないと他国になんて貸し出せないしな。

「うひぁ、ああああ!?」

【レビテーション】でコクピットからモーロック議長を引きずり出す。ジタバタと空中でもがきながら、必死で僕から離はなれようとするが、無駄である。そのまま議長を床に降ろすと、柱の陰からゼロリック卿がこちらへやってきた。

「お、おお！　ゼロリック卿！　こやつを斬り捨てよ！　神帝国に弓引く不ふ逞ていの輩だ！」

「それはできませぬ」

「な、なに!?」

「現在、リスティン殿下を人質に取られております。ですから、私にはなにもできませぬ。誠に申し訳ない、議長殿」

　しれっと言いやがったなあ。人質を取られているからとかよく言ったもんだ。

「きっ、貴様！　ワシとあんな役立たずの皇子、どちらがこの国にとって大事か、それくらいわからんのか!?　ボンクラめ！　お前も反逆罪で処刑して、」

「少し黙だまってて」

「ぐウッ!?」

　エルゼが首筋に軽く手刀を食らわせて議長を黙らせる。聞いてて不愉快だったので、ナイスだ。

　反逆罪とかどの口が言うのやら。こんなのがのさばってたんじゃこれから大変だな、この国も。

　同情の目をゼロリック卿に向けるとその視線の後方にあった【プリズン】が、バキィンッ！　という音と共に砕け散ちり、中からエンデが転がるように飛び出してきた。

「なっ!?」

　馬鹿な!?　神気を込めてないとはいえ、あの強度なら普通の攻こう撃げきで破壊できるわけが……！

　エンデの手には短たん剣けんというには長く、長ちよう剣けんというには短い剣が、両手に二本握られていた。ショートソードか？　あんなもの隠かくし持ってたのか。しかしあれは……。

　繰り出される二本の剣先を躱して、エンデの目の前に魔法を展開する。

「【来たれ雷氷、百雷の氷霧、ボルティックミスト】！」

「うぐっ！」

　突然現れた霧に突つき出した右手を包まれてしまったエンデが、感電してショートソードを取り落とした。すかさずそれを僕が拾って後退し、手の中の剣を確認する。……やっぱりか。

　そのショートソードから立ち昇のぼるのは神気。間ま違ちがいない。これは神器……神の作った武器だ。

「どこでこんなもん手に入れてきたんだ、こいつ……」

　神器とは神が地上で生まれた邪じや神しんや悪神、あるいはその眷けん属ぞくを滅ぼすために、人々に与あたえる最後の希望。勇者などが神の代理者としてそれを振るい、伝説の武器として神話などに残される。

　しかし、神器もひとつ間違うと新たな邪神の苗床になってしまうため、用が済めば破壊、もしくは回収されるか、複製品レプリカとすり替えられるって話だったが。

「はあっ！」

　左手に残ったショートソードをエンデが突き出してくる。くっ……！　あーもう、うっとうしいなこの野郎！　いい加減、正気に戻れ！

「【アクセルブースト】！」

　最大加速魔法で一瞬にしてエンデの懐に潜り込む。

「なッ!?」

「悪く思うなよ。お前をひっぱたいてこいってユミナに頼たのまれてるんでな」

　容赦ないビンタを一発、その横っ面に叩き込み、そのまま腹にアッパー気味の拳を打ち込んだ。

「ぶふぉはッ!?」

「しばらく寝てろ」

　腹を押おさえて屈かがんだエンデの首筋に手刀を落とす。奴は手にした神器を取り落とし、その場に頭から倒たおれた。

「ずいぶんと派手にかましたでござるな」

「手加減できる状じよう況きようじゃないしね」

　ったく、いいように利用されてんなっての。記憶喪失とはいえ、あっさりと騙だまされてからに。

　二本の神器を拾って【ストレージ】に突っ込み、エンデを再び【プリズン】で閉じ込める。記憶の復活は後回しにしておく。面倒だし。

　エンデの入った【プリズン】をサイコロくらいの大きさまで小さくして、ポケットに入れた。

【ストレージ】とは違い、時間凍結はしないので、あまり長い間閉じ込めるとトイレにも行けないし、ヤバいことになる。早いとこ用事を済ませてしまおう。

　動けなくなっている議長も同じように【プリズン】で閉じ込め、ゼロリック卿の案内で皇こう帝ていのいる皇宮へと向かう。もちろん竜騎士ドラグーンも回収しといた。

　これだけの騒さわぎを起こせば、周りに野次馬や警備兵が集まるのは当然だ。しかしその前に僕らは【インビジブル】で姿を消し、足早に皇宮へと侵しん入にゆうしていた。本来ならここへ入るのにも元老院の許可が必要らしい。

　皇宮の中は皇帝の住居としては質素というか地味というか……先さき程ほどの元老院の議事堂に比べると幾分か劣るようにも思える。

　警備の騎士やゴレムも少ないし、ここの皇帝さんは本当に力がなさそうだ。度を過ぎた豪ごう奢しやな造りをしていても、それはそれで問題がありそうな気もするけどさ。

「陛下！」

　ゼロリック卿が回廊の突き当たりにあった部屋の扉とびらを開くと、執務室のような部屋で本を読んでいた五十代の男性が、驚いてその顔を上げた。

　丸眼鏡をかけた白髪白髭のその男性は、武人というよりは文官といったイメージが強い。この人がトリハランの皇帝か。あんまり威厳とかは感じないな。親しみやすい雰囲気はあるけど。

　なんだ？　驚いてキョロキョロと辺りを見回しているけど……あ、【インビジブル】を解除するの忘れてた。

　突如として姿を現した僕らに、再び皇帝陛下が驚いて、椅い子すから転げ落ちそうになる。

「うおっ!?　な、ゼ、ゼロリック卿か!?　そ、そなたはプリムラのレーベンにいるハズでは……」

「緊急のご判断を仰ぎたく推参いたしました。神帝国の命運を分ける用件にございます」

　目をパチクリとさせ、見るからに訳のわからぬ状態だった皇帝陛下に、ゼロリック卿がリスティスからの手紙を差し出し、最初から説明を始める。

　初めは困ったような顔をしていた皇帝陛下だったが、僕が【プリズン】から動けないでいる議長を取り出して床に転がすと、今度は真しん剣けん味を帯びた目でゼロリック卿の話を聞き始めた。

「なるほど……確かに我わが国にとって重要な案件のようだな。これ誰か！　ルーフェウスを呼んでまいれ！」

　皇帝陛下が命じると、部屋の入口にいた一人の騎士が走ってどこかへ行ってしまった。

　横に立つゼロリック卿に一応聞いてみる。

「ルーフェウスって？」

「我が国の皇太子殿下です」

　ってことはリスティス皇女の兄ってことか。皇帝陛下でさえこんな扱あつかいなんだから、皇太子の扱いも推おして知るべしだと思うけど。

　やがてさっき出て行った騎士が、皇太子らしき一人の若者を連れて戻ってきた。

　リスティスと同じ金きん髪ぱつで歳は二十代前半……イケメンではあったが、皇帝陛下と同じく眼鏡をかけていて、ちょいインテリ風の雰囲気がある。間違っても剣を取り、前線に立つようなタイプではない。

　部屋に入った皇太子殿下は、まず床に転がっている元老院議長を見て、驚いていたが、皇帝陛下とゼロリック卿の話を聞くうちに、なにやらだんだんと目の色が変わってきた。

「父上！　これはまたとない好機です！　今こそ元老院を解体し、神帝国の秩序を取とり戻す時！　彼に従い、プリムラとの戦争を回かい避ひすることこそが、国民の安寧を取り戻すことになるでしょう！」

「う、うむ。そうか。そうだな」

　なんか皇帝陛下でさえちょっと引くくらい、ものすごく熱弁を振るっているな……。

　そういや、この皇太子ってここに転がっている元老院議長の娘と婚こん約やくさせられているんだっけか？　性格悪い年増とか聞いたけど……よっぽどそれが嫌なんだろうか。

　後で聞いたら四十を超えたものすごく性格が歪んだおばさんで、仮面のような厚化粧の方だったとか。皇太子の必死さにも合点がいった。

　この国の決定権を持っていたのは元老院だが、国を機能させていたのは彼らではない。元老院を潰しても、多少混乱はあるだろうが、やがてまた通常通りに機能していくことだろう。

　元老院は皇帝を替えの利く駒と見ていたようだが、自分たちもまさに同じように思われていたわけだ。身につまされるお話だねえ……。

「わかった。ではルーフェウスは近衛兵とゴレムを連れて元老院議長の邸宅を徹底的に捜そう索さくするのだ。湯水のように国家予算を食い潰した証拠が山のようにあるだろう。ゼロリック卿は軍の撤退を。プリムラ王国とは和平を結ぶ」

「これはどうします？」

　僕はパラライズで麻痺している議長様を指差す。

「順番が逆だが……証拠が見つかるまで地ち下か牢ろうへ放ほうりこんでおこう」

　そうね、本来なら証拠が見つかってからの地下牢だからね。そこだけ聞くと冤えん罪ざいを作っているようにも聞こえるな。罪を犯しているのは確実なのにな。

　こうなると他の元老院議員もただではすまないだろうが、今まで好き勝手したツケが回ってきたと諦めてもらおう。

　ルーフェウス皇太子は足早に議長の邸宅へと向かった。よほど鬱うつ憤ぷんが溜まっていたとみえる。わからんでもないが。

　僕らは皇帝陛下にプリムラ王国への親書を書いてもらい、それを受けとって、ゼロリック卿とまずは戦場になっているレーベンの神帝国幕舎へと転移した。

　すぐさま軍の撤退を命じたゼロリック卿であったが、一部、元老院寄りの貴族共がごね始めた。どうやら戦争による略奪を期待していたらしい。

　しかし預かっていた皇帝からの勅ちよく書しよと、元老院が解体されたことを告げると、青くなってその後はなにも言わなくなった。

　こいつら、なにかお手手が後ろに回るようなことをしているな？　後ろ盾になってくれていた元老院がなくなると知って焦あせっていると見た。ま、そんなことはゼロリック卿にもお見通しのようだけど。

　撤退をしっかりと命じて、今度はプリムラの王城へと跳とぶ。

　プリムラ国王へとトリハラン神帝国皇こう帝ていの親書を届け、戦争が終結したことを告げると、みんな一様に声を失ったかのようにポカンとしていた。

　無理もないか。僕がこの国に現れて、六時間と経ってない。そんな短時間で二つの国が危機的状況から脱したのだから。

「なんと礼を申せばいいかわからぬな……」

「気にしないで下さい。僕がこちらの世界へ来れたのも国王陛下のご先祖が作り上げた転移装置のおかげです。感謝ならそっちの方へ」

　全て片付いたので、監禁されているリスティスの元へと向かう。部屋へ入ってきた僕とプリムラ国王、そしてゼロリック卿を見つけると、安あん堵どの表情を浮うかべて駆かけ寄よってきた。

　ゼロリック卿が神帝国での出来事を端的に話す。

「そうか！　戦争は止まったか！」

「はい。元老院は解体、議長も捕らえられ、神帝国は新たな時代を迎むかえることでしょう」

　ゼロリック卿の言葉に歓喜の声を上げるリスティス。これでやっと彼かの女じよも偽いつわりの姿から解放されるわけだ。

　エルゼたちも顔を見合わせて微笑んでいる。

「戦争なんてことにならないでよかったわ」

「思ったよりもけっこうあっさりと片付きましたね」

「ひとまずはめでたしめでたし、でござるかな？」

　しかし僕は気が重かった。まあ、プリムラの方は片付いたけどさ……。

「こっちはいろいろ問題が山積みだなあ……」

　ポケットから取り出したエンデの入った【プリズン】を眺め、僕は思わず溜ため息いきをついた。
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　プリムラ王国とトリハラン神帝国の戦争は、両国間が平和条約を結ぶことによって終結した。

　そこからは両国の問題なので僕は基本的にノータッチだ。もちろんリスティス皇女はきちんと神帝国の方へ無事に返したぞ。

　神帝国の方はいくらかの反抗はあったものの、元老院は解体され、ほとんどの議員は捕縛されて貴族の地位と財産を失った。

　議長を含ふくめ、議員たちにはなにかしらの刑が下るだろうが、正直興味はない。

　両国から感謝され、ひとまずこの世界における権力者とのコネができたわけだし、僕としては当初の目的は達成したと言える。

　まあ、変異種が攻めてきた時の対策としては、まだ根本的な解決にはなってないんだけれども。

　とりあえず今回はこの辺にして、ひとまず表世界へと帰ろうとした時にひとつ問題が起こった。

「だからー！　連れてってよー！」

「えー……」

　エルカ技師が表世界むこうへ連れてけとごね始めたのである。頼むから足にしがみつくのはやめてくれ。周りにいるエルゼたちとプリムラの皆みなさんの目が痛い！

「冬夜君、彼女の知識はいろいろとボクらの役に立つ。手伝ってもらいたいこともあるし、連れていってもいいんじゃないかな？」

「レジーナちゃん、いいこと言った！」

　ビシィッ！　と博士を指差すエルカ技師。いや、そうかもしれないけど、面倒事が増えそうでなあ……。絶対性格に問題あるだろ、この人。

　フェンリルもついてくるならいくらかは安心かもしれないけどさあ。

「だいたい連れていくって『バビロン』にか？」

「地上じゃ機密が漏もれないとも限らないしね。どうせ『研究所』や『工こう房ぼう』に篭もることになるだろうし」

　うーむ……この人に協力してもらって、強力なゴレム製作やフレームギアの改良を手伝ってもらえれば、これからの戦いに役立つのは確かか。

　ちら、とエルゼたちの方に視線を向ける。

「いいんじゃない。いろいろと手伝ってもらえそうだし」

「まあ、みんながそう言うなら……」

「やったー！　別世界に行けるーう！　やったよ、フェンリルー！」

『よかったであるな、マスター』

　フェンリルの前足を取って立ち上がらせ、ぐるぐると踊り出だすエルカ技師に一抹の不安を感じないでもないが、まあ、なんとかなるだろ。

「別世界か……。冬夜殿、私もいつか連れていってもらえるだろうか。御先祖様の世界に」

「いずれ、必ず。あなたと同じパレリウスの名を持つ方とお引き合わせしますよ。なかなかの美人さんですよ？」

「それは楽しみだ」

　笑いながらプリムラ国王と僕は握手を交わす。そのうちまた来ることを約束し、何かあったらドラクリフ島の銀竜を訪ねるように言っておいた。

　一応、あそこの竜たちには、攻撃されない限りは、人を襲おそわないように命じてある。人語は喋れないが、理解できる竜も多いので、僕の名前と目的を告げれば白しろ銀がねに取り次いでくれるだろう。

「では、また」

「うむ。この度は本当に世話になった。ありがとう」

　国王陛下の声を聞きながら、僕ら六人と一匹は【ゲート】でドラクリフ島へ、そこから次元門を使い表世界、バビロンの空中庭園へと帰き還かんする。

　そこで一いつ旦たんエルカ技師には待ってもらって、僕は地上からユミナを連れてきた。まあ、大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど一応、念のため、ね。

　ユミナの魔眼により、エルカ技師に悪意がないことが確かく認にんされたので、博士にバビロンの案内を頼んだ。キョロキョロと辺りを眺め、傍らの博士にいろいろと質問をしながら二人と一匹が去っていく。

　お腹なか減ったーと、エルゼたちも地上へと転移していった。僕もなにか食べてこようかと歩き出すと、くいっとユミナに袖を引かれる。

「冬夜さん。まさかと思いますが、あの方は十人目の……」

「違います！　技術スタッフとしてお迎えしただけです！」

「そうですか」

　にこっと微笑ほほえむユミナ。瞬間的にものすごい威圧感を受けた……。いや、もうホント増やす気ないから。

　そのくせ、愛人は認めるって考えがわからないが、そっちも増やす気はない。

　ユミナたちに言わせると、博士を含めたバビロンナンバーズは全員愛人ポジションらしいが。あれか？　子供が生まれないからＯＫってことなのかね？

「っと、そうだ。向こうの世界でエンデに会ってさ。あの馬ば鹿か、記き憶おくなくして洗脳されてたんだよ」

「エンデさんが？　それでどうしたんですか？」

「ん？　約束通りぶちのめして連れてきたけど」

　エンデを封じ込めたサイコロ大の【プリズン】をポケットから取り出し、庭園の芝しば生ふの上に放り投げる。

「『解放リリース』」

　僕の言葉に【プリズン】は砕け散り、倒れたエンデがその場に現れた。

　次の瞬間、そのエンデがいきなり飛び起きて、ユミナの方へと手を伸のばし、掴つかみかかってきた。

「があっ！」

「きゃ……！」

　っ、のやろ……！　僕はユミナに伸ばされたエンデの手を掴み、引き寄せて力任せに一本背負いを放った。背中をしたたかに打った馬鹿に、そのまま【パラライズ】をお見舞いしてやる。

「ぐはっ！」

　ぐったりとして動かなくなったエンデの手を放す。

「気が付いていたのかよ。【プリズン】はこういうところが難点だな……」

　時間は普ふ通つうに流れるから、中で意識を取り戻もどしたんだろう。そして脱出のチャンスを窺っていたのかもしれない。

　しかしこの野郎、ユミナに襲いかかるとは。もう二、三発殴なぐったろか。

「錯乱しているみたいでしたね」

「あー、まあねえ。記憶がごちゃごちゃになっているんだろ。とりあえず、メルのところに運んで、記憶を掘り起こしてやろう」

　いちいち攻撃されるのも面めん倒どうだからな。

【レビテーション】で麻痺しているエンデを浮かばせて、バビロンの【城じよう壁へき】へと向かう。

　メルを軟禁してある部屋へと辿りつき、そこでズタボロになったエンデを下ろした。

「エンデミュオン!?」

　それまで抜ぬけ殻がらのようだったフレイズの『王』・メルが、慌てて駆け寄りエンデを抱き起こす。

「ひどい……誰がこんなことを……！」

「あー……。やったのは僕だけど、ちょ、待って！　そんな目で見ないで！　説明するから！　そいつ、記憶を無くしてるみたいでさ、襲いかかってきたんだよ。だから動けないように処置しました。正当防衛です！」

　涙目の非難するような目付きで睨まれ、仕方なかったことを早口で告げる。多少、過剰防衛であったことは否めないところだが。

「記憶を……？」

「なんか死にかけてたらしい。それが原因で記憶を失ったところに、悪い奴やつに変な記憶を刷り込まれたみたいでね、なんか僕を敵と認にん識しきしてる。ちなみに君のことは少しは憶えてたみたいだけど」

「……わかりました。ではすぐに治ち療りよういたしましょう」

「え？」

　思わず声が出てしまった僕をよそに、メルの両手の指からパキパキと結けつ晶しようの触しよく手しゆが伸びていく。まるでガラスの茨いばらのように伸びた十本の触手が、エンデの頭のいたる部分に固定されていった。

「エンデミュオンの記憶を呼び起こします。少し耳障りかもしれませんから気をつけて下さい」

　言うや否や、メルの両手から甲かん高だかい音が共鳴し始めた。耳鳴りを数十倍にしたような音に耐えきれず、僕とユミナは【プリズン】の外へと退避して音をシャットアウトする。

「治療するって言ってましたけど……」

「僕の【リコール】と同じような能力を持っているのかもしれないな。おそらくエンデの精神に直接干かん渉しようし、記憶を呼び起こそうとしているんだろう」

　なんとなく脳を電子レンジに突っ込まれてるみたいなイメージが浮かんだ。……爆ばく発はつしないだろうな。

　やがて【プリズン】の中のメルが振り返り、こちらを困ったような目で見てきた。ん？　なにがあった？

【プリズン】の中に再び僕らが入ると、慌てたメルが話しかけてくる。

「あの、たぶん元に戻ったと思うのですが、目を動かすだけで反応が……」

　困ったようなメルの膝ひざの上で、エンデが僕の方に非難するような視線を向けてくる。

「あ、【パラライズ】か」

　忘れてた。そりゃ、動けないわな。

　エンデに近づいて、【リカバリー】を施す。一応、また暴れた場合に備えて再び【パラライズ】を発動できる状態をキープしておいたが。

　やがてエンデはゆっくりとメルの頬ほおへ手を伸ばし、優しく撫でて微笑む。

「……やあ、メル。久しぶりだね」

「エンデミュオン……！」

　メルがエンデを抱だきしめる。どうやら成功したみたいだな。とりあえず一安心か。

「記憶が戻ったみたいだな」

「おかげさまでね……。でも記憶を無くしていた時のこともしっかりと憶えてるよ。……ずいぶんと殴ってくれたじゃないか、冬夜」

「あれはお前が悪い。自己責任だろ」

　憎まれ口を叩けるようなら大丈夫だな。抱き付いているメルの肩かた越ごしに、眉を顰めているエンデを見ながらそう思った。

「ところでなんでメルがこんなところにいるんだい？　君が攫ってきたのか？」

「攫ってきたとか人聞きの悪いこというな。どっちかというと保護だ。フレイズ共が集まって来ないようにしてるんだよ。この中ならいろんなものが隔かく離りされるから絶対に安全だ」

　こっちでも誘ゆう拐かい犯はんかよ。一いつ瞬しゆん、険しくなったエンデの視線にハッキリ違うと言い返す。心外だね。

　睨み合う僕らの間にスッとユミナが立たち塞ふさがる。

「とりあえずエンデさんもメルさんも、お互たがいに今までのことやこれからのことをお話ししてはどうですか。私たちは席を外しますから」

「え？　ちょっ、ユミナ？」

　ぐいぐいと背中を押すユミナに、【プリズン】の外、部屋の扉から廊ろう下かへと追いやられた。なんなの？

「ダメですよ、冬夜さん。離れ離れになっていた恋こい人びとが長い時の果てに再会したんですよ？　もっと気を遣わないと」
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「……ああ、そゆこと」

　ユミナは同情半分、好奇心半分といった面持ちで僕に説明してくれた。ド鈍にぶくてすいませんね。

　まあ、わからんでもないけどさ。

「『人の恋路を邪じや魔まする奴は、馬に蹴られて死んじまえ』ってか」

「なんです、それ？」

「僕の世界にある言葉だよ。他人の恋愛の邪魔をするのは、無ぶ粋すい極まることだから、そんな奴は馬に蹴られて死ぬ目にあうぞ、って意味」

　馬ごときに蹴られても死ぬ身体じゃなくなったが、進んで蹴られたいとは思わない。エンデには聞きたいことが山ほどあるんだが、ここはユミナの顔を立てるか。

　どうせあの【プリズン】からは脱出できないし。神器も取り上げたしな。

　僕らは連れ立って、エンデたちのいる部屋の前から歩き去った。
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「さあ、いろいろと吐はいてもらおうか」

　ドンッ、と机を叩き、正面に座すわるエンデを睨む。薄暗い部屋の中、机の上にある光魔ま法ほうを施ほどこしたスタンドが彼かれの横顔を照らし出した。

「故郷くにのお袋さんが泣いてるぞ。……カツ丼食うか？」

「……冬夜がなにをしたいのかわからないけど、お腹は減ってるからいただくよ」

　うん、まあちょっと悪ノリした。取り調べっていうとこういうのが定番かなー、と。

　メイド姿のシェスカがお盆にカツ丼を三つ持ってきた。僕とエンデ、それと一応メルの分だ。

「私もですか？」

「フレイズには必要ないかもしれないけど、せっかく作ったんだから食べてみてよ。残してもいいからさ」

　困ったようにメルはエンデに視線を向けるが、エンデが箸はしを取り、食べ始めると、自分もたどたどしい箸使いでカツ丼の肉を口に入れる。

「っ!?」

　目を見開いたメルがはぐはぐとカツ丼を夢中で食べ出した。どうやらお気きに召めしたらしい。

「そういや支配種って物を食べないでも平気なのか？」

「フレイズはもともとわずかな光と魔ま力りよくさえあれば、活動できるからね。食べるということをそれほど経験してないんだよ。リセはけっこう食べることに執着していたけど」

「そうだ、あのリセって子はどうした？　一いつ緒しよに行動してただろう？」

「その話もあとでするよ。とりあえず今は食べよう」

　そだな。冷める前に食べてしまおう。美味うまい。これ作ったのはクレアさんかな。それともルーか？　レグルスの姫ひめだというのに、あの子の料理レベルもかなり上がって、本職と並ぶくらいになりつつあるからな。

　カツ丼を食べ終わって、（メルはまだ食べたそうにしていたが）とりあえずエンデの話を聞くことにした。

「冬夜も知っているだろ？　黄金のフレイズのことを」

「変異種のことか？」

「変異種……まあ、確かにアレは突とつ然ぜん変異の類たぐいだね。この世界にやってきたフレイズたちは今現在、二つの勢力に分かれてしまった。ネイ率いる『王』再興派と、ユラ率いる改革派だ。ユラがどこからか手に入れた力によって、フレイズは新たな生命体へと生まれ変わることができるようになった」

　ネイってのは前に一度だけ見た女性型の支配種で、ユラってのはあの不気味な支配種か。なに考えてんだかわからない昏くらい眼をしていた……。あいつが邪神の力を手に入れたんだな。

「ユラの力を見極めようと、次元の狭はざ間まにいるあいつらのところへ行ったんだけど、双子の支配種……レトとルトって言うんだけど、そいつらにやられてね。恥ずかしながら手も足も出なかった。以前はそんな強い戦せん闘とう力を持った奴らじゃなかったのに、変異種として生まれ変わった奴らはとんでもない強さを持っている。僕は逃げるので精いっぱいだったよ」

「まだ支配種がいるのかよ……。しかも変異種になっているのか……」

「あの力は異常だ。僕はいろんな世界を渡わたり歩あるいてきたからわかる。あれは……神の力。世界を作った絶対的な存在の力だよ」

「いや、正確には違うぞ。あれは邪神の力だ。決して神の力じゃない。地上で生まれた神もどきの力だ」

　僕の言葉にエンデが目をパチクリとしている。なんでそんなことを知っているのか、という顔だな。その顔を見て、少し笑ってしまった。

「……僕ぼくも前から聞きたかったんだけど、冬夜って何者だい？　普通の人間じゃないよね？」

「そうだな……。まあ、教えてもいいか」

　僕はわかりやすいように身体から神気を発する【神しん威い解かい放ほう】をしてみせた。エンデたちでもこの気配には気付くだろう。

　思おも惑わく通り二人とも神気を感じ、驚おどろきながら後ずさっている。おっと、やり過ぎたか。神気を霧散させて、元の状態に戻す。

「そ、その気配は……」

「一応、僕も神様の端くれらしいよ。ま、今は見習いだけどね」

　エンデとメルは驚いた表情のまま固まっていた。まあ、無理もないか。あの【神威解放】ってのは、相手に有無を言わさず、『神であるぞ！』って気を叩き込むもんだからなあ。僕のはまだ花恋姉さんのにさえ及ばないと思うけど。

「……これは跪いて伏し拝むべきかな……」

「よせやい。気持ち悪い。言ったろ、見習いだって。まだ正式な神族じゃないんだよ。普通に接してくれ」

　エンデはメルと視線を交わし、お互いに頷うなずいた。まだ少し緊張しているようだが、そのうち慣れてくるだろう。

「それで？　その双子にボコボコにされて記憶を失ったのか？」

「ボコボコって……。まあ、その通りだけど。その時は逃げることができたんだ。ただ、このままではまずいと思ってね、僕も新たな力を手に入れようと思ったわけさ」

「それがこれか」

【ストレージ】から、エンデの持っていた二振りのショートソードを取り出す。間違いなくこれは神器であり、神の力を宿したものだ。

「その二本の剣けんは、この世界から少し離はなれた別世界にあったものだよ。その世界には邪竜なんたらってのが暴れていて、勇者なんたらがこの剣を使い、それを滅ほろぼした。その勇者の子孫が代々受け継いでいたのを、ちょっと拝借してきたんだ」

　盗品かよ！　いや、どのみち地上に置きっぱなしにしていたら、邪神とかの苗床になってしまう可能性もあったから、結果オーライなのかもしれないけど。

「ところがそこで、その剣を回収に来たとかいう謎なぞの男に出会ってさ。『このまま神器が地上にあるとまずい』とか言って、またボコボコにされたんだよ。命からがら転移して逃にげたけど、世界を間違えたみたいで。そこで意識を無くした。そのあとはあの議長の爺じいさんにいいように操られていたってわけ」

　剣を回収？　地上にあるとまずい？　……それってひょっとして下級神か？

　ちょっと待ってと二人に断って、神様に電話をかける。かくかくしかじかと説明すると、軽い感じの返事がきた。

『ああ、そりゃ武ぶ神しんじゃの。なかなか見どころがあるから、弟で子しにしたいとか言ってたよ。ああ、剣なら地上の誰だれかにあげたり無くさなければ冬夜君の好きにして構わんから』

　はい、大当たり～……。

　よく、武神なんかと戦って無事だったな、こいつ。いや、無事じゃないか。死にかけてたらしいし、記憶なくしたしな。

　そのことを告げると、さすがのエンデも引きつった笑いを浮かべるのがせいぜいのようだった。

　双子の支配種にボコボコ→武神にボコボコ→僕にボコボコ、と三連敗か。ちょっと同情してしまうな……。エンデも弱いわけじゃないんだけどな。

　とりあえずこの神器は【ストレージ】にしまっておく。

「まあ、お前のことはわかった。で、一緒にいたリセって支配種の子は？」

「リセはネイのところへ行かせた。いろんな説明をするためにね。変異種のこともあったし……あの二人は姉妹なんだよ」

　そうだったのか。全然似てないけど。

　しかし、フレイズの姉妹ってどういうことなんだろ。っていうか繁殖自体がわからんしな。メルがいる場で聞くのもなんかアレだし、ここはスルーしとこう……。

「で、冬夜は僕らをどうするつもりだい？」

「そうだなあ……。悪いけど、メルの方は【プリズン】から出すわけにはいかない。今は、だけど。フレイズにこの国を襲われるのはごめんだからね。エンデに関してはどうしたもんか……」

　こいつは僕らの味方じゃなく、メルの味方だからなあ。ある意味わかりやすいとも言えるんだけれども。

「僕は冬夜がメルに危害を加えない限り手伝ってもいいと思っている。こうなった以上、全すべてを片付けないと先に進めないからね」

「私は……もう一度、ネイやユラと話してみたいと思っています。もう一度、きちんと正面から話して……こんなことはもうやめてほしいと伝えたい。難しいかもしれませんが……」

　俯うつむき気味にメルが答える。そっちの方はリセからの連絡待ちかねえ。ただ、ネイはまだしもあのユラの方は話を聞くか怪あやしい感じがする。

「とりあえずは現状維持かな。悪いけどしばらく軟禁生活を送ってもらう」

「おいおい、僕もかい？」

「お前は彼女を一人ぼっちにさせた罰としてそこにいろ。監かん視ししたりはしないから、好きなだけイチャつけばいい」

「なっ……！」

　慌てるエンデと赤くなるメルを見ながら僕は部屋を後にする。部屋を出る前にエンデがメルの手を握にぎっていたのが見えた。落ち込んでいたメルのメンタル的なケアが少しでもできればいいと思うが。

「話はまとまったでござるか？」

　リビングに戻ると、八重が椅子に座って待っていた。テーブルには丼どんぶりが重ねられている。君、カツ丼幾いくつ食ったのよ……。

「まあ、一応はね。うまくいけば、フレイズとはもう戦わないですみそうだよ。変異種とはそうはいかないっぽいけど」

「それは重ちよう畳じよう。それはそうと、イーシェンの兄上から手紙が来てござる。近々、諸もろ刃は義姉あね上うえと再戦したいので便宜を図ってほしいとのことで」

　再戦？　重じゆう太た郎ろうさんが？　いつ諸刃姉さんと戦ったっけ？

「例の武術大会のときに。優勝した兄上と義姉上がその後に戦ったでござるよ」

　ああ、あの時か。祭りの最終日、僕は前日のギラとの戦いでぶっ倒たおれて、ずっと寝続けてたんだよな。

　二人が戦った結果は言うまでもなく、諸刃姉さんの圧勝。手加減なしの戦いっぷりだったらしい。勝利した喜びから敗北の悔しさに一瞬で突き落とすって、鬼か。神だけど。

「重太郎さんには悪いけど、また負けると思う……」

「それは兄上も承知の上でござろう。その上で稽古をつけてもらうつもりなのでござるよ」

　ならいいけど。前向きな人でよかった。これで心が折れてやさぐれられたら、責任感じるもんなあ。

　突然、懐ふところのスマホが着信を告げる。あ、高坂さんからだ。嫌いやな予感……。

「はい、もしもし……」

『陛下。そろそろ今日の分の政務をこなしていただきませんと、いろいろと差し障りが出てくるのですが。どちらにおいでで？』

「あ、はい。すぐに戻りますです……」

　最近、裏世界のこととかでいろいろなおざりにしていたからなあ。しばらくはこっちでおとなしくしておかないといけないかね。

　政務といってもいろんな案件を決定するだけなんだけどねえ。そういや冒ぼう険けん者しやギルドのギルドマスター、レリシャさんから、冒険者養成学校設立の案が出てたな。

　ダンジョン島を目当てにブリュンヒルドに来る冒険者が増えた。それにつれて新人が無茶をして大怪け我がしたり、最悪死んだりするのも増えつつある。それを防ごうというわけだ。

　生き残るための技術は学んでおいて損はないと思う。なるべく安い授業料にするつもりではいるけどな。

　とりあえず高坂さんのところへ行くとするか。

「お仕事に行ってきまーす」

「いってらっしゃいでござるよ」

　八重に見送られながら、僕はブリュンヒルドの城へと【ゲート】を開いた。







◇　◇　◇







　リーンの乗るグリムゲルデが右手アームに装備したガトリング砲ほうを連射する。

　盾を構えたヒルダのジークルーネが、それを受け止めながら突とつ進しんしようとするが、足元にグレネードを放たれて足が止まった。

『少しだけ持ちこたえて下さいませ、ヒルダさん！』

　丘の上からルーのヴァルトラウテが、右肩にある大たい砲ほうの照準をリーンのグリムゲルデに向けた。

　遠えん距きよ離り射しや撃げき用の『Ｃユニット』を装備したヴァルトラウテ。その踵かかとのアンカーが地面に食い込み、大砲から爆音と共に弾だん丸がんが発射される。

『くっ！』

　リーンがガトリングの斉射をやめて、回かい避ひ行動を取る。ルーの放った弾丸は、先ほどまでグリムゲルデがいた地面を大きく吹ふき飛ばした。

　辺りを舞い上がった土つち煙けむりが覆う。その隙に、ヒルダのジークルーネがグリムゲルデに接近攻こう撃げきをしかけてきた。殲せん滅めつ戦砲撃型であるリーンの機体は近距離戦には向いていない。

『もらいました！』

『そうはさせないでござる！』

　横薙ぎに放たれた剣閃を、一本の刀が受け止める。土煙の中から現れたのは八重の操あやつるシュヴェルトライテだ。

　ヒルダの乗る白兵戦重装型のジークルーネと、八重の乗る白兵戦軽装型のシュヴェルトライテはかなり似た機体である。攻撃重視か、防ぼう御ぎよ重視かの違ちがいでしかない。

　オレンジの騎き士しと紫むらさきの鎧よろい武者が幾度となく打ち合いを続ける。

　一方、その二人から距離を取ったリーンのグリムゲルデとルーのヴァルトラウテは、互いに遠距離戦を展開していた。

　リーンのガトリング砲が回転を止める。弾切れではなく、連続使用によるオーバーヒートだ。リーンは煙の上がるガトリング砲を右みぎ腕うでからパージした。クールタイムを待つよりも、邪魔になるガトリング砲の放棄を選んだのだ。

　そのタイミングでルーが遠距離射撃用の『Ｃユニット』を、高速機動用の『Ｂユニット』に換装し、身にまとうブースターで高速突とつ撃げきを仕し掛かけた。

　リーンも慌あわてて肩の六連ミサイルポッドを開いたがすでに遅く、ヴァルトラウテの抜きはなった剣が、グリムゲルデの胸に突つき刺ささる。

『やってくれたわね……でも、ただじゃあ負けないわよ……！』

　グリムゲルデがヴァルトラウテをしっかりと羽交い締めにし、剣を突き立てられた胸部装そう甲こうを無理矢理に開く。そこに現れた二連ガトリング砲が一いつ斉せいに火を吹いた。

『あっ、それ、ずるっ……！』

　近距離の斉射により、ヴァルトラウテが蜂の巣になっていく。剣を突き立てられたグリムゲルデも崩れ落ち、両機共に爆発四散した。

『九ここの重え真しん鳴めい流りゆう奥おう義ぎ、飛ひ燕えん裂れつ破ぱ！』

『レスティア流剣けん術じゆつ、五式・螺ら旋せん！』

　シュヴェルトライテの刀とジークルーネの剣が、同時にお互いのコクピットである胸部を貫つらぬく。

『相討ち……でござるか……』

『残念です……』

　二体がその場で内部から爆発し、木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛ぶ。辺りにはもうもうとした爆煙が立ち込め、戦場には誰もいなくなった……。










『模擬戦シミユレーシヨン終しゆう了りよう。両陣営共に勝者無し。引き分けドロー。ハッチ開放しまス』

　プシュッと空気の漏れる音がしてフレームユニットのハッチが開く。

　バビロンの巨きよ大だいモニターから視線をそちらに向けると、四つのユニットから先ほどまで対戦していた四人が外へと出てきた。

「これがフレームギアでの戦闘だ。ま、シミュレーションだけど」

「ふおおおぉぉぉ……」

『むおおおぉぉぉ……』

　エルカ技師とフェンリルが口をＯの字に開けて興奮気味に声を絞り出していた。

「お疲つかれ様」

　フレームユニットから出てきた四人に声をかける。

「いやいや、また相討ちでござった」

「ですねえ」

「私わたくしは勝ったと思ったのですけれど……。まさか道連れにされるとは……」

「油断大敵。勝ったと思ったその時が一番危険なの。ツメが甘あまい」

　今のチーム分けだと、引き分けになる可能性は高いと思ったけど、ああも見事になるとは。

　改良点をあげるとすれば、グリムゲルデの近接武器か。接近された時になにか手段がないと手詰まりになるからなあ。あとでロゼッタに相談してみるか。

「ところで、あの人には何を手伝ってもらうつもりなんだ？」

　エルカ技師に視線を送りながら、横にいた博士に尋たずねる。

「まあ、こちらの魔法工学を知ってもらってからだけど、まずは何よりも早急に作るべきは通信機器だね」

「通信機器？」

「ただの通信機器じゃない。表世界こちらと裏世界あちらで通信ができるようにするためのものさ。次元門に使われている時空魔法を利用すれば可能だと思う」

　確かにそれは便利だな。向こうで変異種が現れたりしても、すぐに情報を得ることができる。

「それってスマホでも通信できるようになるのか？」

「一応、その方向に持っていくつもりだけどね。中継する基地局を設置すればできないことではない。多少のタイムラグは出てきてしまうかもしれないけど」

　と、なると『紅あか猫ねこ』のニアあたりにもスマホを渡した方がいいか……いや、あいつは壊こわしそうだから副首領のエストさんの方がいいかもしれん。

「世界が一つになったら中継地なんて無くても繋つながるんだろうけどな……」

　だからと言ってこの問題を放置してもいいということにはならない。転ばぬ先の杖、友達がやってたボーイスカウトのモットー、『備えよ、常に』ってやつだな。

『いつなん時、いかなる場所で、いかなる事が起こった場合でも善処出来るよう、常々準備を怠ることなかれ』だったか。

「そちらの方は任せるよ。完成したら教えてくれ」

「了解。ああ、完成と言えば、フェルゼンで作られている魔導列車はどうなっているんだい？」

「えーっと確か、近々一号列車と二号列車がベルファストとリーフリースに納入される予定らしいから、その時にまた連絡が来るだろ」

　東のフェルゼンから西の二国に僕が列車を転移するように頼たのまれてるし。

　同時にベルファスト、リーフリースの二国間を繋ぐ線路も着々と建設中らしい。土属性の適性を持つ魔ま法ほう使つかいさんは引っ張りだこだな。

　ベルファスト、リーフリース間の運行がうまくいったら、今度はフェルゼンが南のレスティアとの間に線路を引く予定らしい。そのあとはベルファストからミスミドだ。

　まあ、しばらくは乗客を乗せる旅客列車というよりも、貨物列車としての物資の運行がメインになるだろうけど。これにより国家間の輸送がスムーズになったなら、いろいろと便利になると思う。










　バビロンから地上に降り、その足でオルバさんのストランド商会へ向かう。城下町の一角に店を構えるストランド商会は、今やドヴェルグからカプセルトイまで幅はば広ひろく扱あつかう大商会となっていた。

　店の前に作られた遊戯スペースには、今日も子供たちがベーゴマやらけん玉やら、それぞれの遊び道具を持ち寄ってみんなで遊んでいる。

「あ、へーか！　こんにちはー！」

「「「「「こんにちはー！」」」」」

　一人が店に入ろうとした僕に気付き、挨あい拶さつをすると、他のみんなもいつものように一斉に挨拶をしてくれた。

「はい、こんにちは。みんな元気だね」

　僕は【ストレージ】からアメ玉を取り出して子供たちに与え、少し立ち話をしてから店内に入った。

　子供たちの情報というのもなかなか馬鹿にできない。町のちょっとした変化や、親の不満、大人たちの様々な噂うわさなど、参考になることもある。ま、大たい概がいはたわいない話であることが多いが。

　店内に入ると、すぐにオルバさんが出で迎むかえてくれ、奥おくの部屋へ通された。

「魔動乗用車エーテルビークルの方はどうです？」

「はい。各国の王家の方で何台か。じきに貴族たちの間にも広まるでしょう」

　魔動乗用車エーテルビークルはそれなりに価格が高い。おいそれと買えるものではないぶん、貴族たちには一種のステータス的なものとして売れると思う。

「魔導列車の模型の方はどうです？」

「ある程度の数は揃えることはできると思います。運行開始の式典には間に合わせますよ」

　魔導列車の模型は、単に玩具であるというだけではなく、本物の魔導列車の認知度を高める狙ねらいもある。

　他の国々も列車を走らせようとすれば、土木作業用に開発されたドヴェルグもいくらかは売れるだろう。フェルゼンには魔法使いが多いからあまり売れないかもしれないが。

　その後、オルバさんとカプセルトイの新作や、魔動乗用車エーテルビークルの模型の話などをし、店を後にした。

　久しぶりに城下町を歩く。以前よりさらに賑にぎわいを見せるようになり、町の大きさも広がった。そのぶん、トラブルも多くなり、警けい邏ら騎士の出番も多くなっている。今のところ大きな事件は起こってはいないようだが。

　その足で今度は町の中央から少し離れたところにある、この国唯一の学校に顔を出だすと、桜のお母さんでここの校長でもあるフィアナさんが出迎えてくれた。

　学校の方もうまく機能しているらしい。設備で足りないものはないかと尋ねたら、音楽の授業で使う楽器が無いとのことだったので、ピアノをプレゼントした。

　今までは桜が歌ったり、奏助兄さんが楽器を奏でたりしてたそうだけど、やはり先生たちも弾ける方がいいだろう。奏助兄さんなら教えることもできるしな。音楽神だし。

　ついでに生徒分のカスタネットとリコーダーもプレゼントしておく。これは定番だろう。

　しばらくフィアナさんと話したあと、お暇いとましようと外に出るとニャンタローが待ち受けていた。なんだ？

「陛下！　お願いがありますニャ！」

「ゼノアスの魔ま王おう陛下を出禁にしろっていうのはさすがに無理だぞ」

「ちっ。い、いや、そうではニャくて！　我輩、仲間ニヤかまが欲ほしいですニャ！」

「？　いるだろ？　町中にいっぱい」

　ニャンタロー配下の猫たちは町中にいっぱいいる。ブリュンヒルドは猫の多い城下町ではあるが、ニャンタローのおかげで躾しつけが行き届いており、人間に迷めい惑わくをかけることはほとんど無い。

　むしろ、人間の方が猫に迷惑をかけることが多いくらいだ。

「あれは猫の仲間ニャ。そうじゃニャくて、我輩と同じケット・シーの仲間が欲しいニャ！　一匹ひとりでみんニャを管理するのはもう無理ニャー！」

　ニャンタローが僕の足にしがみついてきた。痛い痛い、爪を立てるな！

「っていうか、お前の主人は桜だろう？　僕に頼むのは筋違いじゃ？」

「桜様は狙ってケット・シーを呼ぶことなんてできないニャ！　ニャので我輩の友を三匹にんほど！　どうか、どうかこの通りニャー！」

「ああ、もう、わかったわかった！」

　猫の土下座なんて初めて見たよ。確かにニャンタロー一人で町中の猫たちを管理するのは難しいか。もともとニャンタローはフィアナさんの護衛って役目もあるし。

「ちょっと記き憶おくもらうぞ。喚よびたいケット・シーのことを頭に思い浮うかべてくれ」

「了解ニャ」

　ニャンタローの前足を握り、額を合わせる。……はたから見たら、猫となにしてんだって思われる画えだな。

　頭の中に三匹のケット・シーが浮かび上がる。なるほど、こいつらか。

　校庭に魔法陣を描えがき、召喚に必要な魔力を流し込む。やがて黒い靄もやが浮かび上がり、それらが渦うずを巻いて、次の瞬しゆん間かん、一気に吹き飛んだ。

　ニャンタローの時のように、そこに現れた三つの小さな影かげは、腰こしにした細身の剣を抜き放ち、天へと掲げ、声を揃えて高らかに叫さけんだ。

「「「一人はみんなのために、みんなは一人のために！」」」

　一匹はアメリカンショートヘアのような毅然としたケット・シー。もう一匹はシャムのような優雅さを持ったケット・シー。そして最後の一匹は少し大きな体格のペルシャのようなケット・シー。

　それぞれがやはりニャンタローと同じく、長靴に羽飾りのついた帽子、手袋、マント、レイピアと騎士の出で立ちをしていた。三匹とも猫ねこ騎き士しか。

「我らが主よ。我らに名をお与え下さい」

　アメリカンショートヘアのケット・シーが進み出て膝をつく。あれ、こいつは『ニャ』ってつかないのか。

　琥こ珀はくの恩おん恵けいというか、獣けもの系の召喚獣は条件なしで僕は契約できるので、あとは名前をつけてやるだけなんだが……。まあ、あの名前しかないよな。

「お前はアトス。そっちがアラミス。んで、お前はポルトスだ」

「「「御意」」」

　アメショーがアトス、シャムがアラミス、ペルシャがポルトスだ。

「みんニャ～！　久しぶりだニャ～！」

「おお、お前か。元気だったか？」

「君は変わってなさそうですね」

「がはは、相変わらずひょろっとしてるのう。ちゃんと食っとるのか？」

　知り合いなだけあって、すぐにわいわいと打ち解け合う。

「とりあえずお前たちはニャンタローの手伝いをしてやってくれ。あとは自由にしていいから」

「「「ニャンタロー？」」」

「ち、違うニャ！　本名はダルタニャン、ニャ！　ニャンタローはあだ名ニャ！」

　必死にニャンタローが三匹に説明する。ああ、そういやそうだっけ。

　久しぶりに旧友たちと会えたんだ、積もる話もあるだろうと僕は一匹ずつ銀貨一枚を握らせた。この町の酒場ならニャンタローたちにも酒を売ってくれる。もちろん、マタタビ酒を。

　ニャンタローはフィアナさんの警護があるから、僕が先に酒場まで三匹を連れて行くことにした。道を憶えてもらうために、転移魔法は使わないで行くことにする。もうそろそろ夕方だし、酒も出してるだろ。

　町の人たちはケット・シーを連れていてもニャンタローで慣れているのか、あまり驚かない。驚くのはもっぱら外から来た旅人とか冒険者だ。

「なかなか活気のある町ですな」

「気に入ってもらえて何よりだよ」

　アトスがキョロキョロと辺りを注意深く観察しながらそんなことを言ってくる。アラミスは塀を歩く猫（おそらく雌猫）に陽気に手を振ふっているし、ポルトスは屋台の焼き鳥によだれを垂らしながら見入っていた。

　なんとなくこの三匹の性格がわかったような気がする。

「ま、ニャンタローと同じく、君たちにもこの城下町をそれとなく守ってもらうから頼むよ」

「「「はっ！」」」

　酒場に着いて中に入ると、見知らぬおっさんが酔い潰れている前で酔すい花かが呑んでいた。このロリ酒神、また入り浸ってたのか……。金は取り上げたから呑めないはずなんだが。さては呑み比べと称して巻き上げたな？

「あ～、冬夜お兄ちゃんら～。元気ぃ～？」

「元気だよ。っていうかお前、何杯呑んだんだよ……」

　べろべろじゃないかよ。テーブルに置かれている空瓶を見て、カウンターにいるマスターの方に視線を向けると、あからさまに目を逸らされた。いい客捕まえてるよな、ホント。酔花こいつさえ客にいれば、マスターは食いっぱぐれないに違いない。

「そこらへんにしとけ。狩かり奈な姉さんに見つかる前に帰るぞ」

「あいあい。歩けないからおんぶしてぇ」

　こいつは酒に酔うのも酔わないのも自由自在のはずだが、大抵酔っているよな。本気になれば今すぐに素面しらふになれるんじゃないだろうか。まあ、酒で酔うのも楽しみにしてるようなところもあるけど。

　今更そこを突いても仕方がないので、言われるまま酔花を背せ負おう。本当に出来の悪い妹を持った気分だ。

「マスター、こいつらにマタタビ酒を。後でニャンタローも来るからよろしく」

「かしこまりました」

　酒場のマスターもブリュンヒルドの住人なだけあって、三匹については何も言わなかった。慣れってすごいね。

　三匹を酒場に残し、酔花を背負ったまま城へ向かう。【ゲート】で帰ってもいいんだが、なんとなく今日は歩いて帰りたい気分だった。

　夕暮れの風が気持ちいい。たまにはこんな日も悪くないか。

「冬夜お兄ちゃあん……」

「んー？」

「………………………………吐きそぅ……」

「【ゲート】！」

　正面に現れた光の門に僕は迷わず飛び込んだ。冗談だろ、オイ！

「……げぇ＠＊〆＃えれ＄＋☆％おぇえぅ」

「ギャ――――――――――――ッ!?　首筋にぃぃぃ――――――ッ!?」

　……僕は二度と酔っぱらいを背負うようなことはしないと心に誓った。
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あとがき。







『異世界はスマートフォンとともに。』第14巻をお届け致しました。お楽しみいただけたでしょうか。







　早いものでアニメが終わって一年が経とうとしています。なんか最近、ホントあっという間に時が去っていきます。光陰矢の如し。

　リアルタイムでは観てなかったけど、ＤＶＤで観て気に入り、原作も買いました！　というお便りなどをいただき、大変嬉しく思っております。アニメのお陰か海外からも手紙をいただいたり、ありがたいことです。感謝感激雨霰。

　だいたいちょうどこの巻あたりの話をなろうで書いていた時に、ホビージャパン様から書籍化の話をいただきました。その時点で13巻分くらいのストックはあったわけで……。あれから四年。ホントあっという間です。

　お話はまだまだ続きます。これからもよろしくお願い致します。







　しかしこれを書いている現在、今は八月なのですけれども……実は暑さでもうかなりやられています。

　自宅にエアコンはあるのですが、寝室にないんですよね……扇風機だけ。なので毎日寝苦しい夜を過ごしています。寝て起きるとものすごく疲れているという。早く夏が終わってほしいと思います……。

　夏は本当に苦手で、この時期になるとなにをするにも身体の不調が付いて回ります。

　あまり出歩いたりはしない仕事なので、熱中症にはなりにくいのが救いですけど。

　このままでは別な病気でまた倒れかねないので、エアコンのあるリビングで寝るかと考え中です。今巻が発売される九月には涼しくなっていることを期待します。







　さて、14巻にしてようやく存在だけはずっと匂わせていた、フレイズの『王』、メルが登場しました。今後フレイズ側も単なる敵としてではなく、冬夜君たちともいろいろと絡んでいきます。エンデともね。

　フレイズという脅威は去り、戦いは変異種と邪神たちへと移行していきます。と、言いましても、この作品はそこまでシリアスにならないと思いますので、軽い気持ちで読んでいただけると。

　何回も繰り返して読めるような、買ってくださった方々の本棚に長くあるような作品になればと思います。そうなれるよう、これからも頑張ります。







　あ、ちなみにプリムラの王様が話していた古代魔法言語は適当な言葉遊びです。大した文ではないので読めなくても問題ありません。この手の文字列は今後も出てきますが、あまり気にしないでも大丈夫です。







　てなわけで謝辞を。

　イラスト担当の兎塚エイジ先生、いつもありがとうございます。更なるキャラが増えていってますが、なにとぞよろしくお願い致します。

　メカデザイン担当の小笠原智史先生、お忙しい中、デザインをありがとうございました。更なるメカが増えていってますが、なにとぞよろしくお願い致します。

　担当Ｋ様、そしてホビージャパン編集部の皆様、本書の出版に関わった皆様方、いつもありがとうございます。

　そして『小説家になろう』と本書、ここまで読んで下さった全ての読者の方々に感謝の念を。










冬原パトラ
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